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城里町総務民生常任委員会会議録 
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                       場所 城里町役場 ３階 委員会室 
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職務のため出席した者の職氏名 

主 任 書 記 町 田 めぐみ 

書 記 髙 丸 哲 史 

 

───────────────────────────── 

総務民生常任委員会次第 

 

１ 開  会 

２ 委員長挨拶 

３ 予算決算委員長挨拶 

４ 審議事項 

 （１）議案第２２号 令和３年度城里町一般会計予算について（所管分） 

 （２）議案第２３号 令和３年度城里町国民健康保険特別会計予算について 

 （３）議案第２４号 令和３年度城里町後期高齢者医療特別会計予算について 

 （４）議案第２５号 令和３年度城里町介護保険特別会計予算について 

 （５）その他 

５ 閉  会 
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─────────────────────────────── 

午前 ９時５５分開会 

開  会 

 

○議会事務局長（阿久津雅志君） それでは、定刻前ではございますが、おそろいのよう

ですので、ただいまから総務民生常任委員会を始めます。 

─────────────────────────────── 

委員長挨拶 

 

○議会事務局長（阿久津雅志君） 最初に、薗部委員長よりご挨拶をいただきたいと思い

ます。 

○委員長（薗部 一君） おはようございます。着座で失礼をいたします。 

 委員各位には、何かとご多用中のところでございますが、ご出席をいただきまして大変

ご苦労さまです。 

 本日の会議は、令和３年度城里町一般会計予算の所管分、国保、後期高齢者医療及び介

護保険特別会計の４会計の予算について審議をするものであります。 

 慎重なる審議と委員会運営には、特段のご協力をお願いいたし、ご挨拶といたします。 

 また、説明に当たりましては、今回、別冊、令和３年度予算事業所掌事務の中で、備考

欄で詳しく記載されている分があるものですから、説明の課長補佐皆さんには、その点ご

配慮いただきまして、工夫していただければありがたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） ありがとうございました。 

─────────────────────────────── 

予算特別委員長挨拶 

 

○議会事務局長（阿久津雅志君） 続きまして、河原井予算特別委員長よりご挨拶をお願

いしたいと思います。 

○予算特別委員長（河原井大介君） 皆さん、おはようございます。 

 来年度予算の審議ということになります。コロナ禍の中で厳しい時代背景、そしてさら

には予算の財政となりますので、皆さん集中して審議をし、これまでの城里町の来年の未

来を占っていこうというふうに思っております。 

 いずれにしましても、議論を深めていく中において、各委員さんから資料の請求がある

かと思います。その際には、速やかに資料の請求を特別委員会に対し提出していただいて、

その際、簡潔なる答弁をいただければというふうに思います。 
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 今日は、一日どうぞよろしくお願いいたします。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） ありがとうございました。 

─────────────────────────────── 

審議事項 

 

○議会事務局長（阿久津雅志君） それでは、ここからは薗部委員長の進行で会議を進め

ていただければと思います。委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（薗部 一君） それでは、会議に入ります。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしました次第書に沿って進めたいと思います。 

 傍聴人３名を許可いたします。 

〔「すみません、１人追加で」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ４名となりました。 

 それでは、（１）議案第22号 令和３年度城里町一般会計予算の歳入所管分についてを

議題といたします。 

 説明は、令和３年度予算書の歳入歳出予算事項別明細書の歳入の目に沿い、ページごと

にお願いをいたします。 

 それでは、よろしくお願いします。 

○税務課長（鈴木貴司君） それでは、令和３年度城里町予算書の12ページをお開き願い

ます。 

 一応、本年度と前年度の予算の比較増減につきましては、各委員にお読み取りいただく

ということで、朗読は省略させていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（薗部 一君） はい。 

○税務課長（鈴木貴司君） ありがとうございます。 

 まず、歳入になります。 

 １款町税、１項町民税、１目個人住民税でございます。本年度予算額７億1,048万2,000

円でございます。１節現年課税分ですが、予算額７億425万円の内訳は、個人住民税現年

課税分の均等割、所得割の６億9,954万8,000円と退職所得分470万2,000円となっておりま

す。２節滞納繰越分は、個人住民税滞納繰越分623万2,000円でございます。 

 次に、２目法人税でございます。本年度予算額5,874万1,000円でございます。１節現年

課税分ですが、予算額5,846万円の内訳は、法人町民税現年課税分の均等割3,161万円と法

人割の2,685万円となっております。続いて、２節滞納繰越分は、法人住民税滞納繰越分

28万1,000円でございます。 

 続いて、２項１目固定資産税になります。本年度予算額９億6,591万1,000円でございま

す。１節現年課税分ですが、予算額９億4,652万1,000円の内訳は、固定資産税現年課税分

の土地２億7,018万2,000円、家屋４億3,485万3,000円、償却資産２億4,148万6,000円とな
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っております。２節滞納繰越分は、固定資産税滞納繰越分1,939万円でございます。 

 次の２目国有資産等所在市町村交付金でございますが、本年度予算額1,053万9,000円で、

１節現年課税分と同額となっております。 

 続いて、２項１目軽自動車税でございますが、本年度予算額8,123万1,000円でございま

す。１節現年課税分が7,984万2,000円、２節滞納繰越分が138万9,000円となっております。 

 次の２目環境性能割でございますが、本年度予算額208万6,000円を環境性能割現年課税

分として計上しております。 

 続きまして、４項１目たばこ税になります。本年度予算額１億1,885万3,000円でござい

ます。１節現年課税分は予算額と同額でございます。町たばこ税の減免分につきましては、

昨年10月から旧３級品以外の税額が5,692円から6,122円に引上げられ、さらに今年10月に

は6,552円に税額が大幅に引上げられたことで予算額を増額させていただいておりますが、

値上げによるたばこ消費量が減るようなことも考慮しなければならないというふうに考え

ております。 

 続きまして、13ページになります。 

 ５項１目入湯税でございますが、本年度予算額2,205万1,000円でございます。１節現年

課税分ですが、予算額同額となっております。この入湯税につきましては、新型コロナウ

イルスにおける利用者の減、ホロルの湯が17万1,380人の80％ということで2,056万5,600

円を見込んでおり、水戸温泉開発につきましては１万5,244人の65％ということで148万

6,290円を見込んでおります。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 同じく13ページになります。 

 ２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税3,530万円でありますが、ガソリンに係る

国税の一部で、市町村に譲与されるものを見込んでおります。 

 ２項１目自動車重量譲与税１億210万円でありますが、自動車重量税に係る国税の一部

で、市町村に譲与されるものを見込んでおります。 

 ３項１目森林環境譲与税736万9,000円でありますが、森林整備等に必要な地方財源を定

期的に確保する観点から森林環境税が創設され、市町村に譲与されるものを見込んでおり

ます。 

 ３款１項１目利子割交付金135万4,000円でありますが、預金などの利子所得の課税に対

する交付金で、県から市町村に交付されるものを見込んでおります。 

 ４款１項１目配当割交付金718万1,000円でありますが、個人に係る株式等の配当に対す

る課税で、県が徴収し市町村に交付されるものを見込んでおります。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金753万6,000円ですが、株式等の譲渡益に対する課

税で、県が徴収し市町村に交付されるものを見込んでおります。 
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 ６款１項１目法人事業税交付金951万8,000円でありますが、法人事業税の一部を県が徴

収し、市町村に交付されるものを見込んでおります。 

 14ページをお開き願います。 

 ７款１項１目地方消費税交付金３億6,445万円でありますが、地方消費譲与税として国

から県に譲与され、県が消費に関連した基準に基づき市町村に交付されるものを見込んで

おります。 

 ８款１項１目ゴルフ場利用税交付金5,920万1,000円でありますが、町内に所在する７つ

のゴルフ場におきまして、利用税を県が徴収し所在市町村に交付されるものを見込んでお

ります。 

 ９款１項１目環境性能割交付金1,119万9,000円でありますが、消費税引上げに伴う需要

平準化のため、自動車税及び軽自動車税の環境性能割分の臨時的軽減による減収分を見込

んでおります。 

 10款１項１目国有提供施設等所在市町村助成交付金77万円でありますが、七会地区にあ

ります自衛隊施設爆破訓練場の固定資産税に相当する額を見込んでおります。 

 11款１項１目地方特例交付金860万円でありますが、国の減税措置に対し、地方負担額

の一部を補塡するための措置として国から各自治体に交付されるものを見込んでおります。 

 12款１項１目地方交付税34億3,052万1,000円でありますが、各自治体が標準的な行政を

行うために、一定の基準により交付分を見込んでおります。普通交付税で32億8,052万

1,000円を見込み、特別交付税で１億5,000万円を見込んでおります。 

 15ページにまたがりますが、13款１項１目交通安全対策特別交付金222万7,000円であり

ますが、道路交通法に定める反則金を原資に道路交通安全施設整備に要する経費に充てる

財源として、県から市町村に交付されるものを見込んでおります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 15ページをお願いします。 

 14款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金537万3,000円のうち、長寿応援

課分といたしまして、１節高齢者福祉費負担金245万3,000円を計上しております。主なも

のは、老人ホーム入所者負担金で、５か所11名で計上しております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課長、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） 同じく２節と３節になります。 

 ２節の保育料負担金ですが、284万3,000円を見込んでおります。私立保育園、保育所等、

公立のななかいこども園に係る負担金を計上しております。 

 ３節の保育料過年度負担金でございます。７万7,000円を見込んでおります。過年度負

担金の納入分になります。 
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 以上です。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく15ページであります。 

 15款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料でありますが、本年度予算額

1,610万9,000円であります。まちづくり戦略課所管分といたしましては、光ファイバー芯

線使用料1,109万1,000円、町民センター使用料で28万8,000円及びお試し住宅の使用料９

万5,000円を見込んでおります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮忠芳君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 15ページ下段になります。 

 ２項手数料、１目総務手数料、本年度予算額951万1,000円でありますが、町民課所管分

としては、１節の戸籍手数料440万8,000円、ページ返していただいて、16ページの２節住

民票手数料312万円、４節自動車臨時運行許可申請手数料26万2,000円を見込んでおります。 

 続きまして、２目衛生手数料、本年度予算額3,717万9,000円でありますが、１節衛生手

数料3,670万4,000円、し尿手数料、ごみ処理及び指定袋手数料であります。２節狂犬病予

防注射済票交付手数料47万5,000円を見込んでおります。 

○財務課長（舩橋行子君） 委員長、すみません、財務課長、申し訳ありません。15ペー

ジのほうに戻っていただきまして、15款１項使用料、それから２節の行政財産使用料にな

ります。462万9,000円でございます。各指定管理事業所等の厨房や自動販売機設置及び東

電ＮＴＴの敷地使用料の収入を見込んでおります。すみません。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 16ページになります。 

        総務手数料になりますが、ここに税務課分として、３節事務手数料と５

節の督促手数料がございます。 

 まず、３節の事務手数料でございますが、予算額112万3,000円のうち税務課分として証

明手数料111万3,800円を見込んでおります。 

 次に、５節の督促手数料でございますが、予算額59万8,000円を税務課所管分として計

上してございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 16款になります。国庫支出金、１項国庫負担金、１目民

生費国庫負担金５億6,232万6,000円のうち健康保険課所管分として、１節国民健康保険事

業負担金2,133万円であります。保険者支援分として保険基盤を安定するための負担金収

入であります。 

 以上です。 
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○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 同じく２節介護保険事業負担金、現年過年度分で1,304

万2,000円を計上しております。低所得者保険料軽減負担金で、対象者は2,339名を予定し

ております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井栄一さん。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ３節障害者福祉費負担金でございます。２億1,046万

7,000円を見込んでおります。内容につきましては、自立支援給付に係る国の負担金でご

ざいます。 

 続きまして、４節の児童福祉費負担金でございます。３億1,748万8,000円を見込んでお

ります。施設型給付費、保育所、保育園、認定こども園等の負担金分と児童手当の負担金

を計上しております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） ２目衛生費国庫負担金です。6,302万8,000円になります。

内訳として、38万2,000円は未熟児養育医療に係る負担金であります。6,264万6,000円で

ございますが、新型コロナウイルスワクチン接種に係る負担金になります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく17ページでありますけれども、16款国庫支

出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金であります。１億7,176万5,000円でありま

す。主な歳入につきましては、個人番号カード交付金事業補助金477万4,000円、中間サー

バープラットフォーム利用補助金106万4,000円のほか、増額分を占めます新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金１億6,533万3,000円を見込んでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課長、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ２目の民生費国庫補助金です。本年度予算額3,494万

8,000円を見込んでおりまして、１節障害者福祉費補助金に421万7,000円を見込んでおり

ます。地域生活支援の事業の補助になります。 

 同じく２節児童福祉費補助金でございます。2,573万1,000円を見込んでおりまして、子

ども・子育て支援交付金等の補助金等を計上しております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） ３目衛生費国庫補助金１億7,127万6,000円のうち、健康

保険課所管分が１節保健衛生費補助金4,761万4,000円であります。今年度は新型コロナウ
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イルスワクチン接種体制確保事業費4,583万9,000円が新事業として入っております。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 同じく２節循環型社会形成推進交付金１億2,366万2,000円で

ございますが、町民課所管分として、一般廃棄物処理施設整備事業費補助金として１億

2,285万8,000円を見込んでおります。 

 続きまして、18ページお開き願います。 

 同じく３項委託金、１目総務委託金、本年度予算額20万2,000円でありますが、自衛官

募集委託金、中長期在留者住居地届出等事務委託金を見込んでおります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 同じく２目民生費委託金です。417万5,000円のうち、健

康保険課所管分としましては、１節国民年金事務費委託金413万6,000円です。年金事務に

係る委託金であります。 

 17款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金３億4,125万1,000円のうち、健康保

険課所管分は１節国民健康保険事業負担金6,758万4,000円であります。 

 ４節後期高齢者医療保険基盤安定負担金5,211万円であります。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） １つ戻ります。同じく２節介護保険事業負担金、現年度、

過年度分で652万1,000円を計上しております。低所得者保険料軽減負担金で、対象者は国

庫支出金と同様であります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課長、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ３節と５節になります。 

 ３節の障害者福祉費負担金でございますが、１億523万3,000円を見込んでおります。自

立支援に関する県の負担金分でございます。 

 ５節の児童福祉費負担金でございますが、１億980万3,000円を見込んでおります。施設

型給付費児童手当の負担金でございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） ２目衛生費県負担金、１節保健衛生費負担金19万1,000

円は、未熟児療育医療費に係る負担金であります。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 
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○財務課長（舩橋行子君） ２項県補助金、１目総務費県補助金1,973万4,000円、１節総

務費補助金1,328万4,000円でありますが、財務課所管分といたしまして新市町村づくり支

援事業補助金952万7,000円を見込んでおります。合併時の主要３路線の合併特例債償還利

息分の補助であります。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく１節総務費補助金、まちづくり戦略課所管

分といたしまして、過疎地域自立促進交付金300万円、それとわくわく茨城生活実現事業

費補助金75万7,000円を見込んでございます。 

 また、19ページ上段になりますが、２節の原子力地域振興事業費補助金630万円であり

ます。原子力発電所周辺市町村への地域振興策や原子力防災関係に対する補助金を見込ん

でございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） 同じく３節消防費補助金です。予算額15万円を見込んでおり

ます。内容につきましては、原子力防災活動資機材維持管理等補助金であります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課長、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ２目民生費県補助金でございます。8,585万6,000円を

見込んでおります。福祉こども課所管分としまして、１節と４節、５節を先に説明いたし

ます。 

 １節の社会福祉費補助金ですが２万5,000円、こちらについては、民生委員の推薦した

場合の事務的な補助としての予算の計上でございます。 

 ４節保護者福祉費補助金でございます。466万6,000円を見込んでおりまして、地域生活

に関する補助金でございます。 

 ５節児童福祉費補助金ですが、4,023万3,000円を見込んでおります。主なものとしまし

ては、子ども・子育て支援交付金の補助になります。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 戻っていただきまして、２節高齢者福祉費補助金です。

32万5,000円を計上しております。高齢者クラブ等の県補助金になります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） ３節医療福祉費補助金であります。健康保険課所管分は

３節分で4,060万7,000円であります。医療福祉制度における県補助金であります。 

 続きまして、３目衛生費県補助金です。236万2,000円のうち、健康保険課所管分は１節
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保健衛生費補助金97万8,000円であります。健康増進事業に係る補助金であります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 大変失礼しました。20ページをご覧いただきます。 

 ５目商工費県補助金41万5,000円であります。１節の消費者行政費補助金26万5,000円は、

消費者生活センター運営費用を見込んでございます。２節の商工業振興費補助金15万円で

ありますが、令和元年東日本台風で被害を受けた中小企業の再建に必要な資金の融資に係

る災害対策融資利子補給分を見込んでございます。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ３項委託金、１目総務費委託金5,595万1,000円、１節総務管

理委託金192万9,000円でありますが、市町村事務処理特例交付金といたしまして、県から

の事務処理委任費用を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 16款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金、１節総務管

理費委託金の２節徴税費委託金でございますが、これにつきましては、個人県民税の徴収

費取扱費でありまして、茨城県からの徴収費委託金として、本年度予算額2,990万8,000円

を見込んでおります。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） 同じく４節の選挙費委託金であります。2,298万4,000円です。

内訳としましては、令和３年度に予定されています県知事選挙の委託金1,166万8,000円、

衆議院議員の選挙1,131万5,000円を見込んでいます。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく５節統計調査費委託金であります。110万

4,000円であります。主なものとしましては、経済センサス委託金ということで106万

7,000円でございますが、５年に一度の統計調査ということで、今年６月１日に実施する

ものでございます。統計調査対策事業交付金等の収入を見込んでございます。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 21ページをご覧願います。 

 18款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入483万6,000円でありますが、町の

土地及び建物の不動産貸付収入を見込んでおります。２目利子及び配当金47万円でありま

すが、財政調整基金をはじめ、各種基金の利子収入を見込んでおります。 

 ２項財産売払収入、１目不動産売払収入2,000円でありますが、科目設定のみでありま

す。 

 ページを返していただきまして、22ページをお開き願います。 
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 ２目物品売払収入20万円でありますが、公有財産物品等の売払収入を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく22ページであります。 

 19款１項寄附金、１目一般寄附金は科目設定のみでございます。２目のふるさと応援寄

附金でありますけれども、本年度予算額、前年同額の750万円を見込んでございます。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 20款繰入金、１項特別会計繰入金、１目後期高齢者医療

特別会計繰入金、科目設定のみ1,000円を行っております。後期高齢者医療特別会計の前

年度精算に伴う繰入金でございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金７億200万円、２

目減債基金繰入金109万5,000円、３目ふるさと創生基金繰入金885万円、４目地域振興基

金繰入金165万5,000円、５目公共施設整備基金繰入金１億円、６目ふるさと応援基金繰入

金800万円、７目番場まつの福祉基金繰入金1,000円。 

 23ページをお開き願います。 

 ８目公共施設等総合管理基金繰入金8,000万円、９目森林環境譲与税基金繰入金250万円、

10目アイジー基金繰入金40万円を繰入れまして、合計で９億450万1,000円を見込んでおり

ます。各種事業推進の財源確保のため基金繰入金を見込んでおります。 

 21款１項１目繰越金１億円を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 22款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金でご

ざいます。予算額450万を町税延滞金として見込んでございます。２目加算金及び３目過

料でございますが、過少申告及び不申告加算金に係る科目設定のための予算の計上となっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ２項１目預金利子２万円でありますが、預金、普通預金利子

収入を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく３項１目寄附金元利収入でありますが、本

年度予算額453万9,000円であります。自治金融融資預託金回収金として前年同額の300万

円を見込んでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 
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○健康保険課長（飯村正則君） 健康保険課所管分は、高額療養費貸付金返還金100万円

を見込んでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 24ページになります。 

 22款諸収入、５項雑入、１目滞納処分費であります。予算額39万6,000円を計上してお

りますが、これにつきましては、公売資産評価に係る不動産鑑定委託料を計上してござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ２目違約金及び延滞利息につきましては、科目設定のみであ

ります。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 同じく３目の場外車券場交付金でありますが、本

年度予算額は前年同額の8,244万円を見込んでございます。場外車券場の地元対策として

販売額の１％が町に交付されるものでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ６目市町村交付金750万円でありますが、公益財団法人茨城

県市町村振興協会から自治宝くじ収益金等の交付金を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） 同じく、７目１節の収入印紙売捌手数料でありますが、本年

度予算額手数料として36万円を見込んでおります。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ８目雑入6,232万8,000円、24ページから26ページにまたがり

ますが、別紙、令和３年度予算（一般会計）、諸収入、雑入、各課局内訳資料によりまし

て、各課の計上額をご覧いただきたいと存じます。 

 続きまして、26ページ下段になります。 

 23款１項町債、１目総務債７億9,490万円でありますが、合併特例事業債７億1,030万円、

過疎対策事業債7,040万円及び地域活性化事業債1,420万円を見込んでおります。２目土木

債4,380万円でありますが、公営住宅建設事業債3,380万円及び緊急しゅんせつ推進事業債

1,000万円を見込んでおります。３目臨時財政対策債３億6,030万円でありますが、本来で

あればこの額が地方交付税額に上乗せして交付される金額ですが、国の財源不足のために

市町村にその分を借金させ、返済に係る元利償還分の100％が交付税に算入されるものを

見込んでおります。 
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 歳入につきましては以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（薗部 一君） それでは、歳入に関する説明が終了いたしましたので、ここで

質疑、ご意見等をお受けいたします。 

 質疑、ご意見等は、ページを述べてからお願いをいたします。 

 それでは、質疑、ご意見等をお受けいたします。 

 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） 23ページなんですけれども、アイジー基金繰入金が40万入って

いますけれども、これアイジー基金になぜ一般会計から入れるのでしょうか、お聞きいた

します。 

 以上。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） この基金につきましては、教育委員会のほうで基金条例を制

定いたしまして、基金条例の中でうたっているもので、適応指導事業のほうにその備品購

入として充てるというようなことでなってございます。基金条例には、児童・生徒の教育

振興に資する目的を達成する場合に限り、その基金を取り崩して処分することができると

いうことで一般会計のほうのそちらの中のほうに基金を充ててございます。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） それは分かるんですけれども、アイジー基金というのは、アイ

ジー工業から町に１億円入ったわけですよね、１億円基金頂いたわけです。それなのに、

なぜその40万、一般会計に入る、これ新しい基金なんですか、じゃ。アイジー基金から40

万入ったということですね。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 基金につきましては、教育委員会のほうで受け入れてござい

まして、それで今回の議会のほうにその基金条例を設定させていただいた次第でございま

す。 

○委員（藤咲芙美子君） よく分かりません、教えてください、もう少し詳しく、分かる

ように。 

○財務課長（舩橋行子君） 恐れ入ります。 

 基金のほうは、教育委員会のほうで扱っておりまして、こちらのほうは、基金のほうの

繰入れのことで、今回、財務課のほうで説明はさせていただいておりますけれども、アイ

ジー基金のことに関しましては、教育委員会の所管ということになってございます。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） ちょっと差し出がましいようなんですけれども、今、藤咲さ

んのご質問だと、アイジー工業の基金に積み入れるということですけれども、これ歳入で

すので、アイジー工業の基金から一般会計のほうに入れるということですよね。教育委員
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会のほうで教育に関することに使うので、財源として基金、アイジー工業から40万円を一

般会計に入れて、教育委員会で教育に関するものに使いたいということですよね。 

○委員（藤咲芙美子君） そういうことですか、分かりました、納得しました。大丈夫で

す、ありがとうございます。すみません。 

○委員長（薗部 一君） 一応、運用的に財務がすることだと思うんですけれども、問題

はないの。 

○財務課長（舩橋行子君） 条例で制定されているので。 

○委員長（薗部 一君） 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） それ教育委員会の予算に入れるなんて、これアイジー基金は何か

目的があってやっぱり教育に使うということだから、こういうことで使いますのでこの金

を入れますと、一般財源に入れていたんでは目に見えないと思うんですよ。だから、やっ

ぱり何かをやるというときに引き出して使うのがベターだと思うんだけれども、一般歳入

の中に教育委員会の予算の中に入れて使うとすることはおかしいと思うんだけれども、基

金条例で一般財源へ入れられるということになっていますか、アイジー基金の中に。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 基金条例、今回上程されているものをご覧いただきますと、

その条例の中に、児童・生徒の教育振興に資する目的を達成するものについて処分をする

ことができるというふうになってございます。 

○委員長（薗部 一君） 小圷委員。 

○委員（小圷 孝君） 教育に使うというのは分かるんだけれども、何に使うという、一

般予算の中に入れて使っているんでは、何に使いましたという基金の目的がないと思うん

だよね。教育の予算で要するにエアコンを入れるとか、タブレットを買うときのそれの予

算に入れるというなら話は分かるんだけれども、教育委員会の予算の中に、一般の予算の

中に入れて使うということはベターじゃないと思うんだけれども。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 今回の40万円につきましては、適応指導事業の48万5,000円

のうちの備品購入費として40万円を充ててございます。 

○委員（小圷 孝君） 何て。 

○財務課長（舩橋行子君） 適応指導事業48万5,000円のうち、備品購入費として40万円

に充ててございます。 

○委員（小圷 孝君） そういう予算の組み方、予算が組めないから、そういう指導員の

あれに入れるなんていうのは、そういうのは最初から教育予算の中にあって予算を組んで

いるんだと思うんだよ。そういう指導の中に入れていたんでは、目に見えないでしょうと。

そういうのは、町の一般財源から教育委員会に行った中から研究費として何か買うという

ときに基金を崩して買うというんだったら、目的があって買うんならいいけれども、そう
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いう予算が組めないから40万使うなんていうのは、ちょっといかがなもんかなと思うんだ

けれども。そしたら、１億円そっくり使っちゃったら、１億円もらっているんだから、１

億円教育の予算に入れちゃったらいいんじゃないの。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 今後検討させていただきたいと存じます。 

○委員長（薗部 一君） いいですか、小圷委員。 

○委員（小圷 孝君） 了解しました。 

○委員長（薗部 一君） じゃ、そのほかに。 

 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） まず、12ページの歳入の個人税についてです。 

 この個人税の税収が6,400万減額になっているその理由をちょっとお願いしたいと思い

ます。 

 続いて、町税の軽自動車税滞納繰越分、この軽自動車税の滞納をされている部分で、今

現在使用されている車が何台あって、廃車になって分からなくなっているというのは何台

あるのか。把握しているのかを、その分を答えていただきたいと思います。 

 それと、15ページ、15款使用料及び手数料で、お試し住宅で９万5,000円の増額を見込

んでおりますが、どんな利用状況になっているのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

 それと、17ページ、国庫支出金で、３款２節保健衛生費で、コロナ対策ワクチン接種体

制確保ということで4,500万計上されていますが、今現在のこれからワクチンを接種して

いく状況等、計画等を分かる範囲で結構ですので、お示ししていただければと思います。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 委員さんの最初のご質問にお答えしたいと思います。 

 まだ町民税個人分でございますが、皆様ご承知のとおり、今般コロナウイルスの影響で

各税収のほう落ち込むというような予想がされてございます。そういった中で、今年度の

予算につきましては、2008年に起きましたリーマンショック、あのときの影響とほぼ同じ

ような影響があるというような見込みで、今回、実際例年ですと前年度に倣った税額、そ

れを予算に計上していたんですけれども、今回はこのリーマンショックと同じぐらいの影

響があるだろうということで、93.8％の見込みを立ててございます。そういったことから、

6,400万程度減額になるというような予算を立てさせていただきました。ただ、これはあ

くまでも予算でありまして、これからどのような影響が出るかということで、額のほうも

増えたり減ったりと不透明なところがございます。 

 続いて、あと軽自動車の使用しているものということ、使っていないものということな

んですけれども、滞納繰越分につきましては、実際に課税している車の車種によって税額

が決まるので、それを使用しているかしていないかというのは、ちょっとつかめない状況
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にございます。ただ、台数につきましては、今手持ち資料はないんですけれども、後刻お

渡しすることはできます。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） すみません、手元に細かい資料がなくて、大変申

し訳ないんですが、昨年度の実績ですと、延べにしまして222日の予定がございましたが、

コロナ関係の影響で、東京から来ないでくださいというような事態もございまして、その

辺の予約状況については、そのような予約は入ってございました。延べ６名の方が昨年度

は利用してございます。 

 詳細については、すみません、手元に資料がなくて大変申し訳ないんですが、そのよう

な状況でございます。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 新型コロナウイルスワクチン接種事業補助の今ご質問を

いただいたんですけれども、実は歳出のほうで主要事務事業の中に入ってございますので、

歳出のほうで詳しく述べたいと思いますので、それでよろしいでしょうか。 

○議長（関 誠一郎君） はい、結構です。 

○健康保険課長（飯村正則君） すみません。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） 結局、町民税、町税に関してなんです。個人に対して6,400万

という納付金額が減額、これは多分大体そのような形になるだろうなと想定はしますけれ

ども、ただ、実際に町民がそれなりに苦しんでいる状況ですので、執行部全体まとめて、

結局慎重なる税金の使い方、これを私は述べたかったということであります。 

 また、あと使用状況、お試し住宅について、昨年は６人でしたと。結局、今までお試し

住宅やった中で、この城里町に住みたいというような効果あったのかどうか。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） その件でありますけれども、お試し住宅造って、

利用者が少ないというような中で、長期滞在を目的としてそれも認めている、認めるとい

う要綱を改正しまして、１か月単位で泊まれるというような中で、ちょっと利用は偏って

いる部分もございます。実際には東京からレクリエーション、ゴルフ等に来て長く泊まっ

ているというような、ちょっと意に反した利用方法もございますけれども、やはりこれに

つきましては、うちのほうで空き家とほかの一般住宅の空き家等もたくさん用意してあれ

ば、そこに泊まって点在して見ていただけるというようなことも考えられますが、今のと

ころはお試し住宅の利用ということで、長期滞在を認めている中では、その町内のレクリ

エーション等に利用させているのが主な状況となってございます。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 
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○議長（関 誠一郎君） そのお試し住宅の改修工事1,000万円以上かけているんですよ

ね。やはりただの通りすがりの宿泊では、結局この城里町に住みたいという意識がほとん

どない状況ですので、もう少し肝に銘じてこの城里町に住みたいんだという意識の高くあ

る方を募集するような要綱をやはり考えていかないと、1,000万以上お金投入してこれだ

けではちょっと残念だなと思いますので、もう少し再度考えて、今年度スタートしてくだ

さい。よろしくお願いします。 

 以上でいいです。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、私も関連なんですが、近くなもんですか

ら、今日も今朝ここに登庁するというか来るときも見たんですが、車確かに止まっている

んですよ。使っていただけるのかなと思うんですが、あそこの雨戸とかそういうのはあま

り開いていないんですよ。変なふうな一時うちのほうの七会地区の奥で大麻栽培がどうの

こうのとありましたよね。やっぱり今はいろんなことを考えるし、なんないもんで、貸し

た後の状況とかというのは安心できるように、今、関議長さんから言われたときにちゃん

と答えられるように、そういう変な犯罪とかに巻き込まれないように、やはり今の時代な

もんで、それは考えていただきたいと思うんですよ。よろしくお願いします。 

 以上です。 

 小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 大変ありがとうございます。 

 確かに車は止まっているんだが、雨戸が閉まっているというようなお話も結構お伺いす

るところもございますので、その辺のところは利用者のほうにも、使っている期間中は、

日中は雨戸等は開けて使っていただくように、その辺のところも注意していきたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） よろしくお願いします。 

 そのほか、委員さん。 

 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） これ長寿応援課、保険課、こども福祉課とかいろいろ県の補助金、

国の補助金がかなり減らされていると思うんですよ。あと町民課にしても幾らか減らされ

ているのかなという感じがするけれども、各課で幾らぐらいずつ減らされているかちょっ

と把握していますか、それ分かれば。それで、今年の予算でこういうのができなくなった

んだと、減らされたためにできないんだと、もしあったら報告お願いします。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ご説明いたしました国や県の補助金につきましては、

福祉こども課所管の分につきましては、障害者等の利用のサービスに伴うものでございま

す。利用のサービスの頻度が上がっているものですから、結果的に補助金も上がっている

というようなことになっておりまして、この制度については、国が２分の１を負担しまし
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て、県が残りの半分のそのまた半分ですから４分の１で、町が４分の１というような負担

の割合になっております。詳しい額の増減分については即答はできないんですが、利用者

サービスが増えているということで、国・県等の補助は減っているものでございます。 

 児童手当については、対象者数が130人弱ほど減っているものですから、その分の資金

については減額になっております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮忠芳君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 町民課所管分ですが、一応一番大きい一般廃棄物整備事業補

助金ということで入っていますが、これは事業に対しての３分の１補助ということですの

で、やった分に対しての補助額なので、これ減っているということはございません。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 介護保険事業関係の補助金につきましても、事業量に応

じてのものですので、昨年に比べてその補助率が下がったとかいうことはございません。

あと、高齢者福祉費補助金につきましても、対象団体が減ったために少なくなったという

ことで、  あたりの補助金とか補助率が下がったということはございません。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 健康保険課所管分なんですけれども、まず18ページ、19

ページとも基本的には保険基盤安定分とかいうもの全てルールに則りまして、国が２分の

１、県４分の１、町が４分の１ということで、基本的に内容的には変わってございません。 

 補助金の部分なんですけれども、健康増進事業に係る補助金につきましても、県３分の

２、町３分の１ということで、昨年と変わっておりませんので、特に大きな変動等はない

ものです。 

 以上です。 

○委員（小圷 孝君） 18ページ、県の補助金で言うと、新市町村別に支援金、さっきの

説明でいくと、合併特例債に対する補助金だという話なんだけれども、合併特例債も３分

の１、３分の１で国と県から来ていると思うんだけれども、使っている割に補助金が

1,300万、県のほうから町で使っている合併特例債が58億、60億超えているような勢いな

んだけれども、その金はちゃんと合併特例債が戻ってきているのか。要するに、これ県は

18ページだけれども、国は何ページですか。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） ただいまの市町村づくり支援事業補助金の点に関しましては、

こちらは合併時の重要３路線に対しまして、茨城県が施行することになっておりましたけ

れども、町が合併特例債で整備したものでございまして、交付税の70％の歳入がされてお
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ります。それは70％交付税算入されておりますけれども、その残りの30％を補助金として

交付されるものでございます。その償還利子分の補助ということになっております。 

 以上でございます。 

○委員（小圷 孝君） だから、国からいくと、これ何ページに入っているかというのは、

何ページに書いてあるの。 

○財務課長（舩橋行子君） これは合併特例債の事業債でございますので、国の補助では

ございません。 

○委員（小圷 孝君） 国の補助はないの。 

○財務課長（舩橋行子君） はい。 

○委員（小圷 孝君） 五十何億ぐらいすると、1,300万くらいしか入らないのでは、合

併特例債の非常に不利益なのかなという感じがするけれども、まあ、いいです。 

○委員長（薗部 一君） はい。 

○委員（加藤木 直君） 15ページです。 

 15番、橋梁及び手数料、その１目の総務使用料で、先ほどお試し住宅についてはお伺い

しましたけれども、そのほかの光ファイバーの芯線の使用料、それから電気自動車の充電

器の使用料、これ前年度の実績はどのぐらいあるのか、ちょっとお伺いします。 

 それと、町民センターの使用料28万8,000円になっているんですけれども、これはグラ

ウンドの使用料なのか、ちょっとこれだけ何かありますよね、それなのか、その内訳ちょ

っと教えていただけますか。お願いします。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） まず、光ファイバーの芯線使用料、これについて

ご説明させていただきます。 

 まず、常北地区につきましては、人口が多いということで、ＮＴＴが独自に引いて、独

自採算性の中で行っているということで、これは一切ございません。ただ、桂地区、七会

地区は人口が少ないということで、ＮＴＴの独自算入がなされなかったという状況になっ

てございます。そのために、町で補助金等を活用して光ファイバーの整備をしてございま

す。町で線を引いたというような状況になってございまして、その中でＮＴＴさんに桂地

区をお願いし、七会地区については日立のＪＷＡＹさんにその光ファイバーの線を足して

いくというような状況になってございます。そうした中で、それぞれの事業者からその芯

線の整備に対する使用料というようなことでお金を徴しているというような状況でござい

まして、金額につきましては、昨年度も同額でございます。 

 それと、町民センターの使用料につきましては、指定町町民は無料ということになって

いますけれども、町外の利用者、グラウンドですとか、体育館ですとか、その他の部屋

等々につきましては料金設定されておりますので、その辺の使用した場合の料金を見込ん

でございます。 
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 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） 電気自動車の急速充電器使用料ということなんですけれども、

申し訳ありません、手元にありません。昨年度の実績について、ちょっと時間を置いてお

知らせします。いずれにしても数千円だったと思います。 

○委員（加藤木 直君） そうですよね、予算がこれだから、多分数千円かなとは思うん

ですけれども、分かりました。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 付け加えます。 

 先ほど町民は無料と言いましたけれども、町民は減免対象になっている者については、

減免で処理しているということでございます。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） まず、光ファイバーなんですけれども、これＪＷＡＹという会

社と、あとＮＴＴから前年同様に大体このぐらいの1,200万程度の使用料が入ってくると

いうことなんですけれども、ＮＴＴとＪＷＡＹというのは、同じ金額入っているんですか。

これＮＴＴは桂、ＪＡが七会ということですか。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） はい、そうです。 

○委員（加藤木 直君） ＪＷＡＹのほうからは幾らぐらい入っていますか。 

○委員長（薗部 一君） 小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） すみません、概算でいきますと、桂地区のＮＴＴ

に貸しているところは、約1,000万弱です。それと、七会のほうの光ファイバー系が約110

万ぐらいというような状況になってございます。細かい数字を申し上げますと…… 

○委員（加藤木 直君） 大体でいいよ、大体で。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） いいですか、すみません。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木副委員長。 

○委員（加藤木 直君） 分かりました。 

 桂地区はＮＴＴが参入していて、1,000万程度入ってくると。それと、ＪＷＡＹのほう

は七会地区が借りていて、そこは100万ちょっと入っているということですね、分かりま

した。 

 それと、町民センターの使用料なんですけれども、これ確かに町民に格安で、もしくは

減免するというのもよろしいかと思うんですけれども、ある程度実績がないと、実際に外

からの助成金、昨年頂きましたけれども、実績がないと本当にそれが町民のために使われ

ているのかという部分でちょっとクエスチョンがつくと思うんですよ。ですから、ある程

度はもうこの使用料というのはやっぱり頂かないと、金額にしても正直言って大したこと

ないと思うんです。ですから、減免措置も一つのあれかなとは思うんですけれども、減免

措置ならば措置で、それはちゃんとやっぱり記録的に残しておくというようなことをしな
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いと、後で外からの、もしくは  検査等が入った場合、ちょっと申入れなきゃつかない

というような部分があるので、その辺のところを制限のほうをよくしておいたほうがいい

かなというふうに思います。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） ただいまのご意見なんですが、すみません、手元

に詳細な資料がなくて大変申し訳ないんですが、昨年の実績を申し上げますと、令和２年

４月から令和２年10月までの実績なんですが、約17万円ほどの歳入は、使用料は入ってご

ざいます。すみません、中の詳細がなくて大変申し訳ないんですが、そのような実績はあ

るということでございまして、本年度は２万4,000円掛ける12か月というようなことで使

用料のほうを見込んでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） どうぞ、加藤木副委員長。 

○委員（加藤木 直君） 次に、同じ15ページの同じところです。２節の行政財産使用料

なんですけれども462万9,000円、これ場所は主にどこですか。分かりますか、教えてくだ

さい。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 行政財産使用料につきましては、指定管理者ホロルの湯であ

るとか、それから直売センター「かつら」、七会の山桜、そういったところの厨房、それ

から自動販売機は各施設にございますし、あとは東電、ＮＴＴの敷地の使用料ということ

になってございます。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） 道の駅の厨房ですか。 

○財務課長（舩橋行子君） はい、そちらにも厨房がございます。 

○委員（加藤木 直君） これは貸出ししているんだ。 

○財務課長（舩橋行子君） 一応、行政財産使用料を頂いております、厨房につきまして

は。 

○委員長（薗部 一君） 小林委員さん。 

○委員（小林祥宏君） 17ページの１目総務費国庫補助金で、節の個人番号カード交付事

業補助金、これ昨年度からちょっと300万ぐらい補助金が出ているんだけれども、マイナ

ンバーカードでしょうけれども、この辺をちょっともう少し具体的に説明をいただければ

と思います。よろしくお願いします。477万4,000円、補助金。これ今現在、何％ぐらい 

     していますか。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 実際には20％ぐらいでございます、町内の担当部は。県内で

下から４番目ぐらいでございます。 
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○委員（小林祥宏君） そうすると、昨年から見ると、結構補助金は上げているわけだか

ら、今年はもっと何％か考えていると。いつまでなの、これ。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮忠芳君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） いつまでということはないんですけれども、そのポイントと

かというのは９月までとかというのはありますけれども、マイナンバーカード自体にいつ

までという期限はございません。 

○委員長（薗部 一君） 小林委員さん。 

○委員（小林祥宏君） 昨年度から150万ぐらいなんだよね、計上しているのは、補助で

上がったのが。ポイントカードというのは、どのぐらいつくんでしたか。 

○町民課長（雨宮忠芳君） すみません、どのぐらいと言われるのは、ポイントがですか。 

○委員（小林祥宏君） ポイントというか、それを交付すると。 

○委員長（薗部 一君） 雨宮課長。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 基本的には5,000円分のポイントということなんですが、ほ

かにカードとかいろいろなものによって付加ポイントがまたプラスされるというのがあり

ます。 

○委員（小林祥宏君） そうですか、分かりました。 

○委員長（薗部 一君） 小林克成まちづくり課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） ただいまのご質問、その交付事業の補助金につき

ましては、10分の10、国から来るということで、小林委員さんお話のとおり、昨年度は

150万、今年477万ということで、320万ほどアップをしてございます。これにつきまして

は、やはり昨年のところを見て、今年も作る方が多いというようなことで見越してござい

まして、そのようなことで増額のほうをさせていただいてございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 小林委員さん。 

○委員（小林祥宏君） ちょっと参考のために、24ページなんですが、24ページの３目の

場外車券場交付金8,244万、交付金といわれる数字がこれずっと同じような数字なんだが、

全然変わりはないんですか、これはずっと見込みで。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 直近の交付金の状況でございますけれども、30年

度が8,200万、31年度が7,000万で、今年２月までなんですが、コロナの影響で場外車券場

を休園というような状況の中で、２月末現在で今年は約3,600万ということで、半分ぐら

いに減ってございます。 

 ただ、しかし来年コロナの影響がどう出るのか分かりませんので、昨年同額で8,244万

ということで予算のほうは計上させていただいてございます。 

 以上です。 
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○委員（小林祥宏君） 現在は減額になるというわけだね。了解しました。 

○委員長（薗部 一君） 河原井委員長さん。 

○委員（河原井大介君） 先ほど来、リーマンショック後、７億ぐらい税収の落ち込みが

あるというお話でした。そういった中で、先ほども小林委員のほうからもありました、随

分下がっている、競輪のものもはいっているというか、そういったときに、これからなか

なかお金が税収として上がってこないというときに、22ページには19款の寄附金というの

があるわけですが、全員がお金を頂戴しようという町の思いだと思うんですが、このいわ

ゆるふるさと納税とかそういったものというのは、今現在どういうような状況で、この予

算を編成する際にどのような思い、価値がこういったコロナ禍の中でどういった認識を持

つのか、ちょっと確認させてください。 

 あと、ふるさと納税をどのような感じでやっているのか、今、もしくはやろうとしてい

るのか、具体的にまち戦のほうであればご提示いただければと思います。 

 ちなみに、付け加えると、今会議場でも町の方針としては、農業政策の一環だと。農産

物を売って、それを農業者の所得にも跳ね返ってくるという思いがあるというのも前提に

してご提示いただければと思います。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） ふるさと納税につきましては、今年約400万弱と

いうような状況になってございます。平成30年度の寄附額が660万、169件でありました。

令和元年度が510万円、127件でございました。令和２年度、ただいま現在の数字ですけれ

ども380万というようなところで、85名というような状況になってございます。主にゴル

フ場の利用券の発行というようなことが主でございまして、今、ゴルフ場のほうもコロナ

というようなことで、お客様が多分に減っているというような内容に比例して、ふるさと

納税のほうも減ってございます。本来の目的でありますように、やはり農産物、特産物の

お米ですとか、その他もろもろご注文される方も多いですけれども、今の傾向としては、

やはりゴルフ場の利用券のほうが多く占めているかなというような状況にございます。 

 あと、現在まで寄附された方に町のほうからアプローチといいますか、連絡等も行って

ございませんでしたが、今年はお金をかけなくても何とか寄附者の方に町の声を届けたい

というようなことを考えまして、五、六年、10年ぐらいを遡りますと、約5,000人の方が

寄附していただいております。その方に地味ではありますけれども、暑中お見舞い等を出

して、町の状況等もお伝えしながら寄附を募りたいというふうに考えてございます。 

 やり方いろいろあると思うんですね。ほかの市町村のように大々的にネット等を使いま

して、お金をかけてお金を集めているところもございますが、町のほうでは、今現在は地

道に町のホームページ等で行っているというようなのが現状でございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 河原井委員長さん。 
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○委員（河原井大介君） 今のお話を聞くと、町田、ふるさと納税というのは、農産物を

売って、農家の所得に還元していくという思いが強かったようなんですが、今年度の予算

からといったら、栄でもそうなのかもしれませんが、そういった農業というよりも、ゴル

フ場をメインに売っていこうと。ゴルフ場の利用税をもらえるからということも含めてな

のかもしれませんが、少しシフトチェンジしているんだろうなというふうに思います。 

 つまり、歳入の寄附金をもらう構造そのものが、今の話だとやり方、プロセス、プロセ

スというか中身として変わっているので、そこを明確に、これからどういうふうに寄附金

を集めたというのは、これは財務課も含めてだと思うんですが、最初にお聞きしたように、

税収が減る中において、寄附金は有用、有効な手段だというふうな認識をお持ちだと思い

ますが、当然そういった中に方向転換を今されているようなので、そこら辺が明確さがち

ょっと住民の方にも伝わっていませんし、まだお米が売れるんじゃないか、お野菜が売れ

るんじゃないか、その発想で最初から言っていますから、しかも705万ぐらいで、実際は

500万ついている。今から５年前だと、約１億円ぐらいのイメージでばんばん稼いでやる

という情熱や思いやそういったものがあって、農業政策というものにつなげてきたという

ところがあると思うんですが、これたった１つ取っていますね。大きな変換があったとい

うことなので、他市町村ではばんばん儲けているところもありますし、あまりもうやらな

くなったところもある、いろんな     が変わっているというのもあるんですが、そ

ういったところで、今年は500にいくのかというのは、どういうふうにお考えでこの予算

は寄附を考えたのかというのを、ちょっと再度確認させていただいていいですか。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 今の河原井委員さんほうから、シフトチェンジと

いうお話がございました。 

 私どもの認識の中では、シフトチェンジというのは考えてございませんで、今まであっ

たものに、今その寄附者がある程度見込まれるゴルフ場等を追加したというようなイメー

ジで今のところは動いてございます。それが高評価だったのかどうかは分かりませんけれ

ども、ここ数年はそのゴルフ場の利用者の方が多く寄附を頂いているというような状況に

あります。 

 今後、お金はかかるんですけれども、クレジットですとか、さとふるですとか、その辺

のところも予算のほうに若干計上させていただいてございますので、さとふるといいまし

て、日本最大のふるさと納税のサイト、そこにも入っていって試してみていきたいという

ふうに考えてございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 河原井委員長さん。 

○委員（河原井大介君） シフトチェンジを思っていなくても、自然と変化していく、ニ

ーズによって変わっていくというのが、またふるさと納税のある意味一つの形なんだろう
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と、見方なんだろうと思うんですが、そういったところで、今年は様々検討すると、考え

るということがあったので、いずれにしても、そのプロセスや流れ、いろんなものが変わ

っていくでしょうから、ぜひ議会、もしくは住民の方も含めて様々な情報をご提示いただ

いて、アイデアを持ってみんなで全員野球でこういったことをやっていこうということを

考えていただければと思いますので、そこをご提案させていただきながらご検討いただけ

ればと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長、小林克成君。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 承知しました。 

 若干先ほど申し上げました「さとふる」というのは、日本最大のサイトなんですが、手

数料も高いというのもございまして、今年、予算計上させていただきましたが、状況をち

ょっと二、三年見て、さらに検討させていただきたいというふうに思っております。あり

がとうございます。 

○委員長（薗部 一君） ほかにありませんか。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） それでは、たくさんのご意見ありがとうございました。 

 これで歳入に対する質疑を終了したいと思います。 

 一旦休憩となりまして、午後から。 

〔「まだ早くない」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ごめん、失礼しました、勘違いしました。 

 それでは、続いて、令和３年度、そうか、トイレ休憩にしますね、トイレ休憩にします。 

午前１１時２２分休憩 

────────────────────────── 

午前１１時３０分開議 

○委員長（薗部 一君） 続いて、令和３年度城里町一般会計予算の歳出に移ります。 

 執行部より求めます。 

 その前に、先ほど質問の中で、財務課長より発言を求められていますので、それをお願

いします。 

〔「総務課長です」と呼ぶ者あり〕 

○総務課長（鯉渕和己君） お時間をいただきまして、先ほど加藤木副委員長さんからの

ご質問の中で、電気自動車急速充電器の使用料、実績はどうなっているんだということで、

正確な数字が分かりましたので、お知らせします。 

 令和元年度は5,000円です。ですから、１回500円なので10回です。平成30年度は2,500

円、５回という実績でありました。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 歳出の説明を執行部より求めます。 
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 説明は、別冊、令和３年度主要事業一覧について、各課ごと説明をお願いします。 

 まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） それでは、主要事務事業についてご説明させてい

ただきます。 

 まちづくり戦略課のほう、大変事業のほうは40個近く多いものですから、金額の大きい

もの、または主な内容について私のほうでご説明させていただきますので、あとはご質問

のほうで対応させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 まず、３番の七会地区のほう、光ファイバーの整備更新事業であります。これにつきま

しては、備考欄のほうでも詳しくご説明してございますけれども、2004年構築で17年が経

過しているということで、機械のほうも更新していないという状況がずっと続いてきてご

ざいました。そうした中で、いろいろな方法を考えておったんですけれども、やり方によ

っては数千万円、１億円近くかかってしまう方法もございますが、なるべく安価な方法で

光ファイバーの回線を安定的に供給したいというようなことで、今回、機械等を更新する

ということで予算のほうの計上をさせていただいております。 

 七会地区の不具合ということで、お正月等はかなりネット回線を使うものですから、機

械に不具合が出まして、300回ほど機械が自分で修理に入るというような、自己診断の中

で機械が入っていくという状況もございますので、そうしたことも踏まえまして、各所要

区分にある機械等を更新、または自宅の受け側の光等の更新をしていくというようなこと

で、委託料で181万5,000円、工事費で4,277万6,000円というようなことで予算のほうを計

上させていただきました。 

 それと、５番になります。定住自立圏地域公共交通分野事業というようなことで、水戸

市と連携して石塚から赤塚線赤塚駅間の路線バスを今現在運行してございます。これにつ

きましては、水戸市と折半で経費のほうを出している状況にございまして、昨年度、令和

元年度の利用状況ですが、延べで1,200人、年間のほうが１万2,000人、月1,000人程度の

利用がございました。751万6,000円をお願いしているところでございます。 

 ９番になりますが、デマンド交通、これにつきましては、利用者のアンケート等から、

土日の運行も検討してくださいよというようなことを前言われてございまして、本来です

と、令和２年度に試験運行のほうを試行、土曜、日曜運行のほうを行う予定でございまし

たけれども、コロナの関係で開運はできず、利用者も若干減っているというような状況も

ございまして、今年休日の運行も検討して行っていくというようなことで、予算のほうを

若干増やして計上させていただいております。 

 続きまして、11番の地域おこし協力隊事業でございます。これにつきましては、４名を

見込んでございまして、今年で令和３年度で卒業する者がまちづくり戦略課のほうに２名

ございます。町のＰＲのため、また地域資源の掘り起こし等々で、令和３年度もぜひ続け

ていきたいという考えもございます。令和３年度につきましては、特産品、特に農産物、
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米ですとか、野菜ですとかそういうものを首都圏で販売できるルート等、その辺のところ

も考えていただけるような方を募集できればいいかなというふうにも考えてございます。 

 また、どうしても今もそうなんですけれども、今も地域おこし協議会のほうでホームペ

ージ等、独立して立ち上げまして、町のＰＲ活動を行ってございます。その辺がやはり職

員の手ではＰＲ等もなかなか続けてはできないというような状況にございますので、その

辺のところでうまく活用していければいいかなというふうには考えてございます。 

 次に、15番になります。ページ返していただきまして、２ページです、15番、七会町民

センターのり面修繕及び有害鳥獣対策工事でございます。これにつきましては、校舎から

見てグラウンドの照明を通っていたんですが、のりが３段、４段ぐらい切られている大き

なのりがございます。そこにイノシシが入ってきまして、フェンス等、のり面を掘ったり、

フェンスの周りを掘っているというような状況が続いてございました。イノシシが芝生の

中に入ってきまして、芝グラウンドが駄目になってしまうというようなこともございまし

て、工事の概要としましては、地上１段目ののり面をコンクリートで吹きつける処理をさ

せていただいて、またネットフェンスについては、丈夫なネットフェンスでございますの

で、工事の期間撤去して、終わりましたらまた設置するということで、同じものを利用し

て安価にしていきたいというふうにも考えてございます。また、最終的には、のり面保護

のため、上部に電気柵等を設置していきたいというふうに考えてございます。また、グラ

ウンドのどうしても日が当たらない部分が若干あるものですから、その辺のところはのり

面のほうに町有地の雑木等がございまして、それがどうも日光を取り入れるための支障に

なってございますので、その辺のところも若干伐採をしていきたいというふうに考えてご

ざいます。 

 次に、19番、２ページの一番下段です。商工会の補助事業でございます。これにつきま

しては、例年、経営改善普及事業等ということで600万ほど補助金を流しているところで

ございますが、今年はさらに地域活性化事業ということで、しろさとマルシェ、また今年

暮れに開催しましたクリスマスのイルミネーション等で60万円、それと昨年機械のほうを

更新させていただきました商業振興支援事業ということで、ポイントカードの利用促進と

いうようなことで50万円ほどを考えてございます。 

 次に、３ページのほうにいきまして、24番になります。企業立地奨励交付金ということ

で、町内の企業さんが新たに施設を造る、または増設して経営改善を図っていくというよ

うな中で、町のほうでも奨励金を出しましょうというような制度でございまして、これに

つきましては、固定資産税課税の補助というような内容になってございます。今年アイジ

ー工業さんのほうに1,991万8,000円を予定してございます。これにつきましては、令和元

年度に工場、また機械の装備ということで、工場事務所で約６億円、それと機械の装備で

約９億円の投資がございました。そのほか固定資産の令和３年度のこのような投資の中で、

基準としましては、固定資産税の令和３年度課税標準額の1.34％ということで要綱のほう
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で規定してございますので、このような金額になってございます。今年が３分の３、来年

が３分の２、その次の年が３分の１ということで、この金額の３分の２、３分の１という

ことではございませんので、減価償却等もございますので、金額のほうはかなり減ってき

ますが、３年間で奨励金を出すというような事業となってございます。 

 次に、26番になります。これ新規の区分のほうに丸が入ってございますが、丸のほうは

消していただいて、令和２年度にも同じような事業を行ってまいりましたので、引き続き

の事業ということでご理解をいただきたいと、このように思います。3,623万7,000円でご

ざいますが、これにつきましては令和２年度にも実施してございましたが、令和３年度分

としましては、引き続きの期間ということで、２年10月から３年３月、上半期分について

も、同じように光熱水費等を補助していくというようなことで考えてございます。 

 ちなみに、令和２年度の実績を申し上げますと98件、3,533万7,000円という実績がござ

います。その辺を考慮しまして、今回補助金3,600万円、そのほか事務費ということで23

万7,000円のほうを計上させていただいたところでございます。 

 同じく28番になります。元気アップ振興券ということでございまして、先ほど等も国の

ほうから1,600万円の交付金があるというような中で１億402万1,000円ということで、１

人当たり5,000円を給付するということで考えてございます。 

 31番になりまして、ページ返していただきます。31番になります、４ページです。31番、

町観光協会の事業でございます。本年度はコロナの中で中止、中止ということで、かなり

中止の事業が多くございました。そうした中で、町のほうでも今年度スタンプラリーとい

うようなことで実施をしまして大変好評でございましたので、その辺のところも来年継続

していければなというふうに考えてございます。イベントに対する補助が約950万、その

他スタンプラリー等、新たな事業として加えていって、活性化に向けて進めていきたいと

いうふうに考えてございます。 

 次に、32番、観光施設の管理運営事業ということで、総合野外活動センター、ふれあい

の里、うぐいすの里及び健康増進施設ホロルの湯の管理等に対する指定管理料でございま

す。6,640万というようなことで、健康増進施設5,800万円、総合野外活動センター840万

円、これにつきましては、中のほうの詳細を見ますと、うぐいすの里の管理料というよう

なことでございます。 

 次に、33番のふれあいの里の改修事業でございます。ふれあいの里の経年劣化というよ

うなことで、かなり傷んでございまして、これまでも改修、改修というようなことで行っ

てございました。そうした中で、場内電気が地下を通っているというようなことで、その

辺のところでいろいろと展開の中で指摘もございまして、一番のメインは電気設備の工事

ということで、一番大本の幹線の配線の見直し等々を予定してございます。これは、電気

設備の工事ということで、約1,250万ほど工事費でかかってございます。 

 また、もう一つ、流水園の井戸ポンプというようなことで、今現在、マスを買って大変
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好評をいただいておりますけれども、その辺の水力確保等々を行っていきたいということ

で、これが約700万円というようなことで、工事のほう予定してございます。委託料約445

万5,000円に対しまして、工事費が2,014万1,000円というようなことで考えてございます。 

 35番につきましては、例年の事業でございまして、健康増進施設の利用客の補助と利用

客の差額分の負担というようなことで、令和２年度はコロナの影響もございましたので、

平成30年、令和元年度の２年間の平均を見越しての使用料を計上させていただいてござい

ます。1,670万円でございます。 

 それと、36番の健康増進施設の改修工事というようなことで、この建物につきましても、

開設当時から大きな手を入れていないというようなことで、一番重要だと思いますけれど

も、中央監視設備というものがございまして、館内で何か故障があると事務室のほうでそ

のサインが出るという機械がございます。その機械が今現在、不具合が起きていて使えな

いというような状況でございますので、早急に改修をしなくてはならない状況になってご

ざいまして、約660万円ほどでございます。また、非常用発電機の始動用電池ということ

で、金額は少額でございますが66万円、それと、これにつきましても、消防のほうからの

指摘がございました。また、もう一点、消防の指摘事項ということで、防火シャッターが

青さび等で今下がらないというような状況もございまして、これが143万円です。あとは、

合併浄化槽の漏斗で81万円等々の内容となってございます。959万8,000円ということでご

ざいます。 

 38番のほう、鶏足山の駐車場の整備工事でございます。現在、鶏足山の入り口や県道沿

いに大型１台、それと乗用車20台の駐車を、まだ乗用車20台とありますが、正確には17台

の仕切りの中で20台程度とめられるスペースがあるというようなことでございまして、ハ

イキングブームということで、頂上まで約１時間ほどで登れるというようなことで、大変

今現在人気のスポットとなってございます。平日ですと、何とか今現在の駐車場で収まる

んでございますけれども、連休、または休日等については、県道沿いに違法駐車が多く見

られるということで、苦情の電話等、また住民からの話にとても危なくて駄目だというよ

うなことでお話をいただいているところでございます。 

 また、今の時期ですと、山を下りました坂側にありますミツマタ、坂側の山林にござい

ますミツマタの黄色い花が大変ネットでも有名になっていまして、坂側のほうの入り口の

狭い、また駐車場も少ないというようなことで、こちらから、城里のほうから山を越えて

見に行くというような方もかなり多くいるということでございまして、今の時期、平日も

ほぼいっぱい外にはみ出しているというような状況にございます。そうした中で、今あり

ます駐車場と同程度の台数が確保できればなというふうに考えてございます。 

 次に、最後になりますが、39番の物産センター山桜の駐車場でございます。昨年度、設

計のほうをさせていただきまして、ビーフライン沿いの黄色い風呂敷があるんですけれど

も、その部分を平らにして駐車台数を増やしていくというようなことで考えてございます。
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550万円ほど事業費のほう上げてございます。 

 本当に端折ってのご説明で大変申し訳ありませんでしたが、まちづくり戦略課につきま

しては以上です。 

○委員長（薗部 一君） 総務課長、鯉渕和己君。 

○総務課長（鯉渕和己君） それでは、総務課のほうで説明をさせていただきます。 

 ５ページ続きからです。通し番号で言いますと40番から６ページの一番上、48番までが

総務課所管分であります。 

 まず、40番、定年延長に伴う例規整備支援事業ということで新規事業220万円、こちら

は、令和４年度から定年延長を開始されたことに伴いまして、必要な例規の整備を委託す

るものであります。 

 41番、自治振興交付金交付事業747万5,000円でありますが、区及び自治会の活動を促進

するための交付金を交付し、行政の円滑な運営及び町民の福利増進に努めるということで

ございます。こちら52と423自治会委員に交付をするものです。 

 次に、42番から44番までです。こちらは、選挙執行事業です。ここに書いてありますと

おり、本年度中に任期を迎えるのが３件ほどあります。こちらは全部選挙のほうになりま

すので、その選挙費用として、衆議院議員の総選挙執行事業が1,645万7,000円、茨城県知

事選挙が1,439万6,000円、町議会議員一般選挙が3,196万3,000円であります。 

 続きまして、45番、消防事務負担金です。こちらは水戸市への負担金になります。３億

8,407万5,000円であります。備考欄にも書いてありますけれども、計算方法としては、水

戸市の常備消防費用、前々年度の決算額掛ける城里町の負担割合ということで、均等割

10％、人口割90％であります。ちなみに11.13％ということになっています。 

 続きまして、46番です。ホース乾燥塔設置・火の見やぐら撤去事業、こちらも新規であ

ります。310万2,000円を予定しています。老朽化した火の見やぐらを撤去して、撤去しま

すとホース乾燥塔がなくなるんで、ホース乾燥塔を新設するというものでございます。委

託料が42万9,000円、工事請負費が267万3,000円を見込んでおります。 

 次に、47番です。水戸市消防本部城里出張所のエアコン工事費用であります。こちらも

新規になります。422万4,000円です。        にあります出張所の事務所内のエ

アコンが壊れまして、見ていただくと、老朽化して部品がないということで、そっくり交

換ということで、新年度まで待っていただいて、今年度の予算に乗せたものであります。

ちなみに、前回のエアコンは平成19年に設置したものであります。 

 次に、６ページになります。48番、水難救助用ゴムボート購入事業、こちらも新規にな

ります。120万9,000円です。消防団が使用する那珂川で使用しますボート、ＦＲＰ製のボ

ートがございますけれども、こちらが重いし、流れの悪いところには向かない船であるた

め、ユニック車で移動して、落とす場所も限られるので、ゴムボートを買いたいというも

のであります。 
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 総務課としては以上であります。 

○委員長（薗部 一君） ありがとうございます。 

 ちょっと町民課さん、ちょうどお昼なものですから、ここで１時まで昼食休憩というこ

とで取りますので、午後１時から町民課さんからご説明願います。 

午前１１時５７分休憩 

────────────────────────── 

午後 ０時５８分開議 

○委員長（薗部 一君） それでは、休憩前に引き続きまして、各課から説明をお願いし

たいと思います。 

 町民課さん、お願いします。 

○町民課長（雨宮忠芳君） それでは、６ページ、２段目から町民課所管分ですが、番号

で言いますと６ページ、49番から９ページ、78番までが町民課所管分となります。 

 新規及び主なものをご説明いたします。 

 52番、交通指導車購入、老朽化した交通指導車の更新を行うもので、環境関連部署とし

て、電気自動車424万9,000円を見込んでおります。 

 54番、火葬委託補助事業、公衆衛生及び町民福祉の向上を図るため、常陸大宮市に事務

委託、笠間地方広域事務組合に加入、常北地区住民への補助を行うもので1,860万6,000円

を見込んでおります。 

 56番、循環型社会形成推進地域計画策定業務、総合計画に位置づけられた循環型社会の

形成に必要な計画の策定をするもので、282万2,000円を見込んでおります。 

 58番、ごみ処理施設解体事業、新ごみ処理施設の稼働に伴い、経営財政、安全性の観点

から、県有施設の解体工事を行い、跡地利用をできるようにするもので、３億7,400万円

を見込んでおります。 

 59番、新ごみ処理施設ストックヤード整備事業、現在のごみ処理施設、解体した跡地に

新たな不燃素材ごみ処理施設とストックヤードを建設するもので、１億300万円を見込ん

でおります。 

 続きまして、７ページ中段から環境センター所管分ですが、61番、収集運搬業務、集積

所から可燃及び不燃ごみの収集運搬を行うもので、3,900万6,000円を見込んでおります。 

 63番、焼却残渣処分業務、環境センターから排出される焼却灰、ばいじん、不燃残渣、

廃プラスチック類を最終処分場で適正に処分するもので、1,933万2,000円を見込んでおり

ます。 

 65番、警備委託業務、不審者、不法投棄及び火災などの早期発見、対処を行うため警備

を委託するもので、61万7,000円を見込んでおります。 

 続きまして、８ページ中段から衛生センター所管分です。 

 ９ページをお開き願います。 
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 75番、中濃度臭気ファン等点検業務、臭気ファン酸アルカリ循環ポンプの点検を２年に

１回行い、機能維持を図るもので184万6,000円を見込んでおります。 

 76番、消防設備不良改修工事、自動火災報知機、煙探知機の交換を行い施設の安全を図

るもので、146万3,000円を見込んでおります。 

 77番、計装設備整備工事、凝縮系の計装設備、活性炭吸着等の計装設備の部品交換を行

い機能維持を図るもので、574万2,000円を見込んでおります。 

 78番、トイレ改修工事、新型コロナウイルス感染症対策のため、和式トイレから洋式ト

イレに改修を行うもので、142万6,000円を見込んでおります。 

 町民課所管分は以上です。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋行子君。 

○財務課長（舩橋行子君） 財務課所管分の事業についてご説明をさせていただきます。 

 財務課、79番から83番までになります。 

 まず、79番、町有管理業務でございますが、町有地の除草を行い、景観等の保全のため

で、町内25か所、7.2ヘクタールの維持管理を行うもので、事業費は423万2,000円でござ

います。 

 80番、公共施設総合管理計画方針業務でございます。こちらは新規事業で、令和２年度

中に見直されるインフラ長寿命化計画等を反映させまして、計画の見直しを行うものです。

事業費が671万となっております。 

 81番、公用自動車等の購入でございます。公用車の適正管理を行うため、老朽化した公

用車の購入を行うもので、乗用車１台、軽自動車２台の３台購入を予定しております。事

業費が658万3,000円でございます。 

 82番、公用バス運転業務でございますが、公用バスの適正管理を行うため運行業務を委

託するもので、公用バス３台、年間利用回数は150回を予定しておりまして、事業費が278

万1,000円でございます。 

 83番は、ただいまの公用バスの座席洗浄業務を行うもので、新規事業となっております。

新型コロナウイルス感染症対策のために、公用バスの座席洗浄、除菌作業を行うもので、

事業費50万6,000円を見込んでおります。 

 財務課所管分は以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） それでは、健康保険課分をご説明させていただきます。 

 健康保険課分としましては、85番から101番まででございますが、今回、毎年行ってい

ます保険給付に関するものは割愛させていただきまして、先ほど関議長さんからもご質問

がありましたコロナウイルス関連について、ちょっとご説明をしたいと思います。 

 コロナウイルス関係につきましては、事前に藤咲委員さんのほうからも質問をいただい

ておりますので、合わせて回答をしながらご説明をさせていただく形を取りたいと思いま
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すので、よろしくお願いいたします。 

 まず、92番の新型コロナウイルス感染症対策事業でございますが、令和２年度におきま

しても、４月７日に100万円専決をいただきました。あと、この後も追って440万円ほど、

消耗品等の補正をいただいておるところでございますが、今年につきましても、同じよう

に消毒用アルコール、マスク、グローブ等の購入を検討しております。その額は、今年に

つきましては、160万円程度を予定してございます。 

 先ほどご質問いただきました93番の新型コロナワクチン接種事業について、ちょっと詳

しくご説明のほうをさせていただきます。 

 事業費のほうですが、１億3,848万5,000円を予定してございます。内容につきましては、

医療従事者、城里町の中で合計158名ほどいらっしゃいます。まずこの方が優先順位１番

目の接種者となります。町民全員分というお話でしたが、最近になって16歳以上の方を全

部対象にするという国からの指示がございました。その数１万7,280人となってございま

す。うち65歳以上の人口4,728人、この間、全員協議会のときに、私7,005人というような

お話をしたんですけれども、実は65歳というのは、今年度、いわゆる同学年の方、今現在

64歳の方でも、来年度中に65歳になる人まで対象にしなさいという指示が来てございます。

ですので、最初の人は7,428人ということで訂正のほうをさせていただきたいと思います。 

 そういった中で、スケジュールなんですけれども、もともとは昨年12月21日だったと思

うんですけれども、国のほうから指示がございまして、本来であれば、２月下旬に医療従

事者を優先的に接種しなさい、３月中旬からは高齢者の接種を行いなさいと。そのために

３月１日から65歳以上の方全員にクーポンを出しなさいというような指示が来ていたとこ

ろなんですけれども、よくテレビ等で厚労大臣がなかなかワクチンが入らないようなコメ

ントを出していたと思うんですけれども、そういうことで、城里町には、今現在、ワクチ

ンは１本たりとも来てございません。 

 最新の情報でございますが、４月26日の週に１箱、いわゆる975人分、２回接種ですの

で約500人分が城里町に届く予定でいます。これは高齢者分でございます。今、美浦の老

人施設、あと小美玉の老人施設等でクラスターが発生しておりますので、県のほうからは、

クラスター防止のためにも、高齢者施設を優先的に検討しなさいというような指示が今来

ているところでございます。そういった中で、城里町としましては、集団接種を中心に今

のところ考えてございます。場所につきましては、常北保健センターを中心ということで

考えております。 

 そういった中で、藤咲委員さんからのご質問なんですけれども、まず１つ目、町民への

周知、案内はどうするんですかというようなご質問がございます。相談窓口はどうなんで

すかというようなお話でございますので、まずこちらなんですけれども、周知案内につい

ては、町ホームページ、広報紙、また広報紙もなかなか見られない、ホームページもなか

なか見られないという方のために、新聞折り込み等も併せて活用するような計画で進めて
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おります。 

 また、対象者につきましては、接種券、予診票を送付し、またパンフレットなどもワク

チンの説明書等も同封する予定でおります。 

 あと、次に、相談窓口の開設でございますが、４月１日、城里町のコールセンターを開

設し、集団接種の受付や相談等を行っていく予定で今進めております。相談業務につきま

しては、看護師、保健師等の専門職を担当させる予定でおります。 

 あと、２つ目の質問なんですけれども、町内の診療所、町内かかりつけのお医者さんが

町外なんだけれども、そういう方はどうするんですかというようなご質問でございました。

       ですけれども、公立診療所ということで、七会診療所をワクチン接種可能

な医療機関として登録することで進めております。あと、町外にかかりつけ医を持ってい

る場合でございますが、原則、住民票所在地において接種を行うことというような通達が

来ておりますので、入院中や施設入所中、基礎疾患を有する方が通院中の医療機関で接種

を受けることは可能ということになっている予定になっております。また、単身赴任等に

より町外に長期滞在している場合は、個別の事情により認められる場合には、町外の接種

会場や医療機関でも可能となってございます。 

 ここでちょっと注意していただきたいのが、町外のかかりつけ医があるといっても、そ

の機関が接種可能な医療機関ということで集団計画に参加していないと受けることができ

ませんので、ちょっとここは医療機関に問い合わせていただくことになるかと思います。 

 あと、次、寝たきりの方と施設入所者の方はどんな体制になりますかというようなお話

をいただいております。寝たきりの方につきましては、実際の話、施設にも全然行ってい

ない、病院にも行っていない、どこにも頼らずに１人で寝たきりになっているという方は、

実際確率的にはいているのかなという気はするんですけれども、そういった場合も、一応

考慮はしております。まずは、予約受付のときに集団受付に来られない方をリストアップ

して、後日、巡回診療で対応を、巡回して対応する予定で進めております。 

 あと、施設入所者については、今現在、嘱託医師による接種か、町の巡回接種かという

ことで二通り考えておりますけれども、まさに今現在、検討中ということでご了承願いま

す。 

 あと、診療所の連携、妊婦さんとかはどうするんですかというようなお話をいただいて

おります。 

 まず、妊婦さんなんですけれども、妊婦さんの場合は、通常、産婦人科医、産婦人科に

通っている方がほとんどだと思いますので、自動的にそこのお医者さんが主治医となりま

す。現在、接種予定でありますファイザー製の新型コロナウイルスワクチンでございます

が、海外の知見で   ことから、今現時点では、特段の原因は認められておりません。

また、しかしながら、安全性に関するデータが少ないものですから、接種のメリットとデ

メリットをよくご検討していただきまして、接種の判断をしていただくことになります。
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最終的には、主治医の先生とご相談いただいて、接種者自身が判断するような流れという

ふうになる予定でおります。 

 続きまして、96番、新しい健康診断等個人負担金徴収業務ということで入れてございま

す。今までもばらばらにうちの課で担当してみたり、      課にお願いしたり、加

入している保険によって若干違ったんですけれども、これをもう一本化ということで、今

年度から新しくさせていただきます。費用については、52万8,000円でございます。 

 97番も、同じように関連してございます。健診の予約管理通知業務運営委託でございま

す。210万8,000円となってございます。 

 次に、100番、七会保健福祉センターの空調改修工事の設計を入れてございます。もう

すぐ20年たとうかというところでございますので、空調整備の更新の設計でございます。

442万2,000円となってございます。 

 101番のほうに、常北保健センター電話設備改修工事ということを上げてございます。

20年経過しておりまして、電話機も老朽化してございます。また、コロナ関係で相談業務

が増えてございますので、この機会に合わせて電話機等の更新を行うものでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長。 

○長寿応援課長（井上 優君） 長寿応援課所管分としまして、通し番号102番から111番

になります。事業費の大きなもの、主なものについてご説明したいと思います。 

 105番、敬老事業でございます。75歳以上の方を招待しまして、敬老会式典を開催し、

記念品を贈呈するものです。また、80歳以上の方に敬老祝い金を支給するものです。合わ

せまして1,200万円です。 

 106番、老人保護措置事業です。おおむね65歳以上で身体上、精神上、環境上及び経済

的理由によりまして、居宅での生活が困難な方に、養護老人ホームへの入所措置を行うも

のです。老人福祉法に基づく措置でございます。 

 続きまして、108番をお願いします。緊急通報システム整備事業です。65歳以上の独り

暮らしの高齢者を対象に緊急通報装置を貸与し、緊急時に迅速な対応ができる体制整備を

行うものです。509万7,000円です。 

 続きまして、110番、配食サービス事業です。在宅で支援の必要がある70歳以上の高齢

者や高齢者世帯に週１回お弁当を提供しまして、自立支援と安否確認を行うものです。

581万6,000円になります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井栄一さん。 

○福祉こども課長（増井栄一君） 続きまして、福祉こども課所管分、通し番号の112番

から140番までの事業で、主なものをご説明申し上げます。 

 113番、まず社会福祉協議会補助でございます。福祉行政の補助を図るため、職員人件
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費福祉の管理運営、計画相談事業等に対する補助を行うもので、5,755万2,000円を計上し

ております。 

 続きまして、119番の障害福祉サービス事業でございます。障害者が日常生活を営むた

めに必要な各種サービス等の利用に関して支給をするものでございます。４億1,924万

8,000円を計上しております。歳入のときにもご説明申し上げましたが、こういった費用

に対しましては、国が２分の１補助、県と町で４分の１ずつの支出ということになります。 

 14ページをお願いいたします。 

 127番の放課後児童健全育成事業でございます。放課後児童クラブの運営に伴う運営委

託費になります。3,694万8,000円、国・県・町それぞれ３分の１ずつの負担ということに

なります。 

 128番、放課後児童クラブ施設の外構整備事業でございます。本年も石塚開放学級の整

備を行っておりますが、承認をいただければ３年度にも繰越ししながら施設の整備のほう

の建設を行うわけでございますけれども、３年度につきまして、外構工事ということで

2,299万円を計上しております。主なものとしまして、移設箇所の専門入り口の付近が保

護者の送迎等で利用の頻度が高いものですから、そちらの舗装等を含めて、児童クラブの

児童が安全に遊べるような芝張りなども設計の中で考えたいと思っております。 

 129番、放課後児童クラブの整備事業でございます。放課後児童クラブ施設整備に伴う

実施設計として385万円ですが、旧常北幼稚園を今仮住まいといいますか、児童クラブと

して一部トイレ等、耐震化されていない部分を使っている状況でございます。幼稚園を運

営するに当たって、施設の老朽化等も閉園の一つというようなこともありましたので、そ

ういった施設を使っているというようなことをなくすために、130番のほうでご説明いた

しますが、取り壊した中で新しい施設、トイレ等水回り等の最小限の施設を予定するため

の設計費でございます。 

 130番、放課後児童クラブ施設解体工事でございますが、同じおひさま学童クラブの旧

常北幼稚園の施設620平米ほどあります園舎と遊戯室の解体を行うもので、4,149万4,000

円を見込んでおります。 

 131番、児童手当支給事業でございます。中学卒業までの子供を養育している保護者に

対する児童手当支給ということで２億1,570万円を計上しております。 

 次の15ページをお願いいたします。 

 137番、施設型給付費事業であります。民間の保育所や認定こども園の運営の費用助成

ということで、運営費に係るものでございます。３億6,494万3,000円です。こちらも国が

半分、県と町で４分の１ずつという負担割合になっております。 

 140番の公立認定こども園整備事業ですが、こちらは、ななかいこども園の施設整備に

伴う実施設計費用922万5,000円見込んでおります。予算の計上に当たりましては、諮問機

関ということで、施設整備検討委員会を設置いたしました。この検討の中で現有施設、現
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状をご覧いただきまして、シロアリほか老朽化が激しいというような案件をいただいた中

で、適正な児童数を考慮した面積規模を考えるというようなことで、移転建築も余儀なし

というご意見、答申をいただいたもので設計費に上げたものでございます。面積は、備考

欄の350平米となっておりますが、こちらは現有施設の面積で計上しております。園児数

の減を見込みまして、これに当たっては、アンケート等を実施しまして、保護者の意向や

適正な希望を町の設計とともに熟慮しまして、洗っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 会計課長、久保田さん。 

○会計課長（久保田和美君） 会計課よりご報告を申し上げます。 

 16ページをお願いいたします。 

 番号141番になります。紙幣交換入出金機等導入事業になります。こちらは、常陽銀行

の石塚支店が７月５日からリテールステーション化に伴いまして、今、会計課のほうに派

出の方が来ていらっしゃるんですけれども、こちらが来なくなるということと、石塚支店

の対応が変わるということで、機械の導入等と、あと会計任用さんをお願いするというこ

との予算になっております。事業費が389万2,000円になります。 

 以上になります。 

○委員長（薗部 一君） それでは、令和３年度主要事務事業一覧の説明が終了いたしま

したので、歳出についての質疑、ご意見をお受けしたいと思います。 

 加藤木委員さん。 

○委員（加藤木 直君） これ上から課ごとにやったほうがいいですか。 

○委員長（薗部 一君） そのほうがいいでしょうね。 

○委員（加藤木 直君） あっちゃこっちゃよりいいですよね、そのほうが。 

 それでは、まず、通し番号２番、地域活性化イベント支援事業でございますけれども、

123万円計上されております。これは、私、ここのこの事業の委員長をやっているんです

けれども、昨年も課長ともお話ししまして、いろいろ意見あれしたんですけれども、この

補助事業は上限30万円ということで、そこに事業費の２分の１とか３分の１とかで、それ

でしかも上限が30万ですよということがなかったものですから、できるだけ補助事業なの

で、８割方、もしくは100％補助金だということだとこれは補助事業じゃないので、です

から、２分の１とか３分の１でやって、上限が決められていますよというような内容に変

えてくださいということを私お願いしたんですけれども、これは変わっていますか。 

○委員長（薗部 一君） 小林戦略課長さん。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 加藤木委員さんのほうに委員長をやっていただい

て、確かにそういうお話がございました。また、内容のほうでも、それほど煮詰まってい

ないといいますか、管理のほうにも諮っていらっしゃらないというようなこともございま

して、今現在は、前回の要綱のままで対応させていただいているところであります。 
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○委員長（薗部 一君） 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） そうしますと、今年度は従来のままで行っていくということで

すか。 

○委員長（薗部 一君） 小林戦略課長さん。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 既に募集のほうが終わっておりまして、あと、そ

の会議の中でも、いつまでもだらだら何年も同じ人に補助するのもおかしいだろうという

ような話もございました。その辺も含めて大きく改正をしなくちゃならないというふうに

は、事務局のほうでも感じてはおります。ただ、補助につきましては、４月早々に始まる

というような事業もございましたので、年度前ではございましたが、募集のほう、前年同

様の内容で募集してございますので、本年度中には、その辺も併せて会議の中で検討して

いきたいというふうに考えてございます。 

 そうした中で、このイベント補助につきましては、４事業ほど今現在も申請のほう上が

ってきてございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） 分かりました。ありがとうございます。 

 できるだけこの要綱・要領も、今言ったように、２分の１とか３分の１というふうに、

できればその補助をしていただきたいなというふうに思います。 

 もう一点よろしいですか、委員長。 

○委員長（薗部 一君） はい、加藤木委員さん。 

○委員（加藤木 直君） 通し番号３番の七会地区光ファイバーのほうの更新事業です。

この光ファイバーなんですけれども、先ほど課長のほうからも歳入のところで詳しく聞き

ましたので、ある程度入ってくるお金については分かりました。 

 ただ、4,500万弱、今回上がっておりますけれども、これは七会地区の光ケーブルは、

基本的には多分防災無線で、前、大義は防災無線ということで引いたと思うんですよね。

ですから、私も今回の防災無線、それでこの光ファイバーを使ってはどうかというような

意見も言いました。しかしながら、全町同じようなやり方でやるんだということでござい

ましたので、最終的には賛成をしたわけですけれども、ただ、大義がこの光ファイバーは

防災のことだということになると、現在はインターネットのみだと思うんですよね。 

 そうしますと、このインターネットに何名の方が加入されているのかはちょっと分かり

ませんが、この間ちらっと聞いたのは二百九十何名とかと聞きましたけれども、そうする

と、大体町民の半分の世帯ぐらいは入っているのかな。4,500万、しかもこれは毎年1,000

万からの保守料もかかっていると思うんです、保守点検が。それを今度は、加入者は加入

料として毎月4,000円から5,000円の、多分ネットつなげば取られますよね。これからもそ

うですけれども、今はみんな携帯を持っていますよ、携帯電話。それでいろんなことが調
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べられるようになっている。光よりそっちのほうが速いかもしれない、もしかすると。し

かも、今、私も持っていますけれども、こういうポケットＷｉ－Ｆｉ、これだと4,000円

も5,000円もしないんですよ。これ3,000円幾らです、月々。そしたら、これでインターネ

ットをつないだほうが、加入されている方も安いし、しかも維持管理費も毎年かからない。

そして10年、15年たつと、こういうふうにサーバーとか各支所にもハブもありますよね、

何か所かに。そういったもの、それから線が台風で切れたとか、そういうときの経費もか

からないということで、私は何ら町民の方に不便を感じさせることなく、こういったやっ

ぱりポケットＷｉ－Ｆｉで十分に、しかもそのほうが安いということになると、そっちの

ほうがよろしいんじゃないかというふうに思うんですけれども。 

 課長は、担当の方は別におられるので、詳しいインターネット関係、私もそんなにはイ

ンターネット関係は分かりませんけれども、そういう専門の職員からよく話を聞いていた

だいて、どちらがいいか、町民のためにも。しかも行政の中でもお金を使わないで済むん

だったら、しかもお金使わないで、町民のそのほうがいいと言ったら、私はそっちのほう

がいいと思うんですよ。課長、どういうふうにお考えですか、これ。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 確かに加藤木委員さんご指摘の内容は、我々も

重々承知はしているところでございます。 

 まず、光ファイバーとポケットＷｉ－Ｆｉ等、今普及してきましたので、その辺の金額

の比較もしてございます。光ファイバーが約4,378円、4,400円ぐらい、ポケットＷｉ－Ｆ

ｉが、今委員さんおっしゃいましたが、容量にもよりまして、ドコモの３ギガですと

4,500円ぐらいかなというふうには試算をしてございます。そうした中で、ポケットＷｉ

－Ｆｉの場合には通信の制限があると。ある程度の容量でもって金額が定まってくるとい

うようなこと、光ファイバーは制限がない。あと、地形的なもので、山奥ですとかそうい

う部分ではＷｉ－Ｆｉは使えないというのも出てくるということ。また、通信の安定性か

ら言えば、光ファイバーにはかなわないというような中で、町も七会小学校等はウェブの

授業等などで使用するわけなんですが、大容量の通信になってきますんで、そこは光でつ

ないでございます。また、町民センター支所業務で、それも安定した通信のものというこ

とで光でつないでおりますし、七会診療所につきましては、電子カルテというような、ほ

かから侵入者が入っては困るというような重要な情報を中央病院と連携してつないでいる

というような状況もございまして、その辺のところも総合的に考えまして、最小限の、こ

れやりようによっては、もっともっとお金もかかってしまうんですけれども、最小限の機

械の更新というようなことで、今回ご提案をさせていただいたものでございます。 

 確かにインターネットの契約数は293件、約300世帯でございます。ざっと半分ぐらいの

世帯というふうに思ってもらって結構ではございますが、そのような中で、現在、使用の

内容も高度化になってございまして、ゴルフ場を考えますと予約ですとか、また株の取引
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ですとか自由にできるような状況の中で回線が切れては支障が来すというようなことで、

機器の更新をさせていただきたいというようなことで、今回計上させていただいたもので

ございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員さん。 

○委員（加藤木 直君） ありがとうございます。 

 確かに公共サービスというのは大事だと思うんです。でも、公共サービスの中には、や

っぱり電気、水道、ガス、電話、それから郵便とか、ＮＨＫとかそういうものもあります

けれども、インターネットは公共サービスにこれ入っていないので、これで株をやってい

るとかそういうのは、あくまでも個人的なことで、課長、先ほどもギガ数のことを言われ

ましたけれども、やはり大きなギガを使う方というのは、それは仕事で、だから数えるぐ

らいの方しかいないと思うんですよ。これから高速通信の５Ｇが徐々になってくると、当

然その塔なんかも建てなくちゃならない。そういった中で、これからそういうふうに１個

１個進めているのにもかかわらず、この光が、まだ光でいこうかというのがちょっとどう

かなと。 

 それと、電波が入らないところと言われましたけれども、どうにかして私もこの間行っ

てきました。行って、ツルタさんちの前のほうのところで、これでやりましたよ。やっぱ

りそこでもちゃんと入ります。島津亜矢の歌も入ります。ですから大丈夫です。ですから、

ほとんどやっぱり時には電波が切れることもあるかもしれないけれども、通常、普通に使

うにはそんなに支障は来さないかなというふうには感じましたね。ですから、これ今回や

ってしまうと、また15年度、20年後に同じように、ただその前に、多分高速通信になるか

どうかは分かりませんけれども、いずれにいたしましても、どうなのかなと。 

 ただ、さっきも歳入のことで課長からもお話聞きましたけれども、七会のほうはＪ何と

かというやつ。 

〔「ＪＷＡＹです」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤木 直君） ＪＷＡＹは110万ぐらいの使用料が来るということなんですけ

れども、こちら桂地区は1,000万。そうすると10倍の開きがあるんですけれども、これは

もっと話合いで何かどうにかならないんですかね、これ距離の差があるのかどうかは分か

らないんですけれども。 

○委員長（薗部 一君） 小林戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 金額の差につきましては、加入戸数の違いで大き

く差が出ているものになります。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） 例えば、自分のお金でこういうものを整備するとなると、嫌が

らせで言うのも嫌なんですけれども、嫌がらせのようになっちゃうから、これはやっぱり
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費用対効果というのは非常に薄い。いつも私思うんですけれども、官僚は費用対効果を常

に考えなくちゃならないと思うんです、職員、官僚は。一般的に政治家というのは、どこ

かの山の奥にあっても、ここに道路を、１軒しかなくても通さなくちゃならないというこ

とをやるのが政治家なんですよ、損得関係なく。でも、官僚の方には、やはりこのお金を

使ってみんなの町民の税を使って本当に効果がどのぐらいあるのかというのを考えて、私

はやってほしいなというふうに、常に思っています。 

 取りあえず、今までオーケーです。ありがとうございます。 

○委員長（薗部 一君） ほかに。 

 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） 今、加藤木委員が言ったように、私もやっぱり防災無線を設置し

たくて七会地区にも入れておりますので、あくまでもインターネットの光ファイバーは防

災無線の起用のためにやっていたと思うんだけれども、やはり加藤木委員が言うように、

費用対効果のある問題だと思います。 

 そして、ちょっと１ページのこれ５番から８番まで、バス会社の運営費、これだけ金額

を払ってバスを動かしているんならば、ちょっと私は思うのは、38番と39番、これ鶏足山

の駐車場、そして物産センターの駐車場、物産センターは去年もここら辺の金額を出して

駐車場を増やしたと思うんですよ。まだ今年も駐車場が、これ本当に山桜の駐車場がまだ

今年も予算に出てきていますけれども、私が思うのは、これ鶏足山の駐車場、先ほどの説

明で言うと、土日が満杯で、路上に駐車されちゃうという形であるみたいですので、私か

らすれば、鶏足山の駐車場の整備費用を山桜に持ってきて、駐車場、要するにハイキング

のブームが去ったときには負の遺産のようになっちゃうと思うもんで、山桜の駐車場、こ

れ両方使ってでかく駐車場をして、あとは、今、御殿場にしても、有名な観光地はマイカ

ー乗り入れ禁止にしているわけですよ。やっぱりそういう形からいくと、バスで山桜辺り

からかアツマーレ辺りからあの川ぶち当たりに駐車場がありますし、路線バスを利用して

御殿場なんか、土日はマイカー禁止なんですよ。要するに、長野のほうの上高地辺りにし

ても、もうマイカーは規制されておりますので、うちのほうも土日のために駐車場を広げ

るならば、やっぱり七会の一番観光地の拠点である山桜に車を置いていってもらって、そ

こからバスでやってもらったほうが、私はやっぱり山桜にとっても経済効果があると思う

し、やっぱり上高地だのそういう御殿場に    して、うちらのように山の中でそうい

う形でやっていますので、できれば駐車場を、鶏足山の分を山桜に駐車場をでかくして、

帰りには山桜で食事だの、お土産でも買って帰ってもらうような形で、土日はマイカー乗

り入れ禁止にしていただきたいなと思います。 

 以上。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 確かにいろいろな方法があると思うんです。路線
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バスもかなり町のほうでも出しているというのは実際のところでありまして、七会地区を

走っているバスはほぼスクールバスということで、二千何百万も今現在出しているわけで

す。そうしたのもありまして、土曜、日曜については、若干学校休みなもんですから、時

間を変更して石塚から登山登れるような時間帯もちょっと試してみようかなというふうに

は、今考えているところであります。 

 山桜に大きな駐車場をと、それは確かに理想論かも分かりませんけれども、あの辺の周

りの土地のこともございまして、お話いただいた内容は、    ものは重々理解はする

ところもございますけれども、差し当たって鶏足山につきましては、若干広げて利便性を

確保したいというふうには考えてございます。 

 今ちょうど先ほども言いましたように、鶏足山については、１時間ぐらいで登って下り

てこられるということ、また栃木県のほうにも抜けられるというようなことで、大変重宝

されているところでございますので、その辺のところもありますので、鶏足山の駐車場の

拡張についてはご理解をいただきたいところであります。 

 そうした中で、路線バスの乗車人数をもう少し広げるというようなことも、路線バスの

運行委員会の中で検討してまいりますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） 一応、日本一の米を七会が作っているわけですから、それを日本

一を守るためにもマイカーの規制を、御殿場と同じ、上高地と同じく、やっぱりマイカー

の規制をして日本一の米を毎年作れるように努力していただきたいと思います。お願いし

ます。 

○委員長（薗部 一君） じゃ、いいですか。ほかに。 

 関議長さん。 

○議長（関 誠一郎君） まず、まちづくり戦略課、４番、これちょっと少しあるから、

１つ１ついきます。 

 都市交流負担金の、今回は、去年の反省か何かわからないけれども、去年は町から観光

バスが江戸川へ迎えに行って田植人の区民を呼んだみたいですけれども、場所決まってい

るんですか。 

○委員長（薗部 一君） まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 私も去年来たばかりで、その前のことは分かりま

せんけれども、去年から迎えのバスは江戸川のほうで用意してくれているそうなんですが、

去年はコロナ関係で中止になったという事実がございます。それで、今年も事業ができる

かどうかは分かりませんけれども、田植の時期にもなってきますので、その辺のところで

一応公募をさせていただきました。 

 そうした中で、今現在お願いというか、やってもいいよということで申請が上がってき
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た方が、粟区の親善交流会さんと、もう一つの上入野２区の前沢土地改良区有志の会とい

うことで、その２つが手を挙げてきてございますが、江戸川のほうにちょっと今確認しま

した区の中の統一的な事業の中では、募集をして区民を外に出すのは、今のところちょっ

とできないよということで、春については江戸川のほうでも募集できないので、ちょっと

見合わせたいということで、城里町さんのほうで行っていただけるんであれば、稲刈りか

らというようなことで、今調整はしているところでございます。 

○委員長（薗部 一君） 関議長さん。 

○議長（関 誠一郎君） そうすると、稲刈りからであると、この予算額は変わらないで

すよね。予算、田植事業をやらないで、稲刈りだけだというから、かからないわけでしょ

う。丸々これ１か所に30万出しちゃうんですか。 

○委員長（薗部 一君） 小林戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） すみません、予算上は１か所30万ということにな

ってございますが、今も関議長さんのほうからご指摘もございましたが、丸々30万はかか

りません。今、事業費として31万4,000円ということで申請が上がってございますが、そ

の中で実際に田植がなくなって、イベント等がなくなれば、苗代とか肥料代とかそういう

ものの管理費はかかってきますけれども、そうした中で精査をして、金額が下がってくる

というふうには考えてございます。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） これ募集はもう終わっちゃったんでしょう。 

○委員長（薗部 一君） 小林戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） これについては、募集のほうは終わってございま

す。 

○議長（関 誠一郎君） やっぱりまちづくり戦略課の11番、地域おこし協力隊事業、こ

れ去年の結果のときも私言ったんですけれども、結局大きなタイトルは地域おこしでしょ

う。今まで地域おこし協力隊が来てくれて、いや、城里町にこういうものが新たに発見さ

れて、これが地域に根づくよというのはありましたか。実例があれば教えていただきたい。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 地域おこし協力隊の目的としては、やはり３年間

町に住んでいただいて、一人でも多くの方が残っていただくということが最大の目的では

ないかと、国のほうの趣旨もそのようなふうで書かれております。そうした中で、今、何

名かは残っていただいているところでございますので、10人来て10人が町に住むとか事業

を興すというのはちょっと無理なんでございますが、町の予算を知っていただいて、錫高

野地区のほうにも住んでいただいたりとか、また、たまたま協力隊員と結婚して城里町に

住んでいる方等がおりますので、あと、サカのほうに住んでいる方等もおります。その辺

が地域おこしの実際の実績かなというふうには考えているところでございます。 
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○議長（関 誠一郎君） ちょっと私が言っているのは、町民と地域おこし、要するに城

里町の地域を興そうというのが、私、考え方が違うかもしれないです、もう。やっぱり埋

もれている無力、これを掘り起こすのも、やっぱり地域おこし協力隊の大きな事業だと思

うんですよね。今回だって、これ1,700万の金を投入する。ただ単にその人たちが、来た

人が満足して、ここで結婚してここに住んでいるとか、それを目的じゃない、私考えは。

今住んでいる地域の方が、そういう部分もあったのか、それなら協力してやっていこうと

いう発掘事業があったのかということです、私が聞きたいのは。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） その辺のところは、すみません、私の頭の中でも

整理できないところであります。すみません、申し訳なく思っております。 

 また、今度、２名の方募集するわけなんですけれども、まだ町のほうからこういう方針

でという中身は決まっていないんですが、やはり先ほども言いましたけれども、町のＰＲ

というのは、どうしても職員ではできないというのもございます。また、町には継承して

いる        ですとか、その他、私が作っているお米、あとはレッドポアロー

等々も、道の駅ばかりで販売したり何かしている、そういう販売ルートもなかなか難しい

ところもありますので、その辺の農産物、畜産物のルート確保とか市場調査等も行うとい

うような条件をつけて募集をすれば、また違うのかなというふうには考えてございますの

で、ご理解をいただきたいとは思っております。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） なぜこういうことを言うかというと、地域おこし協力隊が本当

に町のためにやっているというイメージが全くないもんですから、私はこういう質問をし

たわけですが、まあ、いいです。 

 次に、４ページの33番、ふれあいの里改修費の、これやはり地域おこし協力隊、ごめん

なさい、32番からいきます。観光施設の管理、うぐいすの里なんですけれども、うぐいす

の里の管理が、去年の管理では予算が1,200万ぐらい、結局収益が38万ぐらいしかないと

いうような状況の中で、うぐいすの里を将来的にどうするのか。これは、やはりお金ばか

りかかっていて、収益が30万台ではどうにもならないん事業なんですね。というのは、前

にも課長言ったように、ここの地主さんが、おばちゃん、高齢化で施設のほうへ行っちゃ

った。息子さんは脳溢血で倒れてもう入院している状態という中で、やっぱり方向性を決

めていかないと、ただぶっ込んで終わり。結局これを町で返しちゃうのか、それとも一括

町で買い上げて、また新たな事業を行っていくかという、これ方向性を決めていかないと、

いつもぶっ込んだままで終わってしまう。 

 というのは、なぜそういうことを、あそこの農免道のこっちが、今度、県道になりまし

たから、県道阿波山徳蔵線という補助事業、県の補助ついて今工事やっていますけれども、

それが開通したら、あのうぐいすの里は多少なりとも脚光を浴びると思うんですよ。だか
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ら、ただ単に草刈りやっているだけじゃなくて、やはり方向性をきちっと来年度１年かけ

てやってほしいなと、決めてほしいなというのは、これは私の要望だけでいいです。 

 それと、33番のふれあい、これは答弁いただきたいんですけれども、流水園井戸ポンプ

700万、これいつもあそこにマスが入っているんですか。マス生きてというか、池の中に

入っている状態の、それをちょっと聞きたいです。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） まず、32番の件でございます。 

 これについては、関委員さんおっしゃるように、840万かけて本当に収入が少なくてあ

れだということで、今考えているのは、土地を更地にして返すのが１つ、それと、今おっ

しゃいましたように、道路ができるので、このコロナの関係で、今キャンプ場どこもいっ

ぱいなんですね。そういう関係で若干の手を入れたぐらいである程度採算が取れる。それ

は、採算が取れるまではいかなくても、今とは全然違った形になるのか、その辺のところ

も、ここ一、二年では方向性は生み出さなくてはならないというふうには考えてございま

す。ちょうどあと２年ぐらいで借地も更新の時期になりますので。 

 あと、ふれあいでございますけれども、これについては、去年、実際には300万ぐらい

予算が入っていたんですかね。そこのところ、中を調査していったのが、300万ではでき

ないというようなことで、今現在はマスのほうは、その釣堀は営業してございません。営

業できないという状況になっています。 

○議長（関 誠一郎君） マスはいないの。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） はい、何匹かはいると思うんですけれども。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） これは、グリーンツーリズム事業で入っていたんですよね、去

年か、一昨年か、去年かな。これ現実、健康増進事業、マス釣りが健康増進につながらな

いですよ、絶対。本来はここにポンプ取り替えてマスを入れたら、藤井川にマスを放流し

て、そこで釣りでもさせたほうがよっぽどいいと思うんだよね。この700万はちょっと無

駄だと、そのように思いますね。やっぱり自己満足で税金使っちゃ駄目だよ。それはそれ

でいいです。 

 34番の土地購入事業、うぐいすの里の町設計の管理、これは、今さっき言ったように、

阿波山徳蔵線の県道事業と関連していることなのか、どういうことなのか教えていただき

たいと思います。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） これについては、整備した時点から敷地の雨水排

水をのり下の水路に流すわけだったんですが、その辺のところで、ちょうどその下に500

平米ぐらいの田んぼといいますか、以前田んぼだったところがあって、そこに垂れ流し状

態にずっと前からなっていまして、また町のほうでもそこに植木を切ったものとかそうい
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う残材を捨てたというようなこともございまして、上遠野町長の前、阿久津町長の頃から

いろいろとご指摘がございまして、何年かかけて交渉をして、やっと譲っていただけると

いうことになったもんですから、今回…… 

○議長（関 誠一郎君） 整備すると。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） はい。 

○議長（関 誠一郎君） 分かりました。 

 次に、福祉こども課でありますが…… 

○委員長（薗部 一君） じゃ、まち戦、もうこれで大丈夫ですか。 

○議長（関 誠一郎君） まだ終わっていないよ。 

○委員長（薗部 一君） 違う、まち戦ごと議長やると言ったから、だから、まち戦…… 

○議長（関 誠一郎君） いや、俺は個人的に言ったんだよ。 

○委員長（薗部 一君） じゃ、これで加藤木さんが上がっていたのは。 

○議長（関 誠一郎君） まだ終わっていないんだよ、俺。 

○委員長（薗部 一君） それでは。 

○議長（関 誠一郎君） 140番、公立認定こども園整備事業、先ほどまちづくり課長が

検討委員会において   ということで認められたんで、今回この922万5,000円を計上し

たというお話ですが、実はこれは２月26日の時間的に夕方の４時か４時半に変更があった

みたいですけれども、ただ、私は検討委員会の委員長をやっていた。委員長で皆さんの意

見が新築ということでまとまって答申したということであったにもかかわらず、予算が凍

結したと。私は悔しくて      りました。この委員会の答申があったにもかかわら

ず、予算を凍結して、そしてまたこの予算が復活したということは、これ財務課長に聞き

たいんだけれども、財務課長、どういうことなのか。 

 また、もう一つ、それに絡んで財務課長に聞きたいのは、保健センターの雨漏り設備空

調関係で、去年設計機械で見積り認めたというにもかかわらず、今年度工事に入っていな

い。七会の保健センター、町民センターは入っているけれども、一番大事にしていた保健

センター、これは何で検証しなかったんですか。その２点聞きたいです、財務課。 

○委員長（薗部 一君） 舩橋財務課長さん。 

○財務課長（舩橋行子君） 保健センターの件につきましては、今回コロナウイルスワク

チン接種で、いつまでこれが保健センターを常時使わなければならないかというようなこ

とで、時間的に今年度いっぱいとは言いませんけれども、多分そちらのほうで工事ができ

る状態ではないというようなこともございまして、予算の上限もございますので、できれ

ば今回は当初予算のほうには上げないというようなことで、今後そういうインフルエンザ

ワクチン接種の状況を見て、また検討させていただくということで、予算のほうには今回

は上げさせていただかないということになりました。 

 それから、ななかいこども園の施設のほうは、検討委員会の結果も踏まえて、いろいろ
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状況があったかと思いますけれども、結果的にはやはりアンケート等も実施して、それで

その結果を見て実施設計のほうをするというようなことですることが望ましいということ

で、こちらのほうに落ち着いたかと存じます。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） コロナウイルスのワクチン接種に使う場所ですよ。雨漏りぐら

いは直せたでしょうよ。総合的に１億円ちょっとかかるだろうと言われている工事金額、

それ上限があるとか、高いか安いかというような問題じゃないんですよ。町民が幅広く使

う場所の工事代を削って、はっきり言ってななかいこども園、私、委員長でありながら、

いろいろ訪問、   してきましたよ。来年度１人も入らない。来年生まれるのは１人し

かいない、七会地区。それで２億何千万かかるでしょうと      が。本当に必要な

のかという検討委員会があったんですよ。それで町長は止めたでしょう、１回。町長は、

来年１人も入らない、来年１人しか生まれないところは必要ないと言ったにもかかわらず、

２月26日、午後４時か４時半頃、急遽予算計上した。この経緯教えて。 

○財務課長（舩橋行子君） 経緯は、やはり設計のほうが取りあえず予算のほうに計上す

るということで、実際にまだ実施するかどうかというのは、アンケート調査とかを見ると

いうことになるのかと私は思いますが。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） 町長が結局当初はやらないと、計上しない。そしたら、急遽、

４時頃、計上しろという話でなったというのは、これ分かっているんです。ただ、今、財

務課長が言うように、来年度予算計上しちゃった、そしたらやらないよと、２年も３年も

やらないよといった場合と、保健センターと同じですよ。来年度、結局工事に入らない、

令和３年度、工事に入れないといったら、また設計も変わるよ。あの森もまた大きくなる

かもしれないよ。それで、ただ単純に設計だけ入れますなんていう話は聞けないですよ。

はっきり言いなさいよ、町長から言われたと、町長から計上してくれと言われたと。 

○財務課長（舩橋行子君） これは、予算の査定の中で決まっていくことでございます。 

○議長（関 誠一郎君） 査定、後でしょうがよ。査定、後に決めたでしょう。今度は、

言ったでしょう、４時か４時半に急遽入れろと言われて入れたと。 

○財務課長（舩橋行子君） 最後の最後まで査定でございます、決まるまでは。 

○議長（関 誠一郎君） 何言っているんだよ、締切り26日の３時まででしょうよ。駄目

だよ、そんなころころ変わるような予算計上したんでは。 

 じゃ、いいです。以上でいいです。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） 私、質問、先立ってしまして、さらに答弁、たくさんの課長さ

んたち、皆さん本当にありがとうございました。感謝しております。 
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 これについて、少しまた追加というかやってほしいなというようなことは、ちょっと質

問を追加させていただきます。 

 10番、空き家対策事業なんですが、この空き家対策事業に対して、空き家対策協議会、

答弁では空き家対策町内連絡協議会で検討していきますと答弁いただいているんです、回

答いただいているんですけれども、この88万というのは、何も決まっていない中でこれか

ら検討会で決めるから88万計上したということなんでしょうか。これをちょっとお聞きい

たします。 

 それから、もう一つ、32番、観光施設の管理、これ先ほどから皆さんからも質問があっ

たんですけれども、うぐいすの里の収益の差、決算後でしたら開発公社にお願いできると

いうことなんで、これを提出していただきたいなと思っております。先ほども質問の中に

もありましたうぐいすの里をどのような計画をしているのかというようなことを、関議長

さんのほうから話がありましたので、それに付け加えながら、ちょっと詳しく知りたいな

と思ったものですから、提出をしていただきたいと思いました。 

 それから、先ほど鶏足山と山桜について質問をしたんですけれども、小圷委員さんから

も提案もあったようですが、私もこの財源がない、財源がないと言いながら、本当に今、

鶏足山の駐車場の改修が必要なのか、山桜の駐車場の広がりをしなければならないのか。

もっと何か考えることができれば、もっともっとよく維持できるんではないかなというよ

うなことを考えながら、ちょっと質問をしたいと思っています。今、本当にこの駐車場の

改修が必要なのかどうかということをちょっとお聞きいたします。 

 あとは、保険課とこども課については、ちょっと答弁をいただいてから、まち戦から答

弁いただいてからお願いしたいと思います。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 何点かご質問がありました。漏れなどある場合に

は、またお願いしたいと思います。 

 まず、10番の空き家対策事業の中で、88万円ということで、解体設計における調査設計

費ということで88万円計上させていただきました。これにつきましては、内訳としまして

は、44万掛ける２件ということで、今現在住んでいない家、あとは地震等で屋根が崩れて

くる等々、いろいろな条件がありますけれども、そうした中で、町の委員会のほうで特定

空き家に認定するべき建屋も、最近町の中に出てきましたので、その辺のところで差し当

たって１件ないし２件程度、特定空き家に認定し、その中でいろいろ調査をしていく中で

は、やはり予算は必要だろうというようなことで、今年度から２件分、予算の計上をさせ

ていただきました。既に小圷委員さんの近くにも、もう家が潰れて荒れ放題というような

物件もございますので、その辺のところも町のほうの検討委員会の中でよく調査等々をし

て行っていきたいというようなことで、今年度、調査設計費ということで計上させていた

だきました。 
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 次に、４ページ、32番、各施設の管理というようなことで、うぐいすの里の利用料の収

益の提出ということでございますけれども、これにつきましては、12月、決算書等をお配

りしてございますので、その中にうぐいすの里の収益幾らで、差引き幾らというようなこ

とでお示しをしてございますので、そちらのほうでご確認をしていただければというふう

に思います。 

 それと、38番、39番、関連になりますが、鶏足山の駐車場、山桜物産センターの駐車場

というところでございます。 

 山桜の駐車場につきましては、これ実際にシーズン、または土日行っていただければお

分かりだと思うんですが、もう常に時間的に満タンな状況でございまして、特にバイクも

最近多いと。また、それに増して、最近は自転車の方もかなり多くいると、利用者もいる

というようなことで、本当に駐車場はもういっぱいいっぱいの状況でございますので、お

金をかけないで広域農道ののりしろを若干削って舗装するということで、大きな擁壁とか

ブロックとかそういうのはやりませんので、削って下に砕石を入れて舗装するというよう

な単純なことで拡張したいというふうに考えているところでございます。 

 鶏足山の駐車場につきましては、先ほどもご説明しましたので、若干省略をさせていた

だきますが、まず利用者が多いという中では、あと同じ規模の乗用車で20台程度は必要か

なというふうに思ってございますので、今後、一応実施設計費ということになってござい

ますが、希望等については、再検討して行っていきたいというふうに思ってございます。

まだ実際に場所はここだということは決まってございませんので、設計費、調査費等も計

上させていただいたというようなことであります、ご理解のほどお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） 分かりました。ありがとうございます。 

 駐車場の改修については、なるべく安価な経費でできるようにお願いをしていただきた

いなと思っております。どうしても必要でやらなければならないという回答もいただいて

いますので、最低限の金額でお願いしたいと思います。 

 それと、健康保険課に移ってもいいですか。 

〔「まだまち戦ありますよ」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） いや、それではもう続けてやってもらっても構いませんか。 

〔「あっちゃこっちゃだよ」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） 本当はまち戦略でやって、次は総務課というあれだったんです

が。 

〔「いいんだよ、１人が全部最後までやっちゃったほうが」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） 分かりました。じゃ、藤咲さん、お願いします。 

○委員（藤咲芙美子君） じゃ、健康保険課にお伺いいたします。 
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 健康保険課でも、私が質問した１点、すごく丁寧に回答いただいています。本当にあり

がとうございました。 

 七会診療所ワクチンの接種可能な医療機関ということで登録予定ですというようなこと

を回答いただいたんですけれども、結局私が心配しているのは、ここに、城里町に住所を

置いていても、かかりつけ医はほかの地区だよと、地区というのは、水戸なり、笠間なり、

ほかの地区なんだよというときに、本当にそこでやってもらえるのかどうなのかというよ

うなことも、かかりつけ医になるほうが、意外と基礎疾患を診てもらうためにはそっちの

ほうがいいのかなと思っていますので、私はそちらのほうでやっていただければいいのか

なと思うんですけれども、結局自分で電話をして確認をしなければならないというだけの

ものなのか、それともどうしてもできれば城里町が原則だから、城里町でやってほしいと。

基礎疾患はそこで述べていって注意してやっていけばいいんじゃないかということなのか、

ちょっとそこら辺のところをお聞きいたします。よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村さん。 

○健康保険課長（飯村正則君） 藤咲委員さんのご質問にお答えさせていただきます。 

 まず、今のご質問なんですけれども、町外にかかりつけのお医者さんがありますよとい

うことで、そこでやりたいんですというようなお話だと思うんですけれども、これにつき

ましても、ちょっと今、毎週のように極めて変わっておりますので、原則論でお話しさせ

ていただきます。 

 基本的には、城里町民は城里町の住所地、要するに城里町で用意する医療機関、もしく

は集団接種会場での受診が原則となります。ただし、ふだんから慢性疾患、特にここでも

どこまでの範囲というような明確な答えがまだできていないんですけれども、その場合に

は、かかりつけのお医者さんで受けてもいいですよというような回答はいただいています。 

 ただ、今何でそこまで踏み込んだお話ができないかといいますと、ワクチンそのものが

市場にほとんど出回っておりませんので、具体的な実例がございませんので、ちょっと私

どもとしましても、これ以上のお話は今のところできなくて本当申し訳ないと思うんです

けれども、今日現在ではこの回答ですみませんけれども、ご了承願いたいと思います。 

○委員（藤咲芙美子君） 分かりました。後でまた何か追加がありましたら、質問をして

いきたいと思っております。 

○委員（小圷 孝君） あれ２月１日から準備室ができて準備していると思うんだけれど

も、そういう語れないような準備なの、町でやっているのは。やはり今言ったように、イ

ンフルエンザなんかどこでやったって、そういう形で、城里町辺り、病院の先生が確保し

てくれて、確保ができて、個人的にだからどこかでできるという前向きな自信があるの、

担当課として。 

○委員長（薗部 一君） 飯村健康課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 小圷委員さんのご質問にお答えさせていただきます。 
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 今回やっているのは、普通のインフルエンザのワクチンではございません。新型コロナ

ワクチンでございますので、全て全量は国の管理となっております。ですので、普通の一

般の開業医のお医者さんが勝手に入荷したり、取り扱えるものではございませんので、そ

こだけ勘違いのないようによろしくお願いしたいと思います。 

○委員（小圷 孝君） だから、町では病院の先生を確保できて、看護婦さんも全部確保

できて、64歳以上の人が本当に４月からできる、３月からできるという指示があってから

できるようになって、前も受けて町長が発表しているのに、それが本当にできるの。病院

の先生に頼めて、看護婦さんだのそういうスタッフを頼めてちゃんとできるのかどうか。

それだけちょっと担当課として聞かせてください。 

○委員長（薗部 一君） 飯村健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 今現在、城里町に医師会に加入されている先生方は５名

いらっしゃいます。ウワイ先生、シラベ先生、ヤマザキ先生、セキ先生、そしてヒロサワ

先生、この先生方５人にお願いいたしまして、実は４月の接種スケジュールは組みました。

１回につきお医者さんが２名ずつ、ローテーションを組んで看護師さんとセットで保健セ

ンターで接種するという内容は作ったんですけれども、ご存じのとおり、ワクチン届きま

せんので、全てお流れになったという経緯がございます。５月につきましても、これから

ちょっと先生方にご相談しなくちゃいけないんですけれども、同じように２名ずつローテ

ーションを組んでやっていきたいなというふうには考えているんですけれども、いかんせ

ん、何月何日にワクチンがいつ来るというのが分かりませんので、先生方のスケジュール

を抑えるにしても、ちょっとなかなか難しいものがありますので、そこだけちょっとご了

承願いたいと思います。 

○委員（小圷 孝君） 分からない話と、準備しておく     しているんだから、い

つワクチンが入って、いつから接種ができるというのは、担当課としてやっぱり前向きに、

町長はもう３月からできやんようになるなんて言って、町長のコメントで発表しているの

に、そういうのが何で遅れているの。やっぱり町民に知らせていないでしょう。だから、

      気でやると言ったんだから、その意気込みがどうなっているの。 

○健康保険課長（飯村正則君） ワクチンが入る、入らないの話はちょっと私は分かりか

ねますので、厚労担当大臣のほうに直接ご連絡いただいて、城里町に最優先でいただける

ように下支えしていただければ非常に助かるんですけれども、そこだけよろしくお願いい

たします。 

○委員（小圷 孝君） そこは逃げないで、確保すると言えよ。 

○委員（藤咲芙美子君） 今ちょっとワクチンのことについてなんですけれども、ワクチ

ン接種のお部屋については、特別にきちんと設定されていると思うんですけれども、アナ

フィラキシーショックを起こしたときに対応できるような酸素とか、薬とか、それから看

護師さん２人だけで本当に大丈夫なのかなというのを、ちょっと今ふと思ったんですけれ
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ども、そこら辺の用意としては、確保はできているんでしょうか。 

○委員長（薗部 一君） 飯村健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 今、藤咲委員さんのご質問にお答えいたします。 

 まず、アナフィラキシーショックを起こしたときの対応でございますが、やはり医師１

人体制だと、万が一ショックが起きたときに対応ができないという意味からも、２名体制

ということでお願いしたいという医師会からの強い要望がございました。 

 あと、ショックを起こしたときの機材類、酸素ボンベ等につきましては、この間、先月

補正をいただきました予算の中に計上されてございます。既にもう発注は済ませておりま

す。そういった薬剤類、ご存じかもしれませんけれども、エピペン等を使うというような

お話でございましたので、これは医療機関でないと購入できませんので、七会診療所のほ

うに依頼をして、もう既に用意をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（藤咲芙美子君） 酸素なども用意してありますか。 

○健康保険課長（飯村正則君）      、購入       。 

○委員（藤咲芙美子君） 分かりました。 

 じゃ、こども福祉課に。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲さん、ちょっと休憩を取りたいんですが。 

○委員（藤咲芙美子君） ああ、そう。じゃ、はい。 

○委員長（薗部 一君） 10分。 

午後 ２時２２分休憩 

────────────────────────── 

午後 ２時３２分開議 

○委員長（薗部 一君） 休憩前に引き続きまして、会議を続けたいと思います。 

 藤咲さん、失礼しました。 

○委員（藤咲芙美子君） すみません、じゃ、こども福祉課でお尋ねいたします。 

 39番ですけれども、ななかいこども園の管理に5,522万というのは、具体的な説明をし

てほしいということと、子供の人数が少ないと聞いているんですけれども、今後の推移は

というようなことでお聞きいたしました。 

 回答の中には、いろいろ例年4,000万程度の運営費、行き過ぎるということなんですけ

れども、職員及び会計年度任用職員の人件費がこれまでより増加しているということで起

因して5,522万となっているということなんですけれども、ちょっと人件費にしていても、

ちょっと人数的に見て、人件費が多いのかなというのを感じまして、質問を再度していき

ます。よろしくお願いします。 

 それから、あとは５年待たずに民間施設に移る可能性もあるという試算をされているよ

うですが、もしかしたら閉鎖されるかも、迫られるかもしれないということなので、とに
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かくななかいこども園については、少し私も何とかこのままでいって進んで実施設計をし

てしまうようなことではちょっと困るなと思うので、再度質問をいたします。 

 それと、もう一つ、予算書にはないんですが、水害、災害時の避難訓練は行っているの

でしょうかということでお伺いいたしました。避難訓練をこれから行うと、徹底していく

ということなんですけれども、質問です。 

 要支援者の名簿は預かっているのか、それともどのように民生委員の方、区長さんたち

としっかり連携が取れているのかどうか、今、災害や水害、風害、何でもいいんですが、

その災害とそれから原発事故による災害時の避難誘導とか避難訓練、そのようなことも全

て要支援者に対する対策はできているのかどうかということをお聞きいたします。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課長、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ただいまの藤咲委員のご質問ですが、まずこども園の

管理に5,000万を超えている経費がかかるということでございました。人件費につきまし

て、ただいま職員は正職員が４名と、会計年度任用職員が７名の11名体制になっておりま

す。こども園等の場合は、年齢ごとに配置基準というものが決まっておりまして、例えば

零歳児ですと３人の児童は１人で、１人の保育士が見なければならないということで、基

準に見合った人員の確保をしているところでございます。 

 臨時職員から会計年度任用職員というようなことに変更に制度が変わったこともありま

して、処遇の改善がされております。これまでは実績として4,000万台の中で推移してい

たところですが、３年度の予算につきましては、人件費分の増がございます。その中で

5,522万ということでございます。増については、人件費というふうになっております。 

 ２番目の５年後の人口推移なども含めた閉鎖なども視野になるのではというようなお答

えなんですが、ななかいこども園、実際に今年度の当初で27人の園児が登園しております。

実際のところ、赤ちゃん応援給付金など、国の定額給付金に  て支給している出生時の

10万円の支給額を見ても、現在までに４月後半から該当になるお子さん、３月については

２月末までで63人出生しておるんですけれども、常北地区が47人、桂地区14人、七会地区

が２人というような出生数で、合計63人になっています。出生数については、例年ここ直

近では70人台というようなところなので、そのあたりも、また七会地区については、出生

数が少ないという実情はございます。27人と申し上げました園児も、あと３年後には17人

ほど卒園の予定でございますので、今後、入園者数が少ないとなると10人台というような

ことで、保育や教育などのちょっと集団的なものが難しくなるという可能性はございます

が、入園者数ゼロ人というお話ですが、３月の申請段階では、新年度は２人入園が今予定

されております。また、２次審査というものもございまして、４月１日入園までにはこの

３月で若干ですが、さらに上乗せになる可能性もございます。新年度については、２人の

入園というふうなことで、数年先を見通すというのはなかなか正確な数字は難しいんです
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が、今の傾向でいきますと、児童数は、正直なところ、減少するというような方向になろ

うかと思います。 

 それと、３番目の避難訓練のご質問でございますけれども、これは要支援というような

ことでご指摘がありましたけれども、高齢者とか障害を持つ方についての支援者名簿とい

うものは、長寿応援課と協力をしまして、整備はされております。この４月に新しいもの

を民生委員さんにお配りする予定でおります。民生委員さんも守秘義務がございますので、

そういった中で、活動の資料としていただくものでございまして、過去には社会福祉法人

聖明園さんと消防団との協力をいただいて避難誘導訓練などを行ったり、要援護者の避難

について訓練をした経緯がございます。ただ、水害とか原子力災害に特化したものとして

は、最近は行っておりませんもんですから、原子力などの特定の災害の場合は、屋内に待

機したままなどが有効というようなこともありますが、実際には一時的な避難所、あるい

は市町村によっては２次的な町外、県外の避難所まで設定をするというところもございま

す。こちらについては、地域防災担当と共同の中で、今後防災訓練、避難訓練等で要支援

者、援護者の避難確保を努力してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございました。 

 避難訓練は、そういうようなことで、これから少し煮詰めていきたいというお答えいた

だきました。 

 ただ、私、今回改めてお聞きしたいことは、要支援者というか、要するに福祉事業にい

る人たちとかそういう人たちは、単なる施設の人たちにお任せしているのか、それとも町

でそういう人たちがどういう動きをしているのかというようなことを確認しているのかと

か、そういうようなことだけちょっとお聞きしたかったかなと思っています。もし、要支

援者名簿とか、町ででも本当に要支援の人たちがたくさんいるんじゃないかと思いますの

で、そういう人たちが一人一人確認できて、一人も残さず避難ができるんであれば、でき

るようにしなければならないんだと思うんですね。ですので、その辺のところを具体的に

要支援者はどのようになっているか。高齢者だけじゃなくて、要支援者というのは、精神

的にも、肉体的にも、身体的にも弱い立場にある人たちが、ちゃんと町で把握できている

のかというようなことを、ちょっと心配をしていましたので、そこら辺のところをお答え

いただければと思います。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井栄一君。 

○福祉こども課長（増井栄一君） 再度の質問の件でございます。 

 災害時の要援護者につきましての件でございますが、まず施設に入っている方について

は、第１段階としては、施設の従事者での避難になろうかと思います。その後、町のほう

で安否確認等も含めて、福祉避難所として運営していただいた中での確認をしてもらえる
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方向でございます。 

 施設外でございますが、基本的には家族のいらっしゃる場合は、家族での避難の見守り

ということになろうかと思います。その施設外の方の第２段階としては、民生委員とか地

域での見守りと、さらに町での避難の確認というようなことになります。 

 精神的なハンデを負う方、肉体的に難しい方などは、町と民生委員さんの協力や地域の

協力をいただきながら、町のほうで確認をしてまいりますが、今のところ、あくまでも想

定の段階ですので、実際に避難するというような状況の中で、やはり地域での訓練とか町

全体としての訓練というのは、今後必須になってくるのかと考えますので、そちらについ

ても何らかの方法を早いうちに検討しまして、実施に向けて努めてまいりたいと考えます。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございます。 

 どうしてもちょっと要支援者のところが必要なので、名簿とかそういうのをきちんとで

きているのか、区長さんとか民生委員さんとかきちんと確認できているのかどうか、そこ

のところはやっぱりこれからやっていかなければならないところだと思いますので、抜け

ることのないよう、県でも随時やっていますので、そういうところきちんとやっていただ

ければいいかなと思っています。ありがとうございました。 

 それで、ちょっと課が違うんですけれども、いいですか。町民課に質問を聞きたいこと

があるんです。 

○委員長（薗部 一君） どうぞ。 

○委員（藤咲芙美子君） 町民課でちょっとお聞きしたいんですけれども、予算書の63ペ

ージに、生ごみの処理について、前回でも私、質問いたしました。生ごみの処理機購入で

す。これを出しているというようなところ、42万円ということなんですけれども、この生

ごみ処理機というのは、本会議の中ではちょっと町では業者は設定していませんというよ

うなことをお聞きいたしました。しかし、これ何で急に今生ごみ処理機でやらなければな

らないんだろうと思ったことと、何でかということが１つ。 

 それから、あと、幾ら３万円の補助があるからといっても、自分の情報を全て丸投げし

て町に上げてもいいですよというような念書、誓約書を書かせられるようなことが何でそ

こであるのかというようなこと。 

 それから、本当に買うのはどこか指定されていますかと言ったら、指定はされていない

と言うし、その生ごみ処理機について何がどのようになって、何でというその経過が全く

見えない中で、生ごみ処理で42万円計上されて、そしてその中身見ると、町民に対する、

課されるものが非常に重要なものが書いてあるんですけれども、あのことというのは何な

んでしょうね。ちょっと全く分かりません。何で急にこの生ごみ処理機購入費が出てきた

のかが分からない。それから、何であんなに町に個人情報が漏れてもいい、情報を全て丸
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投げしますみたいな言い方がされているのかというようなことがちょっと納得できなくて、

お聞きしたいなと思っています。よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） 雨宮町民課長。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 生ごみ処理機の購入は、環境センターの負担増を減らすため

に、ごみの減量化の対策として１つ検討いたしました。導入に踏み切って、県内の市町村

で44市町村のうち、37ぐらいの市町村で実施しています、実質、既に。城里町も今回から

導入しようということで、ごみの減量化につながるという観点から導入を検討しました。 

 品物の会社が決まっている、決まっていないというのは、これは普通の電気店に行って

買ってもらうとか、インターネットとかで買うとかということもあります。あとは、コメ

リさんとかそういうところでも買えます。ということで、買うものに関しては、個人の自

由というか、選ぶ権限は個人にありますよということで決めていません。 

 電気式とコンポスト型というか、畑にだから置いておいて肥料を作るようなのもありま

すので、それは安く購入できるので3,000円の補助と、電気式は15万円ぐらいするやつも

あれば、８万円ぐらいのものもありますんで、半分の上限３万円ということで、２分の１、

上限３万円ということで補助額が決定いたしました。 

 という経緯で、あと、個人情報についてですけれども、個人情報は、一応これ補助金と

いう観点、給付金ではないので、税金の滞納とかそういうのがある場合にはちょっとでき

ないかなということで、税金等は税務課とかの帳簿を見せてもらうということから、本人

の了解なしでは、個人情報を町民課としても取れないので、一応了承を得るという意味で、

そこのところがついております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございました。大分解明できました。納得しました。 

 しかし、どうしてもやっぱりあそこの文章で、検査及び何かいろいろ書いてありました

ね、誓約書が。こういうことがあって、町に聞かれても、町で誓約書に書いた情報は全て

町に申し上げますというような、そういう念書が書いてあったということが非常にちょっ

とびっくりしたものなんです。ですので、本当にこんなに毎回毎回補助を受けるのにそこ

までやるのかというようなところがちょっと感じたもんですから、ちょっと質問をいたし

ました。町から補助を受けるものというのが、大体みんなそのようにして念書まで書いち

ゃうんでしょうか。何か非常にどきっとするような内容が書いてあったので、ちょっとび

っくりしました。 

 これは、生ごみは議案書だったでしょうか、ちょっと私、ありましたよね、報告でした

か、報告でしたね、報告です。報告９号の３ページに、個人情報保護法に基づく承諾、こ

れじゃない、何か非常にびっくりする言葉が出ているんですよ。ここです、説明書の３ペ

ージ、第５条関係でありますね、生ごみ処理機購入補助金交付申請書、これはこういう申
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請書を出さなければならないというのは分かります。領収書の添付などもしなければなら

ないというのも分かります。これは添付する場所も書いてありますので、しようがないか

なと思うんですけれども、３ページの個人情報保護法に基づく承諾という、本申請に当た

り、私に関係する―私に関係するですよ―、私に関係する種々の個人情報については、

本制度の手続一切に―一切にですよ―関する限り城里町に提供し、一切に関する限り

提供してしまうんですよ。審査、検査、各種連絡等に限り利用されることを承諾いたしま

すと、全て丸投げじゃないですか。 

 これは、何かこんなことをやるんですかというのはちょっとびっくりしちゃったんです

けれども、こういう言葉を町民に求めるということはどうなのかなと思います。こういう

ような経験はあるんですか。それとも何かにやった経験があるんですか。もしやっている

んであれば、ちょっとびっくりするような内容だなと思ったんですけれども、それとも今

回が初めてなんでしょうか、お聞きいたします。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 通常、補助事業の場合、承諾書の場合、文言はこれを使って

いるんですけれども、これで言う本制度の手続一切というのは、本制度の手続に関するこ

となので、これは４条の４項で言う町・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険

税に滞納がない者と、これに限る者。逆に言うと、この件に関することというのはこれだ

けなんですよね。一切というのは、これに関する一切なので、ほかのことではなく、この

町・県民税とかこういうここに明言してあるこれに関することだけという解釈です。一切

というのは、これに関する一切ですから、こういう理解をして了解いただきたいなと思い

ますが。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん、申し訳ないですが、これ報告の中ですので。 

○委員（藤咲芙美子君） いや、報告の中でも、予算書に書いてありますから、予算書の

中から歳出の中から出ているものですので質問いたしました。ごめんなさい。じゃ、分か

りました。 

 ただ、ここのところ、もう少し別な書き方にしていただければいいかなと。私でも間違

うようなことがあったんでは、ちょっと町民にも不快感を与えるのではないかなと思いま

すので、変えていただければいいかなと思っています。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） ありがとうございました。 

 加藤木委員。 

○委員（加藤木 直君） それでは、ばっと質問のほうだけ全部言っちゃいます。 

 まず、まち戦、３ページ、通し番号27番、元気アップ振興券事業ですけれども、１億

400万、これ第３弾は確か専決でやっていますよね。それで第４弾だと思うんですけれど

も、まずこの金額は国からコロナ対策で来るのかどうかがまず１点。 

 それと、いつ頃、この第４弾をやられるのかというのと、そのとき、これは印刷をかけ
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ますよね。印刷かけると、これはもう印刷かけた時点で金券なので、5,000円なら5,000円

の金券ですよ。ですから、この取扱いについては、ちゃんと枚数は何月何日現在の、これ

は常駐人口じゃなくて住基かな、住基でやっていますね、住基人口の１万八千何人とかと

いうちゃんとした１桁の数字まで掌握された中で印刷をかけているんだとは思うんです。

そういうものは、これはどこでまず印刷を、どこの組織で、町店でお願いするのか、商工

会でお願いしてやっているのかは分かりませんけれども、その辺のところもちょっとお伺

いをしたいということ。それと、ちゃんとした管理をしていただきたいなというふうに思

います。 

 それで、幾つかあるんですけれども、じゃ、ぱっといきまして、まず、通し番号48番、

総務課です。水難救助のゴムボート、これ従来のゴムボートがどのようにされるのかお伺

いします。 

 それから町民課、52番の交通指導車の購入ですけれども、老朽化した交通指導車の更新

を行うと、420万、これ電気自動車は何台買われるのか。それと、あと充電、これ電気自

動車ですので、当然常に終わったら充電する場所があると思うんですけれども、そういう

場所も必要だと思いますので、専用の場所はどこの辺に予定をしているのかお伺いします。 

 それと、財務課、79番、町有地の管理業務ですけれども、これ7.2ヘクタールの財務課

が所管分25か所ということなんですけれども、景観の保全ということで、七会にあった田

んぼ、前の幼稚園のところありますよね、昔の幼稚園、七会時代の幼稚園。それから、七

会で先日までやっていた診療所、こういうところも入っているのか。それから古内の小学

校とかいろんなもう既に使われていない小学校ございますよね。こういった場所もちゃん

と管理をされているのかどうか。 

 それから、聞くところによりますと、前の123号線ずっと手前坂がありますよね、そこ

に。その手前坂ののり面というのは町有地だというふうに聞いているんですけれども、そ

ののり面の草刈り等も当然行われているんだと思うんですけれども、これは景観等の保全

のためであれば、当然これ手前坂当たり、一番目立つところですので、ちゃんと管理をし

ていただきたいなというふうに思います。これちょっと回答願います。 

 それから、81番、公用自動車の購入ですけれども、昨年の予算たしかワゴン車１台と軽

４台で671万円の予算だったと思うんです。これ実際には５台で幾らかかっているのか。

それからドライブレコーダー使われているのかどうかもお伺いしたい。 

 今回、３台ということなんですけれども、昨年５台で、今年３台で、そんなに20万ぐら

いしか違わないので、この内容もお伺いしたい。 

 それから、83番、これ公用バスの洗浄業務ですけれども、委託料、これは委託料という

のは業者なのか、どこかに消毒するのをお願いするのかなというふうに思いますけれども、

これはたかが何人か乗った後に、このバスを使った後に消毒するものだと思うんですけれ

ども、これは職員ではできないのかどうか、シュシュッとやって。この除菌、たしかまち
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戦で、前、休み明けのときは自分たちでやったと言っていましたよね、事務所は。ですか

ら十分にできるのかなというふうには思っているんですけれども。 

 それと、長寿応援課、110番、配食サービスですけれども、これ１食600円ということに

なっております。私もこの配食サービスのボランティアをやっておりまして、それで１人

がそのところにお弁当を配るんですけれども、これ１人当たり600円というと、何名かの

おばちゃんたちでこれを作っているんですよね。そうすると、これ食材が600円だと思う

んですけれども、そうすると、600円の食材は結構、１日大体、一月に190食ぐらい作って

いるので、そんなにいいものがあったのかなというふうに、中身見るとあるんですけれど

も、これもちょっと昨年は１食幾らぐらいだったのか、ちょっとお伺いしたいですね。 

 それと、105番の敬老事業なんですけれども、これ記念品は今年はどういったものを使

われるのかもお伺いをしたいと思います。 

 それと、106番の老人の訪問事業ですけれども、これ11名分ですよね。月額19万円で多

分入所者数は11名分だと思うんですよね、逆算すると。そうすると、昨年何人ぐらいの方

が利用されたのかということと、それと11名で本当に足りるのかなと、11名分で。このコ

ロナ禍の中、これがちょっと心配です。 

 それと、あとは皆さん聞かれましたので結構です。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） ありがとうございました。 

 小林まちづくり戦略課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） まずは、３ページの元気アップ振興券についての

ご質問に回答させていただきます。 

 これにつきましては、第１弾、第２弾の余りということで、専決で３回目のほうは既に

承認のほうでお願いしているところであります。これにつきましては４回目ということに

なります。といいますのは、今後１億6,500万円ほどまた入ってくるというような中で、

町内の事業者さん、特に国のほうでは飲食店がどうのこうのということで言われています

が、城里町のほうに飲食店も少ないという中、また中小企業の固定費等々とか98件、三千

何百万の支出をしているということでございまして、それについても引き続きやると。そ

うした中で、やはり長く不況の中で、町民全体に配るのは公平に配れるのは地域振興券か

なと。ある程度、前回の実績を見ましても、98％というようなことで、利用もかなり多く

なってございますので、これが一番効果的であるかなというふうに考えてございます。 

 人数的にはちゃんとの把握をしてございまして、２月１日現在で１万8,917人、7,889世

帯というようなことで確認はしてございます。１弾、２弾につきましても、人数のほうは

把握していまして、若干ぎりぎりのところで、１万9,000とかという数字でやってござい

まして、在庫管理のほうもきちんとしていまして、戻ってきた封筒については、基本中身

を開けないで、その封筒のまま保存しておいて、取りに来られる方には渡しているという
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ようなことで、３階のこの先の鍵のかかる金庫で全て管理してございます。 

 また、偽造防止ということで、いろいろな方法があるんですが、一番説明しやすいのは、

この１万9,000人、人数分掛ける10枚になりますかね、500円で。全て通し番号で番号を振

っていますので、最終的に何かあれば、その番号全部取っていけば、ダブりのない番号に

なっていますので、その辺のところで犯罪が起きれば、ちゃんと確認もできるような体制

は取ってございます。２枚として同じ番号のものはございません。 

 印刷等については、そのようなことで慎重を期して、仕様書の中でもうたってございま

して、印刷等、換金については、商工会のほうでお願いをしてやっていただいております。

商工会で作ってきたものを我々のほうで袋詰めして、郵便で送っているということでござ

います。 

 国の補助でございますけれども、今回１億402万1,000円に対しまして、現在充当してご

ざいます国の交付金が9,033万3,000円を充当してございます。残りの分につきましては

1,368万8,000円ほどあるんですが、事務費とかその他もろもろ、100％になかなかならな

いのものですから、その辺のところで見越した一切のほうも入れているということでござ

います。 

 あと、いつ頃ということにつきましては、第３弾を６月から８月末ぐらいで予定してご

ざいますので、その後、状況を見て12月暮れ頃が一番いいかなというふうには思っており

ますけれども、コロナの情勢も見つつ、発行については検討していきたいと思いまして、

今のところは決まってございません。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） 鯉渕総務課長。 

○総務課長（鯉渕和己君） 48番の水難救助用ゴムボート購入事業ということでご質問で、

今までのはどうするかということでございましたけれども、先ほどの説明の中でもありま

したように、今現在、船外機がついている船が２そうございます。１そうにつきましては、

中台の第４分団の所有ということで、そちらのほうに預けてあるという形ですけれども、

もう一台のほうは桂地区ということで、桂支所のところにユニック車に積んだまま置いて

あるということであります。 

 今回、桂地区のボートの購入を考えているんですけれども、船外機については、今まで

のものを使います。船体だけゴムボートを購入します。今までの船体については、ちょっ

と今のところまだどうするかは決まっていません。これからの検討になります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 52番、交通指導車購入ということで質問いただきましたけれ

ども、電気自動車ということで、これは１台でございます。ちょっと高いんですが、これ

パトカー仕様ということで、オプションで60万ちょっとぐらい回転灯等がつくようになっ
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ています。 

 駐車場所なんですが、一応コミセン西側の屋根つきの車庫がありまして、そこには200

ボルトの線が来ているらしいので、コンセントを設置するだけで使えるようになるという

ことで、総務課のほうとは協議しています。 

 ちょっと高いんですが、一応カーボンニュートラルということで国のほうでいたしてい

るのに合わせて、町民課ではちょっと関係を持っていますので、その部署として今回導入

させていただきたいということで、維持費の話をしますと、1,000キロ走行で大体電気代

が、町の電気契約が15円から16円、季節によって違うんですが、16円ぐらいなんですよ。

16円で実際には１キロワットアワー当たり6.5キロ。実際に、私、電気自動車に個人的に

乗っていますので、それでいくと、１キロワット当たり6.5キロぐらい走るんですよ。そ

うすると、計算上1,000キロ走って2,464円というような概算的な数字が出ています。年間

は、今、廃車する車が30年乗って９万キロぐらいなので、年間3,000キロぐらいというよ

うな計算になりますので、燃費というか電気代は１万円ぐらいかなということで、そのほ

かにかかる費用というのはほとんどありません。車検ぐらいです。車検も一番安いパター

ンです、エンジンがありませんので。 

○委員（加藤木 直君） まだ終わっておりませんけれども、そうしますと、これ新車で

購入するということで、交通安全の指導車ということですね。これは、ドライブレコーダ

ー、当然ついていますよね、つきますよね。こういうものほど。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 入札の段階でちょっと検討します。 

○委員（加藤木 直君） できるだけつけるように。 

○町民課長（雨宮忠芳君） はい。新しい車なので、もしかすると、オプションじゃなく

て、最初からついている可能性もありますので、その辺はちょっと検討します。 

○委員（加藤木 直君） お願いします。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長。 

○財務課長（舩橋行子君） すみません、加藤木委員さんのご質問で、79番の町有地管理

業務ということで、除草の件でございますけれども、財務課所管ということでご理解をい

ただきたいのですけれども、おっしゃられたその手前坂のほうは、こちら財務課所管とい

うことで除草作業を行っております。閉校小学校は出口小学校と七会西小の２校のみで、

それ以外は教育委員会ということになりまして、そのほかサクサンしたグラウンドである

とか高久・石塚地区、その辺の除草作業ということで、今回はちょっと２回の除草作業を、

とても２回では間に合わないというところを少し回数を増やしたところがございまして、

金額的に追加になっているところがございます。 

 それから、公用自動車等の購入ということでございまして、今回は３台ということなん

ですけれども、昨年は５台なんですが、昨年は１台は乗用車、あと４台が軽トラックと軽

自動車だったんですね。それで、今年度なんですけれども、今年度は軽自動車２台ともう
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一台の乗用車、この乗用車のほうなんですけれども、通常の価格よりも３台分ぐらいかか

るぐらいの金額になっておりまして、その乗用車分で金額が３台なんですけれども、結構

金額的に上がっているのはそういう状況でございます。 

○委員（加藤木 直君） これ高いやつ、１台。 

○財務課長（舩橋行子君） １台高いです、議長車です。 

○委員（加藤木 直君） これドライブレコーダーは。 

○財務課長（舩橋行子君） ドライブレコーダーは、３台とも次年度からは新規で入れる

車につきましては、ドライブレコーダーを設置するということでさせていただきたいと、

これ新車につきましては、全車入れていきたいということで、予算の中にそれも込みで入

札を行うということで方向で考えてございます。 

○委員（加藤木 直君） 来年度からは全車。 

○財務課長（舩橋行子君） 新車につきましては、この財務課のほうでは入れているんで

すが、ほかの課のほうにその辺のほうを周知しておりませんので、町民課とか長寿応援課

でも車を買うことにはなるんですけれども、ドライブレコーダーは入れられれば入れる方

向でということでお願いしたいと考えております。 

○委員（加藤木 直君） 高いからな、ドライブレコーダー。なかなか入れられないよな。

オーケー。 

○委員長（薗部 一君） 小圷さん。 

○委員（小圷 孝君） 非常に高い車を買うなんていうような話で話聞いたんだけれども

…… 

〔「まだあります、残っていたんです」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） すみません、長寿応援課、井上さん。 

○長寿応援課長（井上 優君） 105番の敬老事業ですけれども、今年、令和３年度につ

きましても、お茶とおまんじゅうで一定今のところは考えております。 

 106番の老人保護措置事業なんですけれども、令和２年度の見込みは、見込みですけれ

ども、10人ということですので、予算上は11人で計上させていただいております。 

 あと、110番の配食サービスなんですが、昨年も600円ということで単価はなっておりま

す。今年、令和３年度につきましても、600円で計上しているんですけれども、若干です

が、材料ばかりじゃなくて、パックというかそういうものと、あと保菌検査代ということ

で20万弱ですけれども、そういうものが含まれたもので、お１人当たり、１食当たり600

円という単価の設定になっております。 

 以上です。 

○委員（加藤木 直君） 材料以外のものが入っているということね。分かりました。終

わります。 

○委員長（薗部 一君） じゃ、小圷さん、すみません。 
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○委員（小圷 孝君） 高い車、本当におめでとうございました。赤い車は、本当去年、

町民課で1,400万のダンプ、２トン車の車、見積り取ったら、実際に買ったら670万ぐらい

の２トン車で、し尿処理場で買ったのが、今年になったら環境センターで運営していて、

し尿処理場のやつがなぜ環境センターに、運転手が環境センターのほうでし尿処理場のや

つを運ぶのは、委託は幾らもらっているんだか、予算見ているんだが全然出てこない。本

当に残念だなと思うんだけれども。 

 ちょっと131番から137番、これは県の補助金の事業なのか、国の施策なのか、どっと見

ていると、全然どこに当てはまるのかな。国の事業なのかな、県の事業なのかな、町独自

の事業なのかな、１つずつちょっと説明してください。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井さん。 

○福祉こども課長（増井栄一君） 小圷委員さんの131番から137番までという事業内容の

国・県・町の事業内容についてということですが、まず131番の児童手当支給事業は、国

のほうで行うものでございまして、実際にこの支給の割合については、年齢ごとで細かく

分かれているんですけれども、おおむねで言いますと、国がこの事業については６分の４

になります。県と町が６分の１ずつになりまして、３年度については、支給対象が1,629

人ということで、昨年度の当初はこれより80人ほど多かったということで、今年度はちょ

っと事業費としては減額になっております。 

 132番の民間保育所等運営費補助事業については、町独自の事業でございます。民間の

１つの園に50万円の運営の助成ということで、遊具とか運営に係る費用について充当して

いただくもので、事業計画をいただいて、事業実績報告に基づいて１園当たり50万円を支

給しております。 

 133番の１号・２号の認定者給食費補助ですが、こちらは町独自の事業になっておりま

して、全額町が負担しております。３歳から無償化が始まったことによりまして、給食費

の副食費、おかずなどが給付費から外れたものがあるものを含めて、全て町で見るという

ようなことで、１号認定者、こちらの幼稚園部門について6,000円、２号認定者の保育園

部門の３歳以上の子供になります。３歳から５歳までが同じく6,000円ということで、合

計人数がそれぞれ１号75人、２号が201人ということになります。 

○委員（小圷 孝君） これは、何施設にやっているの。 

○福祉こども課長（増井栄一君） これは、町に住んでいる園児全員ですので、例えば町

内の園に入っている町の園児には全員に入りますし、町から外に出ている町外の施設に入

っている児童についても対象になっております。 

○委員（小圷 孝君） これ上の子供に七会保育所が入れてないんだけれども、何で３園

なの。 

○福祉こども課長（増井栄一君） ななかいこども園については、公立園ということで、

全て町の財源でございますので、補助が発生しないというようなことで、民間の運営に関
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しての補助になっております。 

 134番の民間保育所等の乳児等保育事業費の補助でございますけれども、乳児の保育に

従事する保育士の雇用に対する助成でございまして、これは県のほうの事業になっており

ます。備考欄にありますように、入園児童数に3,900円を掛けたものを民間のこども園等

に助成しております。そして、県が半分、町が半分負担しております。実績としましては、

37人、町内の３園に対象児童さんがおりまして、3,900円掛ける37人掛ける12か月分とい

うことで173万2,000円ということになっております。 

 135番の子ども・子育て支援交付金事業費補助でございますけれども、こちらは、延長

保育園型病児保育といいまして、こども園等には登園したんだけれども、急遽熱が出てし

まって、保護者などが来るまでの間、看護師が診ているなどというような看護師の配置、

また一時預かりや子育て支援拠点といいまして、こども園に入園していなくても、地域に

住んでいる保護者が子育てで悩んでいたりする場合にどういったケアをするかとか、保護

者に対して相談業務を行っているこども園に対して助成できる事業でございまして、こち

らは国と県と町が３分の１ずつこの事業費を負担しております。 

 136番の保育対策総合   運用費の補助でございますけれども、保育の充実を図るた

めに保育士の資格はないんですが、補助として保育士の下で保育をする場合に助成する制

度でございまして、こちらを使っている園が町内である場合に使われるものでございます。

それが保育体制強化事業の240万と保育環境の改善ということで150万円の390万円を計上

しているんですが、①のほうの教育体制強化については、国が半分を出しまして、残りは

県と町が半分ずつ、４分の１ずつということになります。保育環境改善事業のほうについ

ての150万円のほうは、国が全額負担ということで、県や町等の負担はございません。 

 137番の施設型給付費事業です。こちらについては、保育所や認定こども園の運営費を

助成するものでございまして、運営に係る費用、保護者が支払う教材費とかそういった自

己負担分を除いたものが全て国と県と町で負担するようになっていまして、保育園等の施

設に対して国が２分の１、県と町が４分の１ずつ運営費を出し合うものでございます。 

 以上が負担の割合になっておりますが、町独自で行っているものがこの中で132と133と

いうことになります。それ以外のものについては、国が本来行うべきものを町が行ってい

るというようなものもございまして、国の負担割合が高くなっております。 

 以上です。 

○委員（小圷 孝君） ありがとうございました。 

    まで町独自でやっている事業はありますか、こども園、この一覧表の中で。 

○委員長（薗部 一君） 福祉こども課、増井栄一さん。 

○福祉こども課長（増井栄一君） 障害関連のものですと、やはり国が行うものを県・町

が行っているので、国の負担割合が高いというものがあるんですが、この中で町独自で行

っているとなると、児童の関連ですと124番が、失礼しました、124番についても、国と県
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と町が３分の１ずつですので、この中で行っているのは126番の次世代育成支援費になり

ます。次世代育成支援金については、第３子以降が生まれた場合に、お祝い金として10万

円を現金で、振込みにはなりますが給付するものでございまして、その３子以降が３歳に

到達したときと６歳に到達したときの都合３回、二、三歳児以降の子については、１人当

たり30万円を保護者に支給するというものが、これが町独自の事業になります。この項目

の中では、126番というようなことでございます。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 小林委員さん。 

○委員（小林祥宏君） 単純な質問ですけれども、ページ４の32番、観光施設の管理運営

費のところで、先ほど関議長のほうからいろいろ質問がありましたうぐいすの里のページ、

これは、そのまま放っておいては、これからビーフラインが観光をするということなんで

すから、何とかあそこは相当お金をかけておくわけですから、野球場でもサッカー場でも、

      でナイター設備までできるようなお金をかけたところなんですよ。そういう

わけで、何とかこれ  に     あれを買うのか、返しちゃうのかというのは、早く

やったほうがいいと思います。それは、本当に関議長と同じ。 

 それから、調整池の81万5,000円、土地が購入されたというのは、土地だけではないん

でしょう、これは。 

〔「土地だけです」と呼ぶ者あり〕 

○委員（小林祥宏君） 土地だけ。どのくらい面積あったの、これ。工事も含むのかと思

ったんだけれども。 

〔「約500平米です。500平米で、町の単価が1,600円で……」と呼ぶ者あり〕 

○委員（小林祥宏君） それじゃ、あれかね、土地が滞っていたのは、全て終わったとい

うことね。分かりました。何とかこれ早急にお願いします。 

 それから、総務課にお尋ねしたいんですが、46番、ホース関係で火の見やぐらの撤去事

業ということを毎年やっておりますが、いつ完了するんですか、これ。あとまだ残ってい

るのか、その辺をお聞きしたいんですが。 

○委員長（薗部 一君） 鯉渕総務課長。 

○総務課長（鯉渕和己君） 火の見やぐらは、まだたくさん残っています。一応元が腐っ

てきたりとか、そういったものから危険が…… 

○委員（小林祥宏君） まだまだあるんだ。 

○総務課長（鯉渕和己君） あります。 

○委員（小林祥宏君） いつの頃、完了する予定というのは計画あるの、これ。 

○総務課長（鯉渕和己君） いいえ、特に計画的にやっているわけではないんですけれど

も。 

○委員（小林祥宏君） 危険を伴った場合にやっていくと。 
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○総務課長（鯉渕和己君） はい。 

○委員（小林祥宏君） 早くこれどっちにしても、みんな結局しなきゃならないんだろう。 

○総務課長（鯉渕和己君） そうですね、火の見やぐらは、今…… 

○委員（小林祥宏君） あと、それでかけて、ホースをかけなきゃならないからね。 

○総務課長（鯉渕和己君） そうです。 

○委員（小林祥宏君） 分かりました。 

 それから、先ほどもあれ財務課かな、９ページで、町有地の管理業務ということで、財

務課所管で完了していると。これは、昨年から見ると、土地の箇所が増えたんですか、そ

れしたやつが。 

○委員長（薗部 一君） 財務課長、舩橋君。 

○財務課長（舩橋行子君） 箇所数につきましては、確かに若干なんですけれども、増え

たのは増えてございます。ただ、この平米につきましては、高久地区と石塚地区のほうで

追加はございます。そのほかに、これまで町有地の除草作業をしていたのを、２回だった

ものを、回数を増やしたところがございます。それで、平米の面積が増えたところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（小林祥宏君） 25か所ね。 

○財務課長（舩橋行子君） はい。 

○委員（小林祥宏君） 昨年度が21か所だと思ったんだけれども、それが４か所増えたと

いうことだね。 

○財務課長（舩橋行子君） はい。 

○委員（小林祥宏君） 分かりました。 

 それでは、私は    で、会計課、お願いします。 

 141番、339万2,000円計上されているが、この銀行の派出業務の委託が変わると言った

が、どのように変わるのか。この辺をちょっと説明していただきたいと思います。 

○委員長（薗部 一君） 久保田和美会計課長。 

○会計課長（久保田和美君） すみません、銀行の派出業務が変わるということなんです

けれども、銀行がリテールステーション化になることによって、銀行のほうの行員さんの

ほうが多分支店のほうが減らされる関係でリテールステーション化になる。ほかの町村な

んかも、やはり派出のほうは派遣を廃止されまして、役場のほうで独自に会計任用さんを

雇用して対応するという市町村はやはり多いです。うちのほうも、今の現時点の４人体制

で銀行さんが来なくなってしまったんで、仕事のほうが回らないので、やはり会計任用さ

んのほうをお願いする考えでおります。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 小林委員さん。 
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○委員（小林祥宏君） 今までこの業務委託というのは、常陽銀行で110万の委託料だっ

たんだよね。そういう関係で380万2,000円かかるというわけ、予算が。 

○委員長（薗部 一君） 久保田会計課長さん。 

○会計課長（久保田和美君） 人件費だけで156万2,000円なんですけれども、あと使用料

という形で、今までですと、銀行さんのほうで現金のほうも運んでくれていたんですけれ

ども、要は石塚支店のほうで現金の取扱いは全くしなくなるので、現金取扱いの場合は、

うちのほうは大宮支店のほうを利用する形になるんですけれども、それで大きなお金を動

かすというと、いろんなことで安全上の問題もありますので、自動出入金機という機械を

委託して入れるような形を取るような計画でおります。それが207万9,000円と、委託料と

いうのは、今銀行さんのほうで両替機械というか、お金の計算機を持っているんですけれ

ども、それをそのままそっくり置いていってくれるということなんですけれども、それの

保守点検関係と、あと本年度、500円硬貨が変わるので、それの機械の中の操作をするこ

とによっているので、合わせて25万1,000円ということで、合計で389万2,000円のほうも

予算のほう入れさせていただきました。 

 以上です。 

○委員（小林祥宏君） はい、了解。 

○委員長（薗部 一君） 河原井委員長さん。 

○委員（河原井大介君） すみません、じゃ、相対的にちょっと質問させていただきます。 

 先ほど消防の物見やぐらと乾燥機のお話あったんですが、やはりちょっと計画的に進め

ていただければなというふうに思っています。あと、なたとかのこぎりもコーナンにあっ

たり、そういうことも昨年度ありましたし、いずれにしても、消防団の枠組みにおいては、

そういった相対的に装備も、消防団のところなんですけれども、そういったものも少し計

画的にやっていただければなというふうに思っています。 

 あと、鳥のインフルエンザ、ちょっとお聞きしたいんですが、鳥のインフルエンザにお

いて消防団員が出動した、一人頭何か１万円ほど県がお金くれるという話があるんですが、

ちょっとお話をいただければなというふうに思っています。 

 ちょっと続けて話しちゃいます。 

 ２つ目なんですが、先ほど議長のほうから地域おこし協力隊のお話があったと思います。

地域おこし協力隊は、諸澤化粧品だったり、ふれあいの里のピザ焼きをやったり、一部分

に後任の女性の方が作業小屋というか事務所を造ったり、あとは島家住宅をやってみたり、

今はアツマーレなんかやってみたりしているんですかね。なかなか先ほどその方々が住め

ばいいというのは、地域おこし協力隊だというふうにあるんですが、総務省に私確認した

ところ、地域おこし協力隊の一番の役割、一丁目一番地は、町外、つまり都市部から田舎

に住むときに、都会のお友達を田舎に連れてくることを地域で魅力を発見しようというの

が狙いなんですね。だから、そう考えたときに、いかに都市部から、町外から来た若者た
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ちがいかに表の方々を引き入れられるのかがポイントなんですよ。その方が住むんじゃな

くて、その人が住んでいる人が魅力を発信する、何百人も都市部から、特に言えば江戸川

区から連れてくるというのが一番話が早そうですけれども、というのが目的なんです。 

 となると、来年もう決まっているんだと思うんですが、２人雇用すると。この雇用目的

というのは具体的にどういうふうな内容になるのか、ちょっとお聞きしたいと思いますし、

プラスどのような仕事、要は雇用を１か月16日でしたか、十何日だか出勤ですよね。それ

の内容は、何をして、どういうふうな、いつ、誰が、何を、どのような地域おこしをして

いるのか。例えば、城里では商工会のマルシェをやったり様々やっているんですが、実は

その連携性は全くないんです。そういうことを含めて、そういうふうに検討するのかとい

うのを、来年度、今考えている範囲で結構なので教えていただきたいと思います。 

 もう２点でございます。 

 鳥のインフルエンザのときに、私たまたまちょっと知ったんですけれども、農政課なん

かには、実は作業服というのは貸与していない、していないんだそうです。ここに、実は

聞くと、城里町の職員の被服等の貸与規定というのがありまして、   だと土木建築関

係とか上下水道、あとは環境衛生業務に従事する役場職員さんたちは作業服をもらってい

るんですけれども、実は農林畜産関係とかは、ほっかむりで作業着ないんです。そういっ

た区別というのはあまりする必要もないし、実はたしか操法大会だか何かだと思うんです

けれども、多分消防費で、実はこの規定に中には総務課に、実は総務課も作業服は作って

いるんですけれども、この規定上は総務課は作業服が貸与されることは入っていないんで

す。多分恐らく操法大会か何かのときに合わせて作っちゃったんだと思うんですが、多分

消防費から。私は別に作ったことも、着ていることも、何も僕は問題ないと思っているん

ですが、ただ、例えば鳥インフルエンザだったり、そういったほかの農林水産部とか、農

業だとか、そういったものに対しては、貸与規定すぐに見直して作業服を貸与させる段取

りをすぐ私はやったほうが、区別する理由がないので、やられたほうがよろしいかなとい

う提案をさせていただきます。 

 ４つ目なんですが、七会地区の東京残土を埋め立てたペット霊園の跡地の話があったと

思いますが、それで土浦地裁にここの事業者から提訴されているという話がありますが、

それについて、ちょっと詳細を特別委員会に、ちょっと教えていただいてよろしいでしょ

うか。 

 以上です。お願いします。 

○委員長（薗部 一君） 鯉渕総務課長。 

○総務課長（鯉渕和己君） 河原井委員さんのご質問で、まず１点目が、消防団の設備と

か、先ほど小林委員さんからありました火の見やぐらの件、計画的にということでありま

すけれども、限られた予算の中での話になってしまうんですけれども、要求等はしていき

たいと考えています。確かに計画的に火の見やぐらがなくなって、備品等も十分に行き届
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くのが理想的なんですけれども、今、先ほども言いましたけれども、予算が全部通せるわ

けではないので、その辺はご了承いただきまして、安全のほうは計画的に進めていってい

るような状況ではあります。 

 それと、鳥インフルエンザの日当の件なんですけれども、まず、県知事から依頼があり

まして、消防団のほうにまたちょっと相談しまして、協力をするという形になったんです

けれども、そのときの話だと、消防団のデメリットみたいな形で支給するしかないのかな

みたいな話があったんですけれども、その後、建設業組合か何かから来ている人が、１日

１万8,000円ぐらいもらっているという話が来たものですから、県のほうに確認をしたん

ですね。そうすると、県の１日の作業単価みたいな形でもらっているというような話で、

じゃ、消防団もそれぐらい出せないのかというような話をしましたところ、一応出せると

いうことになりまして、今その請求をしている段階だと思います。実働時間が5.5時間で

ありますので、先ほどおっしゃいました１万円から１万2,000円ぐらいだったと記憶して

います。それは、城里町消防団で受けるんではなくて、消防団員で何か団体みたいなのを

つくっていただいてということで、そういう契約をして、県からお金が入ってきて個人に

支払うような形で払う今段取りをしています。 

 それと、作業服の件なんですけれども、確かに総務課のほうで何年か前に操法大会の事

務局をしたときに、事務局が非常に分かりづらいという形の中で作業服を作った経緯はあ

るようです。実際、今、建設業とか下水道とかという話がありましたけれども、実際は今

は作業服の貸与はしていないと思うんですけれども、ほかの現場を持っている彼らも。既

定を運用しているということなんですけれども、その規定をよく読んでいくと、多分問題

があるのは、都市建設課でいう現場をやっている人だけになってしまうのかなと思うんで

すけれども。 

○委員（河原井大介君） そうですか。私の場合は、鳥インフルエンザとかでそういった

状況で入っているとか、入っていないという話を聞いたものですから、それで、じゃ、や

っぱりこういうときは必要だよねと。一定の町の看板ですから、そういう意味合いも含め

てですから、もう一回そこは検討していただいて、運用していただければと思います。 

○総務課長（鯉渕和己君） 一応、防災服、作業服、後ろに城里町と蛍光で入っているも

のは多分全員持っているかと思うんですけれども、そういう中で、おっしゃったように、

ちょっと規定も含めて見直すというか、考えてみたいと思います。 

○委員（河原井大介君） よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） 町民課長、雨宮君。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 七会の盛土の件で裁判という形なんですが、ちょっと資料の

ほう、今日持ち合わせていないんですが、概略で言うと、損害賠償という民事を起こされ

ています。それに対しては、町としては争う意思があるという意思表示はもう裁判所に申

し入れました。４月17日に第１回目の弁論というか、そういうのがあります。それは、水
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戸地方裁判所土浦支部のほうで行われますので、そちらのほうには、私は出席予定になっ

ています。 

 以上です。 

○委員（河原井大介君） すみません、続けちゃって申し訳ないですが、その特別委員会

のほうに相手方の訴状、後でちょっと提出をいただければというふうに思っています。と

同時に、恐らく今年度中に裁判、民事訴訟は終わる可能性、来年度中ですね、３月までに

一定の判決は出るんだと思っているんですが、そういった中で、結構これは注視していか

ないと、かなり和解をしなさいと言われる可能性もあるかもしれませんし、ないかもしれ

ませんし、ちょっと分からないので、そのプロセスについては、その都度教えていただけ

ればというふうに思っています。来年度中には何かの変化があるということらしいので、

すみません。ちょっと注目したいと思っています。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 分かりました。地方裁判は大体１年ぐらい、その上に行くと

もっとかかるよということで、弁護士さんからは言われています。それは報告させていた

だきます。 

○委員長（薗部 一君） 小林まちづくり課長。 

○まちづくり戦略課長（小林克成君） 地域おこし協力隊の件なんですが、今現在２名を

雇うということなんですが、これに雇うということはまだ決まってございません。ただ、

先ほども言いましたように、今まではあまり目的、町のほうでこうしてくれ、ああしてく

れというような中で募集をしていなかったものですから、だらだら来たというのは確かに

あると思います。そうした中で、先ほどもお話ししましたけれども、特産物、農産物等の

販売経路の促進ですとか、トクシンとか、例えば何か目的を町のほうで示して、これにつ

いて３年間やって成果を出してくださいよというようなことで募集をしていければという

ふうには考えてございますが、そういうことで、今のところはちょっと内部でいろいろ考

えていることもございまして、もう４月からこれで募集するというのは、まだ年内に募集

できればいいかなというふうに、慎重に対応はしているところであります。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲さん。 

○委員（藤咲芙美子君） いいですか、すみません。 

 町民課にお伺いいたします。 

 先ほどはすみませんでした、これを荒らげてしまって申し訳ありません。 

 今度新しくできた環境センターなんですけれども、あそこにＡＥＤなどを設置はされて

おりますでしょうか。もしされていなければ設定していただきたいということと、あとご

みピットの中の臭いがかなり強烈という話がありまして、私もちょっと実際に行ってみて、

ごみピット内の発酵がちょっと強烈な臭いがあったものですから、できれば脱臭対策とい

うふうなことで考えていただければいいのかなと思っているんですが、その辺はどのよう

にお考えになっていますでしょうか。 
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○委員長（薗部 一君） 雨宮課長。 

○町民課長（雨宮忠芳君） ＡＥＤについては、現施設がついていなかったもので、今現

在はついていません。ただ、来年度予算はもうついちゃったんで、それは予算取れ次第、

対応したいと考えております。 

 臭いの件なんですが、一応施設としては臭いを外に出さないということで、この   

 の中で扉の前にはエアーカーテンとかと臭いが外に出ないような施設として、近隣に迷

惑はかけない施設として造られていますので、多少籠もるということはあります。一応、

月曜日とか焼却を燃している間は臭いを吸い込む機械も動いていますので、吸い込んでい

るのと、脱臭装置はついているのはついているんですよ。一応計画上もついていて、だか

ら月曜日とか土日休んでいて、月曜日はちょっと午前中は臭いとかというのはあるようで

すけれども、一応脱臭装置とそういうエアーカーテンとかそういうものは、吸い込み吸引

機というのは作動しています。 

 実際に、作業環境測定というのが年に２回実施していまして、物質的に問題があればそ

こで改善、命令というか、改善になると、これは法的なあれなので出てくると思います。

ただ、臭いに関しては、今のところ問題ないというか、基準自体がない、規制がないので、

それはなかなか物質的にアンモニアとかそういうのが出てくれば引っかかるんですけれど

も、臭いで引っかかるということはなくて、作業員に対しては、一応ごみ焼却場での作業

だということで募集かけていますので、一応了承の上で作業しているということで理解し

ています。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲さん。 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございます。 

 ただ、ＡＥＤについては、ぜひ設置していただきたいと思っています。 

 それから、ごみの臭いがちょっと半端な臭いじゃないというのをちょっと私自身も感じ

てきましたので、臭いも物質ですので、できれば対策を考えていただければと思ってはい

るんですが、とにかく開けたときに、後口でごみ入れるときに開けますよね、自動で開か

りますよね。そのときにすごい強烈な臭いが、ちょっと耐えられない臭いだなというのを

感じたんで、あの臭いは一時的なんだけれども、とにかくシャットするのはよく分かるん

ですが、何かもっと町民があそこに捨てに行ったときに、それで気分悪くなるなんていう

ことがなければいいなと、私は心配はしているんですけれども、何かもっと対策があれば

いいのかなと思っています。 

○委員長（薗部 一君） 雨宮課長。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 今現在、試運転中で、試運転するためにちょっとごみをため

過ぎている部分があるんですよ。まだ引渡し受けていなくて、実際には試運転をやってい

るという段階で、今後、町の運転、職員が運転して運用の中で、そういうためるごみを少

なくしたり何かして、対応なり対策なりをしていきたいと考えています。 



－７３－ 

 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございました。 

〔「最後の最後、１点、申し訳ない」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） どうぞ、議長。 

○議長（関 誠一郎君） 税務課に聞きたいんだけれども、固定資産税について、高等裁

判所に今訴えられているよう把握しているかどうか、それだけ教えてください。 

○委員長（薗部 一君） 税務課長、鈴木貴司君。 

○税務課長（鈴木貴司君） 今、関議長さんのほうからの質問なんですけれども、昨年、

太陽光発電用地の件で、那珂西地区の地権者から、太陽光施設としての地価、土地の値段、

それがちょっと納得いかないというようなことで裁判を起こされまして、水戸地方裁判所

では、町側が全面勝訴というような形で一応勝ったんですけれども、ご本人さんちょっと

納得しないというようなことで、今、東京地裁のほうで再審が６月から始まるというよう

なことであります。 

 ご本人様とは何回か町とお話合いを持ったんですけれども、どうしても町側の説明には

納得いかないというようなことで、最終的にはそういう形になってしまったんですけれど

も、今後の動向につきましては、町としてもしっかり見届けていきたいというふうに考え

てはおります。 

○議長（関 誠一郎君） 分かりました。いいです。 

○委員長（薗部 一君） ありがとうございました。 

〔「アンケンからやろ、そっちのトラブル」と呼ぶ者あり〕 

○税務課長（鈴木貴司君） 廃案になっているのは、今１件で。 

○委員（小圷 孝君） ただ、町民が文句言いに来て、ただ謝っているだけで金返してく

れないんだという町民から相談を受けたんだけれども、確かに私なんかも桂の土地と常北、

カシワデの土地を比べると、カシワデと常北、もうやってられない。もう高くて、桂は安

くて同じ宅地でも何でこんなに差があるのかなという感じがするんだけれども、やっぱり

町民からすれば、水戸のほうから引っ越してきたときに、地域性が分からないから、高い

ところと安いところで何で差があるんだろうねという感じでそうなると思うんだけれども。

もし正直に、何件くらい来たか分かっていますか。税務課が文句言いに来ているんだとい

う人がいるけれども、ご近所の人で。 

○税務課長（鈴木貴司君） ４月に縦覧期間というのを設けまして、固定資産税賦課する

ときに不服申立てがあれば、その期間中のほうでお客様のほうと一体でお話をして、適正

な         というようなことをお話合いをして、納得の上、正規のほうをお納

めいただくというようなことでやっております。 

 ただ、この小圷委員が言っている個別の対応については、今のところそういう騒ぎは起

きておりませんので。 

○委員（小圷 孝君） 俺もちょっと相談したいんだけれども。 
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○税務課長（鈴木貴司君） この間から言われていますんで、個別に。 

○委員長（薗部 一君） すみません、１点だけ。 

 雨宮課長に確認したいんですが、先ほど河原井委員長さんがおっしゃられた大網のあの

残土の関係で、   に起訴するという話だったんですが、あれは今伺いましたが起訴さ

れているんですか。 

○町民課長（雨宮忠芳君） 起訴されているというのは、起訴はされていないですが、民

事訴訟を起こされているというような。 

○委員長（薗部 一君） それはされたんだ。 

〔「訴えられた、向こうから町に」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） 逆。 

〔「町が訴えられたんだよ」と呼ぶ者あり〕 

〔「ちなみに、損害賠償は幾らですか」と呼ぶ者あり〕 

○町民課長（雨宮忠芳君） ちょっとすみません、１億…… 

〔「何で町が訴えたの」と呼ぶ者あり〕 

○町民課長（雨宮忠芳君） 一応、その方法としては、企業が通しはしたけれども、完成

はできなかったと。それは町の事業的な条例変更とか、そういう阻止されたのは町の責任

だという言い分です。 

○委員長（薗部 一君） 分かりました。今、１点確認できたものですから、町としても

頑張ってください。 

 ほかにございませんか。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） それでは、質疑、ご意見等も出尽くしたようであります。 

 以上で令和３年度城里町一般会計予算所管分の審議を終了したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ご異議がないようですので、続いて（２）議案第23号 令和３

年度城里町国民健康保険特別会計予算についてを議題といたしたいと思います。 

 執行部より説明を求めます。 

 なお、説明は一般会計同様、国保特別会計の歳入歳出予算事項別明細書により歳入の目

に沿い順次説明を願います。説明が終わりましたら、別冊、主要事務事業一覧の説明をお

願いいたします。じゃ、主要事務事業一覧ということでよろしくお願いします。 

 健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 申し訳ございませんけれども、うちのほうの管轄、事業

勘定、施設勘定、後期高齢者等、３項目ございますので、質問内容をちょっと私１人では

お答えできかねますので、参謀を連れてきてよろしいでしょうか。 
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○委員長（薗部 一君） はい、結構です。 

○健康保険課長（飯村正則君） じゃ、すみません、今からすぐ呼んできますので、一旦

すぐこちらのほうに…… 

 すみません、来るまでの間、ちょっと二、三分お時間いただいて、申し訳ないです。 

○委員長（薗部 一君） トイレ休憩します。 

午後 ４時０２分休憩 

────────────────────────── 

午後 ４時０８分開議 

○委員長（薗部 一君） それでは、担当課長より説明を求めます。 

 健康保険課長、飯村正則君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 国民健康保険事業勘定と施設勘定と後期高齢者とは、半

分割りますけれども、事業勘定と後期高齢者は潮田補佐に、施設勘定は私の説明とさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

○健康保険課長補佐（潮田久美子君） それでは、令和３年度国民健康保険特別会計事業

勘定予算につきましてご説明申し上げます。 

 着座にて説明いたしますので、ご了承願います。 

 予算書の119ページをお開き願います。 

 まず、令和３年度予算額は、歳入歳出ともに23億1,497万2,000円でございます。 

 予算書の125ページをお開き願います。 

 それでは、まず歳入であります。 

 １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税４億3,490万6,000円であり

ますが、１節の医療給付費分現年課税分から６節の介護納付金分滞納繰越分までで、一般

被保険者国民健康保険税の医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の現年課税

分滞納繰越分であります。２目退職被保険者等国民健康保険税17万1,000円でありますが、

１節の医療給付費分滞納繰越分から３節の介護納付金分滞納繰越分であります。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目手数料40万1,000円でありますが、１節総務手数料、

２節の督促手数料であります。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目災害臨時特例補助金1,000円でありますが、科

目設定のみであります。 

 126ページをお願いいたします。 

 ４款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金16億6,348万5,000円であります

が、１節の普通交付金から５節の特別交付金特定健康診査等負担金までで普通交付金保険

者努力支援分、特別法廷交付金県繰入金、特定健康診査等負担金であります。各市町村の

所得水準実績や被保険者数の動向、医療費水準の動向等を考慮し、県が試算したものです。

２目財政安定化基金交付金1,000円でありますが、科目設定のみであります。 
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 ５款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金12万8,000円でありますが、基

金積立金利子であります。 

 ６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金１億9,764万2,000円であります。

１節の保険基盤安定繰入金から６節その他繰入金ルール分による一般会計繰入れが主なも

のです。 

 127ページをお願いいたします。 

 ２項１目基金繰入金1,000円でありますが、基金からの繰入れのための科目設定のみで

あります。 

 ７款１項１目繰越金1,000万1,000円でありますが、療養給付等交付金繰越金の科目のみ

の設定と前年度その他繰越金であります。 

 ８款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、２目加算金、３目過料までで

502万3,000円であります。 

 ２項受託事業収入、１目特定健康診査等受託料1,000円でありますが、特定健康診査等

受託料の収入を見込んでおります。科目設定のみであります。 

 127ページから128ページにまたがります。 

 ３項雑入321万1,000円でありますが、主に一般及び退職保険者、第三者納付金及び特定

健康診査個人負担金等収入を見込んでおります。 

 以上、歳入をご説明申し上げました。 

 続きまして、歳出です。 

 主要事務事業一覧の17ページをお開き願います。 

 国民健康保険特別会計事業勘定の主要事務事業でございます。 

 ナンバー１、事務事業名、保険給付事業、国民健康保険制度に定める療養給付費であり

ます。事業費が15億5,758万2,000円です。 

 ナンバー２、国民健康保険事業納付金事業、保険給付費等交付金の財源とすることを目

的として所得水準や医療費水準を考慮して市町村ごとに配分された額を県に納付するもの

であります。事業費が４億741万4,000円です。 

 ナンバー３、保健事業費、疾病予防事業、人間ドック・脳ドックを実施し、疾病の早期

発見を図り、医療費の抑制につなげるものであります。事業費が545万6,000円です。 

 ナンバー４、保健事業費、特定健康診査等事業、40歳から74歳までの国保加入者に対し

て生活習慣予防の徹底を図り、医療費抑制を目的に特定健診、保健指導を実施するもので

あります。事業費が2,917万1,000円です。 

 以上、国民健康保険特別会計事業勘定についてご説明申し上げました。 

 続いて、施設勘定をご説明いたします。 

○健康保険課長（飯村正則君） それでは、施設勘定のほうのご説明を申し上げたいと思

います。 
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 予算書のほうですが、152ページになります。 

 まず、予算総額でございますが、２億3,892万1,000円となってございます。 

 まず、１款診療収入、１項外来収入ですが、１目国民健康保険収入から６目一部負担金

収入までで、今年度は１億1,227万2,000円となります。昨年度、令和２年度の実績を勘案

して計上しております。令和２年度につきましては、どこの医療機関も同じでございます

が、コロナによって受診控えが開いて、どこの医療機関もあまり芳しくないような業績と

なっております。 

 １款診療収入、２項その他の診療収入でございますが、本年度は1,908万8,000円で、主

な内容として各種健診、予防接種委託料を計上してございます。本年度におきましては、

新型コロナウイルスワクチン接種事業分を見込んだため、1,248万円の大幅な伸びとなっ

ております。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目使用料28万8,000円は、医師住宅使用料でご

ざいます。 

 ２款使用料及び手数料、２項手数料、１目文書料34万7,000円は、診断書料でございま

す。介護保険診断書料の増を見込んでございます。 

 153ページ、３款繰入金、他会計繰入金、１目一般会計繰入金9,179万7,000円となって

おります。七会診療所の建設分の元利償還が始まったため、2,549万4,000円ほど増えてご

ざいます。 

 ２目国保特会繰入金でございますが、国・県の運営費補助分を事業勘定経由で繰入れす

るもので、実績額を勘案いたしまして1,275万円を計上してございます。 

 ４款繰越金、昨年同額150万円。 

 ５款諸収入、１項雑入、１目雑入、本年度予算は145万4,000円となってございます。歯

科の物品販売代、医科の投薬料金代等を見込んでございます。 

 続きまして、歳出のほうですけれども、主要事務事業の17ページ、通し番号５番になり

ます。 

 どちらも毎年行っています保険医療事業のことでございます。沢山診療所及び七会診療

所保険医療業務２億1,107万4,000円となっております。 

 以上でございます。 

○委員長（薗部 一君） それでは、ここでご意見をお受けしたいと思います。 

 関議長さん。 

○議長（関 誠一郎君） 事業勘定の132ページ、２款保険給付費で、出産育児一時金と

いうことで630万計上されていますけれども、今、出産で１人当たり幾らぐらいの保障が

あるのか。 

○健康保険課長補佐（潮田久美子君） 42万円です。 

○委員長（薗部 一君） 関議長さん。 
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○議長（関 誠一郎君） 42万円、これは増額という感じはだんだんなると思っているん

だけれども、そういうあれはないんですか、今のところはない。 

 ただ思ったのは、この出産育児一時金が上がると、これ同様に産婦人科も上げんといか

んという。今回、番号がないんだけれども、18番だと思う。２年前は46万だった。だから、

これが上がったのかなとちょっと聞きたかったんです。いいです、分かりました。結構で

す。 

○委員長（薗部 一君） そのほか。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） 以上で、令和３年度城里町国民健康保険特別会計予算の審議を

終了したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ご異議ないようですので、続いて（３）議案第24号 令和３年

度城里町後期高齢者医療特別会計予算について議題といたします。 

 執行部よりご説明を求めます。 

 潮田さん。 

○健康保険課長補佐（潮田久美子君） それでは、城里町後期高齢者特別会計の予算につ

きましてご説明いたします。 

 予算書の167ページをお開き願います。 

 まず、令和３年度予算総額は２億5,308万5,000円でございます。 

 予算書の172ページをお開き願います。 

 まず、１款１項１目後期高齢者保険料１億7,935万6,000円でありますが、特別徴収、普

通徴収保険料の現年度分及び滞納繰越分を見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目手数料４万5,000円でありますが、督促手数料収入で

あります。 

 ３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金7,314万9,000円でありますが、一

般会計からの保険基盤安定繰入金及び事務費繰入金であります。 

 ４款１項１目繰越金1,000円でありますが、前年度繰越分を見込んでおります。 

 ５款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金３万円でありますが、保険料の

延滞金の収入です。２目加算金、３目過料でありますが、科目設定のみであります。 

 ２項償還金及び還付加算金、１目保険料還付金50万円でありますが、過年度分保険料還

付に対する広域連合からの収入を見込んでおります。２目還付加算金につきましては、科

目設定のみであります。 

 次の173ページをお願いいたします。 

 ３項雑入、１目雑入、科目設定のみであります。 
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 以上、歳入をご説明申し上げました。 

 続きまして、歳出です。 

 主要事務事業の17ページをお願いいたします。 

 ナンバー６、後期高齢者医療広域連合納付金事業、後期高齢者医療広域連合へ保険料等

納付金であります。事業費は２億4,886万8,000円です。 

 以上です。 

 以上、後期高齢者会計のご説明を申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○委員長（薗部 一君） ご苦労さまでした。 

 ここで質疑、ご意見等をお受けしたいと思います。 

 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） 国民健康保険、ちょっと町民の方に今年絡まれちゃって、厚生年

金から国民年金引かれていたんだなんて、この後期高齢者もそういう形で年金から引いて

いたの。厚生年金から引くという事業は、国民健康保険だの、後期高齢者のやつはいつか

らそういう形で差っ引いたというのは。分からないから、ちょっと絡まれたんだから説明

のしようがないし、やっぱり介護保険なんかも年金から引いていたし、そういう形で絡ま

れちゃうと説明ができないし、厚生年金だの、国民年金だのは、支払うために生活のため

に皆さんに払うやつが、そういう優先的に引いちゃっているから、怒られちゃうんだけれ

ども、それは日本の法律なの、町じゃなくて。そういう厚生年金から引く介護保険なんか

も年金から引いちゃうけれども、そういう事業に切り替えたのは、いつの頃からそういう

形になったの。ちょっと知識不足であれだから教えて。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 申し訳ないです。いつからやられておられるかというの

は、ちょっと私も分からないんですけれども、少なくともここ１年、２年とかそういう話

ではないと思います。 

○委員（小圷 孝君） 国民健康保険にしても、この後期高齢者にしても。 

○健康保険課長（飯村正則君） はい、少なくともここ１年とか、２年とかじゃなくて、

もうかなり前から行われていると思います。いつから始まったかは、申し訳ないですけれ

ども、ちょっと承知してございません。 

○委員（小圷 孝君） もっとも、     たって、町・県民税、     から引か

れちゃうようになっちゃって、２年ぐらいになったな、あれだって。そういう形で引くこ

とばかりで、やっぱりそういう形でいっちゃって、引くことばかりいっちゃって、町民が

苦しい思いしているから、こういう形で言ってくるんだろうと思うけれども。 

○委員長（薗部 一君） じゃ、分かった時点で小圷委員さんに知らせてください。 

 ほかにございませんか。 

 藤咲委員さん。 
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○委員（藤咲芙美子君） 来年度から窓口負担が２割負担というようなことも言われてい

るんですけれども、このことについての予算というのは、どこにどのように出ているのか

なというのを感じるんですけれども、決定ではないので予算には出ていないということで

しょうか。何か来年度から窓口負担が２割、高齢者なるというようなことを言われていま

すけれども、予算には出ていないんですか。 

○委員長（薗部 一君） 飯村健康保険課長。 

○健康保険課長（飯村正則君） 藤咲委員さんの質問にお答えする前に、ちょっとうちの

ほうでも、まだ正式に窓口２割負担という通達、今現在いただいておりませんので、申し

訳ございません、勉強不足で申し訳ございませんが、今この予算には入っていないことを

理解いたしています。 

○委員（藤咲芙美子君） ありがとうございました。 

 では、ちょっといいですか。 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん。 

○委員（藤咲芙美子君） じゃ、そのことはまだ決まっていないということで、これから

決まったら多分プラスされるのかなということはあるんですけれども、保険料が前年度と

比べて907万4,000円高くなっています。比較でさっき出されていますけれども、これは通

常の比較で、ですから何か理由があって上がっているというか計上が上がっている、金額

が多くなっていることですか。ごめんなさい、172ページの後期高齢者医療保険料、１款

１目です。本年度は１億7,935万6,000円、前年度では１億7,700万、170万4,000円の比較

でプラスになっていますけれども、何か理由があっての、根拠があっての増額なんでしょ

うか。 

○委員長（薗部 一君） 健康保険課長、飯村君。 

○健康保険課長（飯村正則君） 増えた理由なんですけれども、単純に対象者の人数が増

えたということが主な原因でございます。 

 以上でございます。 

○委員（藤咲芙美子君） 人数増ですね。 

○健康保険課長（飯村正則君） はい、対象者の増です。 

○委員（藤咲芙美子君） 人数増といっても、多分、今回高齢者が物すごく多くなるとか、

ごめん、いいです、大丈夫です。失礼しました。 

○委員長（薗部 一君） ほかにございませんか。 

〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） それでは、質疑、ご意見等も出尽くしたようでありますので、

以上で、令和３年度城里町後期高齢者医療特別会計予算の審議を終了したいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（薗部 一君） ご異議ないようですので、続いて（４）議案第25号 令和３年

度城里町介護保険特別会計予算についてを議題といたします。 

 執行部より説明を求めます。 

○長寿応援課長（井上 優君） 185ページをお願いいたします。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目１号被保険者保険料、予算額４億5,967万7,000円。 

 １節現年度分、特徴保険料から３節滞納繰越分普通賦課保険料までですが、１号被保険

者の保険料の現年度分、過年度分になっております。 

 ２款使用料及び手数料、１項手数料、１目総務手数料、こちらについては科目設定のみ

です。同じく２目督促手数料３万5,000円、主に督促手数料収入でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、予算額４億1,274万2,000円、

介護給付費負担金の現年度分、過年度分でございます。 

 同じく、２項国庫補助金、１目調整交付金、予算額１億8,317万4,000円、調整交付金及

び地域支援事業調整交付金になります。同じく、２目地域支援事業交付金（介護予防事

業・日常生活支援総合事業）です。予算額719万8,000円です。包括的支援事業・任意事業

を除きます地域支援事業費分になります。同じく、３目地域支援事業交付金（包括的支援

事業・任意事業）です。予算額1,470万1,000円です。地域支援事業費のうちの包括的支援

事業・任意事業分になります。 

 186ページをお願いいたします。 

 同じく、４目保険者機能強化推進交付金1,000円で、科目設定のみになります。同じく、

５目介護保険者努力支援交付金で1,000円、こちらも科目設定のみです。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、予算額６億2,783

万3,000円です。介護給付費交付金になります。これは、２号被保険者の介護納付金に係

る診療報酬支払基金からの交付金になります。同じく、２目地域支援事業交付金、予算額

971万7,000円、支払基金からの交付金です。介護給付費交付金と同様のものです。 

 ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金、予算額３億4,298万3,000円です。

介護給付費県負担金になります。 

 同じく、２項県補助金、１目地域支援事業交付金（介護予防事業・日常生活支援総合事

業）です。予算額449万9,000円です。地域支援事業交付金になります。同じく、２目地域

支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）です。予算額735万1,000円です。地域支援

事業交付金になります。 

 同じく、３項財政安定化基金支出金、１目貸付金1,000円で、科目設定のみです。 

 187ページをお願いします。 

 財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、予算額2,000円です。介護給付費

準備基金等の収入です。 

 ７款繰入金、１項他会計繰入金、１目給付費繰入金、予算額２億9,066万4,000円です。
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介護給付費に対する町負担分になります。定率の負担分です。同じく、２目その他一般会

計繰入金、予算額4,694万2,000円。人件費分、事務費に係る繰入金になります。同じく、

３目地域支援事業繰入金（介護予防支援事業・日常生活支援総合事業）分で、予算額441

万9,000円です。地域支援事業分（包括的支援事業・任意事業）のものです。同じく、４

目地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）分です。予算額735万1,000円です。

地域支援事業分の繰入れ分になります。同じく、５目低所得者保険料軽減繰入金で、予算

額2,608万5,000円になります。低所得者保険料軽減分、国２分の１、県・町が４分の１ず

つになります。 

 同じく、２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金で1,000万円です。科目設定

分です。 

 同じく、３項介護サービス事業繰入金、１目介護サービス事業繰入金で、予算額が

6,000円です。介護サービス事業勘定からの繰入金になります。 

 ８款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、予算額は100万円で、前年度からの繰越しです。 

 188ページをお願いします。 

 ９款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目１号被保険者延滞金から２目１号被保

険者加算金、３目過料はそれぞれ科目設定のみです。 

 同じく、２項雑入、１目第三者納付金、２目返納金、３目雑入、それぞれこちらについ

ても科目設定のみになります。 

 続いて、サービス事業勘定のほうに入っていきます。 

 歳入のほうで、サービス勘定のほうをご説明したいと思います。 

 208ページをお願いいたします。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目介護予防サービス計画費収入441万6,000

円です。介護保険の要支援１・２の認定を受けた者に対しまして、介護予防サービス計画

費の収入になります。 

 ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金で、1,000円で、前年度の繰越です。科目設定の

みになります。 

 続けて歳出のほうに入ります。 

 16ページをお願いいたします。 

 通し番号７番で、訪問自動車等購入ということで、現在使っております訪問のための軽

自動車なんですけれども、老朽化したということで更新を計画しております。事業費が

148万8,000円です。 

 続きまして、事業費が大きいところだけご説明します。 

 通し番号９番の介護サービス給付費事業です。要介護認定者に対しまして、介護保険制

度に定める居宅介護サービス、施設サービス、高額サービス等を給付するものです。23億

2,530万7,000円です。 
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 次に11番、介護予防・日常生活支援総合事業です。介護予防・生活支援サービスとして

要支援１・２の認定者と基本チェックリストというのがあるんですが、こちらの該当にな

った者に対しまして、事業対象者へ訪問サービス等、通所サービス等を提供するものです。

2,501万円です。 

 12番の一般介護予防事業です。要介護状態にならないよう、介護予防の普及啓発や介護

予防ボランティアの活動支援として、ふれあいサロン、65歳から始める健康づくり教室、

スクエアステップ教室、スクエアステップの養成事業、子どもヘルパーの派遣事業等を委

託しまして実施するものです。令和３年度からは、フレイル予防普及啓発のパンフレット

等も作成する予定です。798万円です。 

 13番、包括支援センター事業、高齢者が住み慣れた地域で安定して生活が続けられるよ

う、主に地域包括支援センターが介護予防マネジメント、総合相談、権利擁護、包括的・

継続的ケアマネジメントを行うものです。3,656万1,000円です。 

 あと、歳出勘定のほうで１つ、15番ということで介護予防支援事業、要支援１・２の認

定を受けた方に対するケアプランを作成するものです。441万1,000円です。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） ここで説明が終わりました。 

 質疑、ご意見等をお受けしたいと思います。 

 加藤木委員さん。 

○委員（加藤木 直君） それでは、まず歳入のほうで質問をしたいと思います。 

 185ページ、歳入で、本年度は、本年度と前年度の差額が8,200万円近くありますけれど

も、今年度増えていますよね。これは多分、利用率の改正によるものだとは思うんですけ

れども、それにしても120％以上、２割以上増えているということで、そうなりますと、

この保険料でやっていけないということになると、当然どこから、ほかから持ってこない

とできない、事業自体が。一般会計からも入るようにはなっていますけれども、これはも

う実際にこの利用率の設定、３年に一度のこの設定のときに、この設定は甘くないんです

かね。もう一般会計から入れることを読んでこの設定というのはしているのかなという気

はするんですけれども。 

 それと、もう一点は、この利用率の設定をするときに、現在９段階で多分やっていると

思います。それで、中間値を取って、そこから上と下で４段階ずつ、それで下が0.45で上

が1.7倍ぐらいになっていると思うんですけれども、これは何でもかんでも９段階にしな

くちゃならないということではなくて、よりきめ細かな、収入が多ければ多い人からたく

さんもらって、収入が少ない人は少ないなりに、やはり少ない金額で納めるというような

段階をもっともっと増やすべきなんじゃないかなというふうに思います。実際にそういう

ふうにやっている都道府県もありますよね。 

 その辺が、今回は利用率の設定をしちゃったのであれなんですけれども、ちょっと実際
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に事業を予定した、それを65歳以上の人数で割ってあれ決めるじゃないですか。それは事

業の量がちょっと甘く出るとどうしても安い掛金になってしまうので、そうなると、実際

その事業自体がおぼつかなくなる。そうなると、一般会計から繰り入れる、もしくは基金

から入れると。基金もここにありますように、今年度は基金、科目設定のみの2,000円に

なっていますけれども、昨年は5,000万ですよね、5,000万入れています。 

 これちょっと１つ教えてほしいんですけれども、基金、現在幾らぐらいあるのか、それ

と、昨年度どのぐらい基金使われているのか、基金からの繰入れがあるのか、その２点を

ちょっとお伺いします。 

 それと、あと２点です。 

 それから、歳出のほうで、通し番号７番の訪問自動車を購入するということなんですけ

れども、それはいいと思うんですけれども、これ特会で買った車の管理というのは、これ

は管理はどこですかね。まず、それが１点。 

 それと、通し番号12番の、これは一般介護の予防事業なんですけれども、ふれあいサロ

ン、これは353万5,000円、それからホロルの湯、これも昨年もいろいろお話ありましたけ

れども330万、それから子どもヘルパーさん、これが57万6,000円。これふれあい、それか

らふれあいサロン、それからホロルの湯、子どもヘルパーさんの例えば子どもヘルパーさ

んはちょっとイメージつかないんですけれども、その説明をしていただくのと、この金額

がどのように使われるのかというのをご説明いただけますか。 

 以上、４点です。以上です。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課、井上さん。 

○長寿応援課長（井上 優君） 保険料のほうなんですが、全協のほうでもご質問いただ

いた部分なんですけれども、現在第７期で、令和３年度が第８期に入るんですけれども、

今までの保険料というか給付費の推移とか、あとは人口の推移、そういうものは、全国的

に厚労省でつくっております事業計画用のソフトに数値を打ち込んで、それで出てきた生

の数字に近いものなんです。そこで、それぞれ市町村の特別会計の収支状況に応じて、例

えば一般会計から少し補塡するとか、基金のほうから補塡するとかで、多少なりとも調整

するというのがオーソドックスなやり方なんじゃないかなと思うんですけれども、あまり

手法としては、少し課題というか、ちょっと保険をかけておけみたいに給付費が伸びると

いうことでやる方法もあろうと思うんですが、今回お示ししたのは、その基本的なソフト

に基づいて一般的に見込まれている伸びで計上したものです。 

 もう一つ、先ほど加藤木委員さんのご指摘のように、９段階のものを10とか11とかいっ

ている市町村も確かにございます。そういう部分まで手直しするというか、そこまでのな

かなか１段階上のものまでは、確かに検討できなかったというのはあるんですが、やはり

特に１号被保険者の方で、確かに収入がある方はあれなんですけれども、やっぱり５段階

から下の方というか６、７、８の方は、やはり俺らは例えば1.5倍とか1.7倍払うのは払う
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んだけれども、やっぱりきついんだよという声もございましたので、そのあたりは次回の

計画、もうすぐ２年の      に始まりますので、そのあたりは考慮してやっていき

たいなと思います。 

 基金のほうなんですけれども、昨年は5,600万ほど使わせていただきました。それで、

まだというか、あと今月決算上は残っていますので、元年末の基金残高を8,676万6,000円

ほどだと思います。たしか今回の補正予算でほぼこれを使い切るような形で増額補正させ

ていただいていますので、決算のときには見込みなんですけれども、ほぼ使い切ってしま

うような形になっていますので、今回の新年度予算には使いたいところはやまやまなんで

すけれども、あえて使わないで一般会計のほうから不足分を補塡していただくような形で

つくらせていただきました。 

 子どもヘルパーの事業なんですけれども…… 

〔「車は」と呼ぶ者あり〕 

○長寿応援課長（井上 優君） 訪問自動車の購入なんですが、現在もそうなんですけれ

ども、管理は自分の課というか、担当課のほうに信用点検とか、そういう月末の報告とか、

そういうものは総務課、財務課かな、出しております。日常は自分のところで管理してお

ります。 

 子どもヘルパーにつきましては、主にちょっと詳細は時間いただくようになっちゃうん

ですけれども、小学生とか中学生が本来でしたら介護の手伝いみたいなものをできればい

いんですが、特に令和２年度につきましては、子供でもなかなか積極的に事業に参加でき

ないということで、お手紙の交流ぐらいまでということで、令和２年度の現時点ではそう

いうことで、それ以上は、人的な交流までは計画はあるんですけれども、今年については

進められなかったというのはあります。 

 新年度につきましては、コロナの状況ですけれども、事業自体については、そういう交

流とか、もちろんお手紙のものとか、そういうものを高齢者との間で進められるようなも

のは計画はしております。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木委員さん。 

○委員（加藤木 直君） ありがとうございました。 

 まず、保険料の設定につきましては、やはり東京の新宿あたりでも十何段階か枠があっ

て、それが3.何倍になっていたと思うんです、下が0.4ぐらいに。ですから、やはりある

程度収入がある方は２倍でも３倍でもやるような形じゃないと公平性がないんじゃないか

なというふうに思いますので、その辺のところも次回の利用率改正時にはご検討をしてい

ただきたいなと。そうじゃないと、やはり当然基金のほうももう底をついているわけです

から、そうなると、常に一般会計から入れるということになると、そうすると利用率の設

定とは何なのと、掛金とはというふうになるじゃないですか。それはどういう保険でも一



－８６－ 

 

緒ですよ。 

 ですから、これはもうちゃんとしたソフトがあって、そこに数字を入れていくとこうい

うふうに出たんだという、生の数字に近いということになるんですけれども、でもそれよ

りも事業をやったらこれぐらいかかりますよというふうに、多少やっぱり何かあったとき

のために上乗せはしておかないと、それ割る65歳以上の年齢で割っていくというような方

法でやっていかないと、基金の積立てもできないと思うんですね。 

 それから、基金のほうがなくなるということなんですけれども、積立ては多分できない

でしょう、この状況の中では。 

 それと、一般介護予防なんですけれども、これも昨年もいろいろお話ししましたけれど

も、ホロルの湯でいろいろありました。それでホロルの湯に委託するのはいいにしても、

じゃ、長寿応援課のほうでもちゃんとやっぱりその事業自体を掌握して、しかも補助事業

の報告については、ちゃんとその書類を、当然これは国庫入っていますよね。国庫入って

いますので、その指導もちゃんとやっていただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） ほかにございませんか。 

 小圷委員さん。 

○委員（小圷 孝君） これ長寿応援課、介護予防よく予算組めたなと。基金もマイナス、

この間の出納検査では、もうマイナス予算なんだよな。そういう形の中で、課長、再三言

っているんだけれども、これ介護予防の事業、ホロルの湯、契約書どおりにやってくださ

い。そうすれば、これ基金の          じゃないですか。契約書どおりに。 

 そして、事業をやっていた中で、参加料410円取っているやつの使途不明金、どっちに

も会計帳簿がない。それも明らかにしてください。今度の出納検査までにはできますか、

それを、410円の使途不明金。 

 それで、事業もやっていないのに、週１回、１クールと決まっているのに、それ１日２

回やって、２クールやって金を払っているんだというのはいい加減な話なのよ。これは介

護予防で基金はマイナスだし、一般会計から1,700万繰り入れて予算組んでいて、こうい

う形でコロナにいい格好して金出しているどころじゃないでしょう。契約書どおりに、き

ちんと金を返すということに契約書にうたってあるんだから、それきちんとやってくださ

い。答弁はいいです。 

○委員長（薗部 一君） ほかに。 

 河原井委員。 

○委員（河原井大介君） 先般、全協でもお話があったかと思うんですけれども、圷の特

養のお金を入れたという話もそうなんですが、約4,000万のお金で売却したと、町の普通

財産、教育財産のものだったと思いますが。それで、あのときに、舟渡団地の跡地にも点

数をつけた上で売却をしたんですね。ある意味、実際は遊水地であったことが水害によっ
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て証明されてしまったわけでありますが、あそこに約１億円規模で従業員さん、介護保健

師さんたちの住居を建てるというお話だったんですが、それはどういう計画になっている

んでしょうか。まずその１点をちょっと確認させていただきたいと思います。 

 ２点目なんですが、この187ページの基金繰入金、介護給付金準備基金繰入金が1,000円

で、昨年度は5,000万で基金がないということなんですね、先ほどの答弁ではないという

ことなんですね。この第６期、これ今８期で今議会上程されていますが、７期目、そして

６期目のときですが、６期目のときには、あれは据置きで上がったんですね。介護の金額、

保険料の徴収金額を報告を上げないで、あのとき、理事者側というか、役所というか、町

長なんかは、県内で一番安い介護保険料です、すばらしいでしょうというふうに吹聴した

んですね。そのときはそんな感じです。７期目のときに600円、大体９段階のほうから５

番目のマイナスの平均値のほうで確か600円上げたときに、確か600円もそうだったんです

が、茨城県のほうから一般会計でお金は介護にはぶち込まないようにと、法定額以上、そ

ういう話は確かあったんです。そもそもそういった前提の中でしっかりとこの介護保険の

問題も含めて、７期も８期もそうなんですが、この８期目の5,900円、今回は700円アップ

したわけなんですが、いずれにしても、これ今後かなり厳しい状況になっていくというふ

うに思っています。 

 ちょっと以前に見せていただいたんですが、高齢社会福祉計画及び第８期介護保険事業

計画ということで、令和３年３月に、一応令和３年１月28日時点で城里町からは本町の高

齢社会の現状と課題ということで、令和22年、2040年には高齢化率は53.1％、人口１万

2,364人ということで、かなりこれはいわゆる2040年問題といって、団塊の世代ジュニア

が65歳になるというタイミングらしいんですけれども、もっとも令和７年というと2025年

問題があって、団塊の世代の方が75歳以上、後期高齢者になると。そのときの数字といっ

たときにかなり11.3％も20年後に上がってしまっています。これ永続的に持続可能な介護

保険の見直しのときの問題として、非常に困難。 

 実際には、今回1,100円上げたかったというふうに課長おっしゃっていましたけれども、

実際5,900円で止まってしまった理由というのはどういうことだったんでしょうか。ちょ

っと教えていただきたいと思います。 

○長寿応援課長（井上 優君） やはり、急激な伸びをされるという意味が一番大きかっ

たと思います。 

○委員（河原井大介君） すみません、何の意味ですか。もう一度すみません、お願いし

ます。 

○長寿応援課長（井上 優君） 5,200円にプラス1,100円とか1,200円にすると、急激な

伸びを示してしまうということで、１年前の方と同じ介護サービスを受けているその方が

払っているわけではないですけれども、同じ制度の中で急激な伸びを抑えたかったという

ことで、そういう価格設定も計画というかにしました。 
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○委員（河原井大介君） なるほど。そうすると、町のお金を被保険者がパニックになっ

てしまう、驚いてしまうから、少しここはソフトランニングに落ち着かせながらもお金を

取っていこうという作戦に入ったということだと思うんですが、１点、舟渡団地の跡地の

売却したところも、実際には今どういう評価になっているのか、ちょっとまたお聞かせい

ただきたいと思っていますが、その前提の前に、多分恐らくこれこのままだと結構非常に

厳しくて、介護予防といったって、介護予防の結果出るのは５年、10年ですし、実際、介

護予防というところで、なかなか維持をすることはあっても、もうおじいちゃん、おばあ

ちゃんたちがマクドナルドでハンバーガー、高たんぱく、高カロリーの脂質が多いものを

食べているわけです、一緒に我々も。そうすると、ブレインハート、脳とか心臓とかそう

いったものについても、様々な年齢予想も含めたときになっていく可能性もあると。 

 だから、本当に相対的な議論が必要になってきたと思うので、そういう意味では、この

数字だけにとらわれずに、もう少し議論したほうがいいなと思うし、あとは基本的に一般

会計とかから繰り入れるというのが保険制度の本質でない。しかも、これというのは、約

10万人規模の自治体がモデルケースらしいんですよ、10万人。城里町は２万人いないわけ

です。もう20年後には１万2,300人しかいないんですね、20年後です。だから、結局そう

いうことを考えたときには、本当大丈夫なのかなとなるわけです。もうリアルです。今い

らっしゃる職員の皆さんだって、20年後元気でいらっしゃればいいんですが、もちろん介

護を受ける可能性もある場合もありますから、そういうときに対してきちっと考えなきゃ

いけないというのが今からだと思いますので、先ほど加藤木委員が指摘されたとおり、こ

れはもう少しこれから３年待たずに、それはもういよいよ来年、１年半後ぐらいからは９

期目の策定に入るというふうに聞いていますから、もう段取りを踏まえなきゃいけないな

というのがありますんで、きちっとここは披露していただければと思いますし、極力普通

財産とかそういった財産も介護保険に入れるというような話もありましたが、そういうこ

とではなく、基本的に基金がないということですから、入れるしかないと思うんですけれ

ども、結局は一般のほうからどんどん入れるということになっちゃうと思うんですけれど

も、そういうことも踏まえてどういうふうになるか、その見込みというか想定されること

をちょっと発言していただけますか。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 住宅のほうについて、貯金の状況というか、たしか舟渡

団地とかのところだと思うんですけれども、多分、サボウというか   になっていると

思うんですが、建てて率直なところ半年とか１年のうちには、理事長さんではないですけ

れども、施設長さんのほうにそういうお話の中で建設した経緯があるのでということで、

何度かお話をしました。ただ、従業員の方の、今もそうだと思うんですけれども、予定が

やっぱりベッドが上がっていないので、入所者というかそれもあるので、従業員も全部そ

ろっているわけではないですし、従業員のほうにそういう要望というかそういうものがな



－８９－ 

 

いので、例えば建設しても、ある程度部屋が埋められるようなことにはなっていないので、

造らないわけじゃないんですけれども、そういう状況に至っていないんですというお話を

受けました。 

 あと、将来の展望といいますか、そういうことなんですけれども、確かに全協のほうで

もご説明しましたように、見込みとしてはちょっと厳しい見込みがあると思います。小圷

委員さんのほうにも回答しましたように、手法としては、やっぱり伸びを抑えるというか、

そういう方法しかないのかなというものと、あとは伸びを抑えるといっても、それを減ら

していくとか、１年、２年遅らせるというか、介護予防のほうで、そういう手法とやはり

通常の第８期ですと1,100円とか1,200円に近づけるような第９期になり得ると思うんです

けれども、実際の収支に見合ったものに近づけていかざるを得ないのかなという、個人的

なあれですけれども、そういう形で、担当というか、そういうものにつないでいきたいな

と、そういうふうに思っています。 

○委員長（薗部 一君） 河原井委員長さん。 

○委員（河原井大介君） いずれにしても、アパートに約１億円ぐらいかかっちゃうんで、

なかなか建てるというのは、それは最初は加算点数として入れてみたけれども、実際やる

と、事業者から、商売人からすればなかなか難しいというのはあると思うので、そこは運

営どういうふうにするかは、これからまたさらに話を深めていけばいいと思うんですが、

いずれにしても、この第８期から９期、９期には、城里町では、聞くところによると、ち

ょっと専門家にも聞いたんですが、大体これ今5,900円となっているんですが、7,000円近

いんですね。7,000円まで上げなければやっていけないという数字までもう出ているよう

なんですね。ですから、そう考えたときにどうなるか。様々なことがあると思うんですが、

何ができるか、とにかくちょっと私も一般会計から代わりにぶち込むしかないというのが

答えなんだと思うんですが、結局は。でも、それではさすがに、保険制度も含めてですけ

れども、なかなか難しいので、そこはちょっと議会も含めてみんなで協議というか、考え

たいなと思っていますので、何かちょっとまた深堀りまでできればいいなと思っています

ので、まず課題として問題提起としてさせていただければと思いました。 

 以上です。 

○委員長（薗部 一君） 加藤木副委員長さん。 

○委員（加藤木 直君） 今、河原井委員のほうからいろいろ話ありましたけれども、課

長さっき言われました一気に1,000円上げるのはということなんですけれども、確かにそ

れはそうかもしれないけれども、でも、やはり自分事としてやってくれないと、一般会計

からいつも落としていくようでは、保険自体が独り歩きできないじゃないですか。ですか

ら、それを考えるのは政治家がやられればいいですよ。課長らは、もう粛々と出てきた数

字によって幾らと出せばいいわけです。ですから、それじゃないと事業はやっていけませ

んよということです。だから、それはちょっとでも、誰でもそれは高過ぎるよと言われれ
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ば、それはしようがない部分はあるのかもしれないですけれども…… 

○委員（小圷 孝君） 課長、ちょっと聞きたいんだけれども、今、介護保険料の値上げ

の問題で盛んに意見言っているみたいだけれども、去年３月だか４月の頃に、低所得者の

人が１万1,000円ぐらいだったのが２万2,000円、今年は３万3,000円ぐらいになっちゃう

んだという話で、介護保険が何でこんなに上がっちゃうんだといって怒られたんだけれど

も、何で上がっている人と上がっていない人がいるの。全然収入がない人が３年後には３

万3,000円払わなきゃならないんだという話だけれども、そこら辺ちょっと皆さんの質問

を聞いていると理解に苦しむんだけれども、どう、ちょっと説明してくれる。 

○委員長（薗部 一君） 長寿応援課長、井上 優君。 

○長寿応援課長（井上 優君） 制度自体は、８期、これからちょっとあれですけれども、

現在のところでは、ここ一、二年、大きく低所得者に対する率が下がっているとか、補塡

の部分、そういうものはございませんので。 

○委員（小圷 孝君） 下がったんじゃなくて、支払いが３年間で３万円…… 

○長寿応援課長（井上 優君） ですから、払う分が増えたということだと思うんですけ

れども、そういう制度上はないですので、通常は所得が上がってしまったのかなと。 

○委員（小圷 孝君） 所得、全然働いていない人が３万3,000円引かれて、３年間で１

万円ぐらいほど上げられると。 

○長寿応援課長（井上 優君） その上昇というか、それで疑問がある場合には、どうぞ

問い合わせていただきたいと思います。絶対間違いということはないとはありませんので、

そこは制度自体は変わっていないです。制度自体は変わっていないので、そういう低所得

者の方が２倍になったり、３倍になったりということはないと思います。問い合わせてい

ただいたほうが一番いいかなと思います。 

○委員（小圷 孝君） ３年間で３万3,000円上げられて、私、絡まれた経緯があるもん

で、ちょっと連れていきますので、きちんと説明してください。 

○長寿応援課長（井上 優君） こちらも間違えないようにはしていますけれども、間違

えがある場合もありますので、問い合わせていただいたほうがいいかと思います。 

○委員長（薗部 一君） 小圷委員さん、後で厳しくもう一回。 

○委員（小圷 孝君） 連れていきます。 

○委員長（薗部 一君） 関議長。 

○議長（関 誠一郎君） 最後、課長、ホロルの湯の予防事業、内容を教えてください。

どういう事業をやるのか、ホロルで、330万。去年いろいろ問題が起きた経緯があります

から。 

○長寿応援課長（井上 優君） 65歳から始める健康づくり教室なんですけれども、現時

点では３者から見積りを取って、それで事業を実施する予定ですので、場所は最終的には

ホロルになるかもしれませんけれども、委託業者はそういう形で選定する予定でおります。 
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○議長（関 誠一郎君） 何をやるんですかと、事業は。 

○長寿応援課長（井上 優君） 事業については、ほぼというか、同じような内容にはな

ります。 

○議長（関 誠一郎君） 同じというのは、グリーンツーリズム事業でやった事業。 

○長寿応援課長（井上 優君） そうですね、はい。こちらのほうでは、グリーンツーリ

ズムというのは、そういう事業としては捉えていませんので、健康づくり事業ということ

で、委託されたほうがそういうふうに捉えているのかもしれないですけれども、介護予防

事業ということで、予算上はそういうふうにつくってあります、同じように。 

○議長（関 誠一郎君） 結局330万という金を預けて事業内容は去年と同じだとか、そ

ういうのでは全く納得できないですよ。まだ課長は把握していない、事業内容を、こうい

う事業でお願いしているんですよと。 

○委員長（薗部 一君） 課長、後でじゃそれ出してあげて。議長、それでいい。 

○議長（関 誠一郎君） いいです。 

○委員長（薗部 一君） 後で内容を納得いただくように出していただきたいと思います。 

 では、次、いきたいと思います。いいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） それでは、質疑、ご意見等も出尽くしたようであります。 

〔「出尽くしてない、まだ聞きたいこと山ほどある」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） 藤咲委員さん、失礼しました、どうぞ。 

○委員（藤咲芙美子君） 介護のことなんです。今この介護が７期から８期にかけて、１

段階から９段階の間、５段階で700円月上がるんです。年間8,400円が上がるんです。それ

で、これは６期から７期までも５段階で700円上がっているんです。今回もまた700円上が

るということは、相当の金額が住民に負担がかかっています。今、小圷委員さんが言った

ことは、非常に適していることであって、住民にはこんなに高い税金が、介護保険が何で

こんなに高くなるんだというようなことが実感として出てくるのは、そのせいだと思うん

ですね。私は、このままいくと、滞納者が物すごく増えてくるんではないかと思うんです。

そうすると、滞納者が目の敵にされるんです。そういうことをやられていたんでは、本当

にこの町どうなっていくのと。 

 対策として、じゃ、何でそんなふうに上げなくちゃならないのかといったら、原因は高

齢化率と、あと施設に係るお金がかかるということで高くなってくるということなんです

けれども、施設に入りたくて施設を造るのに、そこに入ったらお金がかかってしまって、

ほかの人たちに負担がかかるという物すごく切ない現状があるわけです。やっぱりそれを

解消するためには、一般会計から繰入れをしっかりとしてもらわないと困るということを

私は言いたいと思います。ここのところを少しよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。答弁あれば。 
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〔「一般会計から入れられないでしょう」と呼ぶ者あり〕 

〔「基本的にはやらないのが基本」と呼ぶ者あり〕 

○委員（藤咲芙美子君） 介護の使い方が問題なんですよ、使い方。ただ、要支援が、要

支援の１とか２とか、介護２とか３という人たちの支援がなくなってしまったら困るんで

す。だから、それを抑えて何でもかんでも抑えちゃって、今頑張ってやっていこうという

予防をやっている人たちに対してなくなっちゃったら困るんですよ。だから、その今ホロ

ルの湯でやっているようなことを、少し変えてもらわないと駄目だということを、やっぱ

り言っていければいいかなと。 

〔「何でこれだけは入れられない一般財源から入っているの、1,000何ぼは」と呼ぶ者あ

り〕 

〔「いや、結局はできないことはない、課長、これはないから入れられないからしようが

ないんですよね」と呼ぶ者あり〕 

〔「何で入れられないやつが入っているの」と呼ぶ者あり〕 

〔「いや、幾らでも一般財源から入れておったら保険事業は特別会計じゃなくなっちゃう

じゃないですか、それは独立してやっているんだから、やっぱりそれは大人にならなきゃ、

その事業自体が」と呼ぶ者あり〕 

〔「やってもいないのに事業に金払って、返してもらうことに契約書になっているのにい

つ返してもらえるんだ、金がないのに」と呼ぶ者あり〕 

〔「これは国の介護保険制度だからいいの、システム」と呼ぶ者あり〕 

〔「だから、一番は適正な掛金をもらうということと、そうすると要介護にならないよう

なそういうリスクを回避するというリスクマネジメントをしなくちゃ、この２つが両輪で

初めて安定して来るんだよ、その事業自体が。それは片方だけやったんでは駄目なんだ

よ」と呼ぶ者あり〕 

〔「これ１千何百万返すよと言ったのに」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） いろいろご意見はございましょうが、一応、令和３年度城里町

介護保険特別会計予算の審議を終了したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ご異議なしと認めます。 

 ただいま一般会計及び特別会計において多数の質疑、ご意見が出ましたが、本委員会所

管分の令和３年度予算につきましては、本会議場で可決することに賛成の方は挙手を願い

ます。 

 事務局長。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） では、確認いたします。 

 議長の６ですから、関議長は採決権ございません。委員長も      ですから、採

決権ございません。なので、５人での採決になります。よろしくお願いします。 
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○委員（河原井大介君） 私の場合は。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） 河原井委員はあります。 

○委員（河原井大介君） あります。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） よろしくお願いします。 

○委員長（薗部 一君） 採決を行いたいと思いますが、皆さん、挙手をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（薗部 一君） 賛成少数です。 

 よって、当委員会において本案は否決されました。 

 ただいまの結果につきましては、質疑、ご意見等、内容を整理して予算特別委員長に報

告いたします。 

 執行部におかれましては、本日委員から発言がありましたご意見、ご要望、ご指摘等に

つきましては、今後十分研究を積まれ、行政、施策への反映に努力されることを要望いた

します。 

 執行部の方々は退席していただいて結構です。 

 大変ご苦労さまでした。 

〔執行部退席〕 

○委員長（薗部 一君） じゃ、あと事務局から、事務局。 

○議会事務局長（阿久津雅志君） では、その他の事項で、事務局から例年の閉会中の所

掌事務調査について、最終日の日程に入れてよろしいかどうか、ご審議をお願いいたしま

す。 

○委員長（薗部 一君） そういうことで大丈夫ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（薗部 一君） ありがとうございました。 

 委員の皆様方で何かご意見ございましたら、よろしくお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

─────────────────────────────── 

閉  会 

 

○委員長（薗部 一君） なければ、以上で当委員会に付託されました全議案について審

議を終了いたします。 

 ここで、閉会に当たり、加藤木副委員長よりご挨拶をいただきます。 

○副委員長（加藤木 直君） 皆さんご苦労さまでした。もう５時半になります。慎重審

議をいただきましてありがとうございます。これで総務民生常任委員会を終了します。 

 ご苦労さまでした。 

午後 ５時３０分閉会 


